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ζの報告書は， 1 9 7 1年会よび 19 7 2年の両年度K継続してbζ念われ
た「都市概念の綜合」をテーマとする研究の結果を記したものである。それが
分冊の形(IC~ ったのは，研究の企画κもとづく理由によるので左〈，単K印刷
予算の計上と執行の便宜を理由としただけのことである。
研究の第ーの目的は， 「広義にみて都市研究史上Kあらわれ，従来の都市研
究K有意義友影響を与えてきた，るるいは今後 Ki>~いてそういう作用をもっと
予想される多くの都市概念を網羅的K集成し，それぞれの特徴を明示するととJ
である〔総論（4）〕。その集成の成果が， ζの報告書の「各論」で全体の大部分
をしめる。そのような作業が会わったあとで，研究の第二の目的が試みられて
いる。それは，「相違する数多くの都市概念を批判しそれぞれの方法上の特性
を解明し，ついでその特性とそれぞれの都市概念との相関関係を分析すること
ができる友らば，その特殊的左方法Uてよって加工されない以前の対象の全体像
が論理的にえられるはずである」と考え，このよう左いわば還元の方法によっ
て多くの科学の学際的関心の的と左っている都市κっき一つの概念を定めよう
とするととで〔総論（3）〕， 「結論」で論ぜられていることである。
第一の目的とその予想される結果は，卒直に言って，学問としてはある種の
危険性をふくんでいる。それは，結果札 よくみても百科全書的な便宜を与え
るにとどま b，わるくいえば他人の糟粕のよせ集めにbわっ・て，学聞にはなら
念いというbそれである。そのようを批判をうけるだろうことを承知しながら
あえてとのようなことを試みたのは，われわれの企画は，それKもかかわらず
効果があるだろうと信ずるからである。われわれは，学問を進めるのにつねに
先人の業績に学ば念ければ念らない。しかし，都市という現代科学K課された
重大テーマKっき先人の業績，しかも学ば左ければならぬ先人の業績はイ明ミと
ふbかえったとき， ζれを綜合的K示してくれるものは案外にとほしい。われ
われ自身，諸分野から出てζの点を語Dあったとき，他分野他領域でなこなわ
れている都市概念Kっきーから学ばなければなら左かった。われわれはとの学
習課程が有益であったと考え，その結果は，また他の研究者Kも益するととろ
があるだろうと予想する。すく左くとも，ととに記された諸分野vc:;1:,~ける多く
の都市概念は，一つの都市概念を求めるための烏敵国とも道案内とも在るであ
ろうと考える。しかし，それはあくまで烏敵図ないし道案内Kとどまるので，
その実際を知るには，か左らず原典Kたちかえって直接に探索せねば左らない
であろう。ここに記されたζとがただちに都市だとして，あるいは某々のとる
都市概念だとして，それですますようを使われ方は，との報告書の本旨ではな
い。その意味では， 「各論」の部分はハンドブックの性質をもつものでそれ自
体が典拠で念いととを，理解していただきたいと会もう。
しかし，それがハンドブックKとどまるのでは友〈，本報告書の重要念基礎
資料であ ！？， ~二の目的K奉仕する材料であるととも，「結論」によって理解
していただけるならば幸いである。
全体の構成は， 1つの原理で統一あるものKする希望をもってある程度は努
力した乱期待したほどにはととのわ左かった。その理由として，われわれ自
身の力不足もあったとはなもうが，研究の企画・遂行・報告という過程が，と
の場合は行政事務として年度どとの予定と予算leきびし〈制限されているとと
が，研究作業を進めるプロセスとかならずしもマッチしてい念いという事情も
数えられよう。しかしその最大のものは，各分野・各領域がそれぞれ固有の問
題意識と慣例によって研究を進めてきていて，他分野との交流を実行も意図も
ほとんどして左かったということであろう。全体の指周をととのえられるだけ
の基礎体制が欠けていたのである。本報告書にみられる不統ーは，そのような
学界の実情の反映として，われわれ自身も反省している。ただ文献の表記と引
用の方法については，最近社会科学で一般化しフつある方法を採用することに
した。文献の完全念表記と一覧表は最終分冊の末尾K示すはずでるる。念丸
報告書の記述中，文章内K挿入された〔・・・…〕は執筆者の註記であ.!1, 1事項
の末尾に男i行で記された〔……〕は執筆者名である。
この研究の企画・遂行と報告書の作成・編集Uてあたったのは，われわれ6名
であるが，その作業すじっさいに進めるには，各自何名かずつの同学の士の協
力をえて班を編成した。それはつぎのとなbである。
i法醜圧 千葉正士（法学者轍授）・磯部カ（同助手）
経済班 竹内幹敏（経済学部教授）・絵所秀紀（大学院学生，現出改大学
助手）
社会班 鈴木二郎（人文学部教授）・大石あさ子（国際キリスト教大学助
手）・中村字美（大学院生，現東京外国語大学講師）
歴史斑 太田秀通（人文学部教授〉・長沼宗昭（大学院学生） . w堀悠美
（同）
地理班 野間三郎（理学部教授）・梶J1勇作（同助手）・野沢秀樹（同助
手，現九州大学助教授）
建築班 柄数真次郎（工学部教授〉・中井啓之（同助手〉・黒川直樹（大
学院学生）・福岡道雄（同）・中村雅治（同）
しかしそれでも，必要とされた全部の領域をカグ 7ーしきれ左いととがあっ
たので，われわれが，それらの諸点について講義をうけ，調査のための指導を
さずか丸あるいは調査そのものを委託して原稿の提出を乞うた方々もあった。
曾団長宗氏（国立公衆衛生院長）・西川幸治氏（京都大学助教俊〉・天野博正氏
（電力中央研究所主査研究員）・高木鉦作氏（国学院大学教授）念どがそうで
あったが，とくに佐々木克己氏（成路大学助教授）と前田信雄氏（国立公衆衛
生院）とKは，それぞれ中世ヨーロッパ都市法と疫学VC;t;-ける都市論とについ
て原稿まで提出していただいた。とこに記して感謝の念を表わしたい。
そのほかに各班どとにその種の協力をえた方々もあるが，それについては，
各論の記述の友かでふれられている。左な内々のととではあるが，中野尊正委
員長をはじめ，赤木須留喜・川名古右ェ門・石塚裕道その他の，東京都立大学
都市研究組織委員会委員の方々が，陰K陽K援助を与えてくれたζとも， ζと
に記してbきたい。
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1. 技術家からみた都市の概念
「都市の概念」とは，端的Kいえば「都市とは何か」という聞いに対する答
えであろう。それば，都市の現実そのものの抽象的な把握と左るとともあろう
し，都市はとうあるべきだという希望となるとともあb，またまったく仮空の
ユートピアを論ずる場合もあろう。いずれも，都市の本質や，都市を都市たら
しめている特色の把握に役立つものであb，ひいては人間bよび人聞社会の理
解を深めてゆく考察となる。
しかし， 「都市とは何かJとh う聞いには，都市のもつ人間的意味，すなわ
ち哲学的，政治的，相会的，経済的な内容と意義を問うている場合七都市の
もつ物質的形象，すなわち人口学的，建築的，施設的，環桶悦内容と意義を
問うている場合がある。たとえば都市と村落を区別する最大の特色は，哲学的
念ものでは念くて，人が多いとか家屋が密集しているとかいう形態上の特色念
のである。大都市とイ、都市の相違も，同じように姿や形や大きさから最も端的
に把握されているといってよい。
建築会よび都市計画の分野からの都市問題へのアプローチは，いうまでもな
く構築技術的左ものであb，それはまず具体的であb，かつ現知＇：］VC有効なも
ので乏くては左らない。つま b，図示して誰κも形として理解され把握され，
かつ現実K建設・建造できるものでなければならない。もちろん，経済的K実
現しがたい計画案というものもあタ得る。しかし，それは経済的条件その他の
条件がすべて整えば建設可能となるということであって，技術的には可能な案
なのである。現代の建設技術は，経済的制約さえ左ければ，ほとんど考え得る
すべてが可能と在っているから，技術的可能性のまったく念い計画案というも
のが提示されることは，もはやほとんど念いといっても過言で左い。
それゆえ，技術者が都市の建設あるいは都市問題への技術的解答として提示
したb，実施してきた具体策は，程度の差はあれ，経済的・社会的左条件，時
には政治的・人間的な考察を含めてくふうされているのであり，これらをまっ
たく純粋K物理的君主，あるいは技術的な所産と考える ζとは誤っている。建築
や都市は人間生活の容器だとよくいわれる久容器は内容によって決められる
のであって，内容と無関係の容器とh うものはあb得左いし，むしろ容器Kよ
って内容が影響され制約されるととのほうが大きいのである。
つまD，端的にいえば，技術家が意識しようとしまいと，何らかの都市に関
する概念をもた念いでは，家一軒建てるζとすらでき左いのである。そこには
建築法規や都市計画法規K内包された都市の概念があb，そのよう左概念を組
立てるに至った卵白がある。すなわち，それは都市や都市建築の災害に対する
安全性や衛生水準を高めようという解決策の一部であb，その背後κは「都市
とは危険で不衛生念場所であった」という都市問題の認識があb，法規で取締
ら左ければ「住民は必ず都市を危険で不衛生念場所にする」という社会学的・
人間学的考察と判断がある。
よb大きな建築計画や都市計画が，法規の規定（それはいつも最低レベルを
決める）をはるかに上廻る水準の設計を示す場合Kも，それらを支える技術や
経済，社会慣習と人間構成K支配される人の動きや要求や反応が考慮されてき
た。都市問題がやかましく叫ばれるようκ左ったのはこと数十年来のととであ
るが，都市問題は古代から存在していたし，産業革命以来の産業都市問題も，
多くの技術家の創意と努力Kよって逐次解決されてきたのである。長年にわた
る理論と体験の積重ねは，都市あるいは都市の音佐fトK関するさまざまの技術的
君主概念を生み出してきたい専門技術者のあいだではか左 b明確左イメージで
扱われながら，政治家，法律家，経済学者，社会学者，そして一般市民間での
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普遍的な概念や用語κ~ らなかった。
とれはきわめて不幸左ととである。なぜ念ら，市民生活の内容と水準の向上
を目的とする人々科 とれまでの技術家の努力Kほとんど無関心であD左がら，
都市問題の解決については技術家κ依存しっばなしであったという事実を端的
K物語っているからである。超大都市時代，そして公害時代を迎えて，はじめ
て技術家のカのみでは都市問題が解決でき左いととが認識されるよう Kなった。
それは既存の都市構造会よび従来の都市技術者の能力κ対して，他の技術者や
市民が生みだしてくる困地交通難，住宅難，大気汚染，水汚染，ゴミ反田念
どの都市問題が，急速にかつ弓之均衡に大きく左りつつあるからである。技術が
技術を敵とし左ければ左ら左（~ b，その敵はほとんど障害なしに強大にをつ
てゆくのに対して，都市建築，都市道路，都市施設の改造には障害が多すぎて，
対応、でき左く在ったからである。
とのよう念不幸宏事態のもとで，ょうやく都市K対する関心が各方面で高ま
ったとしても，それが技術家の抱く都市概念を普遍的なものにしてゆくよい機
会であるととK変bは左い。なぜをら，都市問題の解決がどのように行われる
Kせよ，それはとれまで研究され開発された技術にもとづくものであふζとは
確実であると信ずるからである。都市問題の解決が原始的~農村社会K戻ると
とで左い限b，それは技術的K解決されなければ念ら念いし，ほ界の現代都市
に現れたすべての徴侯がそれを裏づけている。す念わち，過密，住宅難，交通
難，その伸すべての都市の欠陥にもかかわらず，i人口の都市集中と農村の都市
化は急速K進行してゆくし，巨大都市化を嘆いてみせる人々も， 自分自身は巨
大都市を去ろうとはし念いのである。
技術家がどのようκ都市問題K取組んできたかを概観するととは，それゆえ
単に技術の輪郭を理解するというよう念意味合いのものでは左しそれらとそ
近代都市の概念を最も具体的K示すものであると考える。それらは深遠走者自市
の哲学的理念を支える下部構造といったものでは左くて，むしろ近代都市の本
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質的念特性を示していると思う。もしそれがあまり陀物理的・抽象的で非人間
的左ものに映ずるとすれば，それらを生みだした思考形式や社会観が十分包摂
的でなかったといえようし，そのよう左思想形式や社会観を生みだした社会左
タ思想念 bが文明史的にそれだけ不毛化しつつあったととになろう。
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2. 基本的な都市パターン
近代の都市κ対するテクニカノレな概念を列挙する前に，近代以前の朝痛の基
本的形態κついて概観して会〈必要がある。それKは二つの理由がある。ひと
つは古代や中世の都市のバターンは近代陀拾いても実際に使われたb，きた近
代的念都市概念をつく bだす基盤となっているからであって，たとえばオスマ
ンのバリ改造計画にはバロックの都市パターンが，ノレ・コJレピュジェの高層田
園都市κは古代ローマの格子状の都市パターンが基盤を形づくっている。また
第二の理由として，そうした過去の簡単左プリンシプルでできている都市の方
成人間居住の場所として，かえって造形的・情緒的・哲学的κ.l:!J豊かにで
きているものが多いというととがある。したがって建築的な観点だけからいえ
ば，それらが近代都市よb必ずしも劣っているとはいえない。むしろすぐれて
いる場合が多い。
伝統的左都市パターンは，古代の格子状の道路バターン，中世都市の不規則
・複雑念道路パターン，ノレネサンス都市の求心的宏形態と道路パターン，バロ
ック都市の放射状直線道路のパターン，そして 18世紀イギリスの広場都市の
パターンという五つK分類してbくのが便利である。
l）古典古代都市の概念
古代の都市のすべてが必ずしも規則正しくつくちれたというととでは友〈，
主としてギリシア・ローマ時代に建設された植民都市κ典型的に示されたよう
念都市形態をいうc)；，都市は要害の地に建てられるか，城壁で固まれるれその
形は必ずしも矩形や正方形とは限らない。ただ市街地は格子状あるいは碁盤B
状K直交する道路によって，ほほ同ーの大きな長方形の街区K分割される。
とのよう念直交する直線道路の配列が地形の凹凸κ関係左〈行われている。都
市の中心部近くに，いくつかの街区をつぶして広場，マーケット，神殿，その
他の公共施設が建てられ，やや離れたととろに劇場，競技場念どの公共施設が
建てられている。全体の大きさはf砂1的に大きい都市を除けば，縦横とも 400
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～5 O Om程度以下でひじよう K小さい。
典型的念例としてギリシアの都市プリエネをあげると，市域は東西70 0 m, 
南北45 0 mほどで，人口は約 4,0 0 0人であった。そのマーケット広場の大
きさは70 m×35mほどであった。典型的左ローマの植民都市ティムガドの
場合はほぼ3O Om角で，ー街区は約 2Om角 広場は80 m×6 Omである。
とのようを都市計画は前5世紀のギリシァ人， ミレトスのヒッポダムスが大
成したものといわれる。ヒッポダムスはピラエウス，セリヌス，ロードス， ト
ゥリイの都市計画を直接設計したともいわれる。またティムガドのような整然
としたローマ植民都市は，ローマ軍団の宿営の形をとったものともいう。
いずれKせよ，格子状都市はギリシア人・ローマ人が都市の混乱K秩序を与
えようとした意図を明示するものと解釈されている。規模は小さし人口は璃
密であったが，神殿，劇場，広場念どの公共脆設は壮麗で芸術性高く，生活水
準は低く簡素であったが，共同体としては強固であった。特Kギリシア都市国
家興隆期の民主政下の共同体の結束は，欧米人にとって久しい間理想の政治形
態とみ左されてきたため，近代の技術家，特Kアメリカの技術者は都市のコミ
ュニティの日曜を考える場合Vとほとんど無意識のうちKギリシア都市国家の規模
と生活，アゴラになける市民の交流を想定している場合が多い。たとえば近隣
住区の概念がそうである。
造形的Kは，ギリシア・ローマ都市の広場と公共建築の壮麗さが常K後代の
建築家に影響を与えつづけてきた。 Jレネサンス，バロック，新古典主義時代の
都市の公共建築はほとんど「ローマの壮麗」を目標としていた。現代でも，地
形の使い方，建物の配置法，建物と建掬の閣の空間の扱い方，公共広場のイメ
ージ左どが技術家の関心をひきつけている。
中国の長安その他の都城，日本の平城京，平安京のような格子状街路をもっ
古代都市も，また堺のような近世商業都市も，西洋古典古代の格子状都市と形
態的Kは類似している。いずれも秩序ある都市をつくろうとした計画Kちがい
ーもー
念いが，その建築的詳細がよくわから念いことや，その生活や理想と現代との
関漣が明確tてつか左いため，揃町家の関心をひき，そのモデルと念るというよ
う左ととはほとんど左い。
2）中世都市の概念
中世都市民古典古代都市の対比物としてとbあげられる場合が多い。古典
古代都市の格子状の直線街路K対して，曲bくねった不規則友道路パターンを
もっというのがその最大の特色である。その道路は単K曲bくねるだけで左〈，
幅が広がったb狭まったりする。所々 K凹部や凸部があったb，左だらかに屈
曲しているかと思えば，突然急に折れ由ったbする。
まったくルーノレも原理も念いようであるが， よく見ればいくつかの共通する
特色がある。道路は城壁Kいくつか設けられた市門から，市内Uてあるいくつか
の広場K向い，これらを結びつけている。その左かで重要~E謁はマーケット
広揚と市庁舎広場と大聖堂の面する広場と城郭K面する広場であり，市門から
市内に向う主要路はとれらのいずれかをめざしてゆく。その他大小の副次的広
場や広小路があり，広場と広場をつ左ぐ広場や広小路もある。
とのよう左性質をみると，むしろ道路の幅が絶えず変化し，広がっては広場
K念丸狭まっては路次に念るとみ在しでもよいくらいである。したがって街
区の形は不規則で，かつひとフずつ形も大きさも異左る。都市の規模比例外
的に大き君主町を除色縦横40 0～ 5 0 0 m以下で，古典古代の都市とほとん
ど変らないし，人口も数千人というオーダーであったろう。
中世都市は古代都市よ Dも膨脹してゆく度合がやや大きかったと思われるが，
城壁で制約されているため，城壁内がよ b閥密に念ってゆく傾向があ丸建築
敷地は間口が狭〈，奥行の長い形~~D，したがって建物も妻壁を街路K向け
て，間口の狭い町家がぎっちタと並ぶ形にな bやすい。 ζれが屈曲する道路と
組合さって独特の都市景観を形づくる。つま b凹凸や変化の多い多様な絵画的
光景をつくタだす。
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一般家屋に比し，大聖堂の塔は際立つて高くそびえ，遠くからも見え，その
町独自のシルエットをつくり出す。市庁舎は大聖堂と並んで共同体のシンボル
であり，ギJレドホールは商人や職人の団結のシンボノレであb，マーケットや広
場は市民の交流の場である。それゆえ中世都市も古典古代都市と同じよう陀理
想的左コミュニティのモデルとみ念されるととが多い。 fさから，古代都市との
対比はその造形的特色Uてあるととは明らかであろう。
造形的Kまとめてみると，中世都市Kは同じもののく b返しが全くなく，都
市のどの部分もそれぞれ完全念独自性をもっといえる。これは町全体としては
ほとんど無限といってよい多様性をもっというととでもあって，との独自性と
多様性の並列現象が中世都市の魅力となる。それは生物体の複雑さ微妙さに似
た性質であるから，しばしば有機的と呼ばれる。 ζれは幾何学的あるいは機械
的念ものに対置するものを示す概念である。
このような理由Kよって，中世都市は近代の技術家にも絶えず大き念影響を
与えてきた。ヵ fロ・ジッテの芸術的原理による都市計画法や，田園都市やニ
ュータウンの計画にも，中世都市の造形からの影響が見られる。しかし，近代
都市(IC$~いては交通問題が最も大きな問題のひとつK念っているから，中世都
市の不規則で狭い道路網という最大の特色がかえって最大の弱点となってしま
うため，中世都市の原理を近代都市に適用ナるととはほとんど絶望的であ！＞＇
大き念修正や新しい展開を必要とするζ とは明らかであろう。
現在，中世都市の把握が技術家K必要とされる主要在理由ば，それが歴史的
都市や伝統的緊落の地域保存をするために必要であ b，有効であるためで，中
世都市の特色がその道路システムと不可分左関係にあるととを知るととが，す
べての保存計画の基本となるわけである。
日本近世の城下町や，西南アジア必よび北アフリカのイスラム都市も，広い
意味で西欧中位都市と類似した性格をもっている。しかし， ヨーロッパの中小
都市では，中世的性格がよく保存され，かつ住民の愛着を得，町として生きて
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いるものが比較的多いのに対し，わが国では，そのような条件が整ってhない
し，保存対策もすでに手遅れの感がある上，家屋の近代化にあたっての困難が
大きすぎるように思われる。同じよう在理由で，イスラム都市の多〈もしだい
にその特色を失いつつある。とれには建築形式のもつ包容力，キャパシティの
相違というとともあるだろうし，急激念変化のため，漸進的念適応ができ ;1:か
ったというとともあろう。
3) J,ネサンスの理想都市
とれば文字通り「理想都市」であb，ユートピアであって，実現されたもの
はは左はだ少念いのであるが，それはJレネサンスの主要都市がすでに中世都市
の形態をとってしまってがb，それを改造するととはほとんど不可能だったか
らである。
ノレネサンスの理想都市の最大の特色はその求心的プランにある。すなわち．
円形，正方形，正多角形，各種星形といった中心点をもっ幾何学的図形．点対
称の図形を基本とした都市計画であり，そうした特殊な形態そのものに理念的
左重要性を与えている点K，他の時代と異ったきびしさがあb，同時K実現困
難な理由があった。
ルネサンスの理想都市が最も活溌K考察されたのは 15世紀後期のイタリア
であったが，これtてはいくつかの明白な理由が考えられる。その第ーは，ノレネ
サンスのヒューマニズムが求めた人聞の理性と力による整然たる秩序の表現で，
それは古典古代の例からもわかるようK幾何学的図形の姿をとるはずであった。
しかし，それらが古典古代の格子状都市とならずに求心形都市の形をとったと
とには別の理由がなくてはまら左い。そのひとつは政治的なものであb，他の
ひとつは軍事的なものであD，さらに建築的左ものがそれに加わっている。
ノレネサンスのヒューマニズムは人間中心をいちじるしく強調したが，それは
か念b抑制を欠いたものであって，むしろ人聞社会の相魁を激化させる傾向が
強かった。プロテスタントの挑戦を招いたローマ教会の腐敗や，都市国家の内
一？ー
紛や，都市国家聞の斗争はいわば人聞の自律性への過信から生じたものである。
その結果はけっきょく都市の長老政治や民主政治を崩壊させ，一人の強力な英
雄的君主のもとK秩序を求めるととに在る。都市もそうした完全で強力左政府
のもとにある秩序整然たる姿をとるべきことに念る。
軍事上の影響としては銃砲のそれが決定的である。中世城郭や市城壁の高い
障壁はかえって不利(IC~D，厚〈低＼／＞砲台型の城壁が攻防ともに適切になる。
砲弾を左るべく直角に受けないように突出した稜角の多い形が有利(IC~ 丸弱
点を少なくしようとすれば必然、的K多角形星形Vてをる。
建築的には，都市を単に整然とさせるだけで念〈，中心K最もDつば念広場
を設け，そとに壮麗左記念的建造物を建てる。また副次的友広場を点対称的に
配置する。道路は中央広場から放射状に城壁へ向うものと，中央広場を中心と
して同心円状あるいは同心多角形状になかれるものがふつうであるが，方形都
市の案念どでは格子：臥あるいは同心正方形状に配置されているものがあり，星
形都市でも街区は格子状のものもある。それゆえ，最大の特色はやはり中央広
場を統治の中心とする求Jレ形の配置というととに在る。
すでに述べたようK，ルネサンスの理想都市は文字通bのペーパープランで
あb，理想の統治と秩序を形態化したものKすぎ念かった。しかし，そうした
案が多数試みられたという点(IC.Iレネサンスのヒューマニズムの異常なまでの主
知主義的傾向を見る ζとができる。事実，建築家たちは，このような求心形都
市と同じように，個々の記念的建造物も求心形と念るのが理想であると考え，
特に教会堂を求心形平面に建てようと努力している。
現実に建設された星状都市としては北イタリアのノ勺レマノグァ（ 1593)
が著名であるが，これは軍事的左目的でつくられた要塞都市であb，市内は軍
団の兵営といってよいものだった。たしかにこれはある意味で理想、の秩序を示
しているといえよう。 Jレネサンスの理想都市の形態を何らかの形で具体化した
のは，とのよう左要塞都市であり，現笑の世界では軍事的条件がいちばん強い
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要因と左ったのである。
しかし．各種の「理想都市J（！（示されたアイデアは部分的にいろいろ活用さ
れた。たとえば，既存の都市K新しい大通Dを切b聞いたり，整然、とした広場
を造成することカマ7われるように念った。また，既存の中世的都市はそのまま
とする内新市街Kは念るべく整然とした道路配置をする ζとが一般的となっ
ていった。
4）パロヴク都市の建築的概念
バロックの都市計画は，幅広い直線道路で広場と広場を結び合せるととを基
本としている。したがって記念的な建築物のある広場が道路網の形を決定する
い重要を広場からは何本もの道路が放射線状K出ることがある。バロックの
都市計画を放射状直線道路の計画というのも，とういう意味で間違ってい念い。
ζのよう念計画が最初に実施されたのは 16世紀のローマであった。いわゆ
る「シクストゥス五世のローマ」と呼ばれるのがそれで，卑鹿から身を起して法
王と在ったシクストゥス五世（ 1 5 2 0ー 90，左企／ 1585-90）が，反
宗教改革の大業の一環として遂行したものである。法王位在位わずか5年4ヶ
月であったが，ポボロ広場からサンタ・マリア・マッジョーレ広場を静てサン
タ・クローチェに達するローマの脊髄ともいうべきフェリーチェ通bをT年で
完成させ， ミクランジェロ設計のサン・ピエトロ大聖堂のドーム脅 22カ月で
建造させるというスピードで工事を指揮した。
シクストゥス五世の計画の基本比ローマKある七つの巡礼地を一日で廻れ
るように直線道路網で結びつけるという点KあD，かつローマの地形を生かし
て多様左景観を展望させるというものであった。とれはローマの場合，直線道
路を地形の凹凸K関わタ左〈通すという ζとで簡単に達成させられるのである。
もちろん高すぎるととろは削b，低すぎるところを盛るというととはしている。
法王はさらKあらゆる建築活動を奨励し，さまざまな特権を与えたので短期
間で，それまでの中世的ローマが新都市K生れかわった。また著名念「スベイ
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ンの階段」のような魅力的念景物をたくさんっくりだした。広場，噴泉，オベ
リスク，記念柱を十分K活用して都市の美化をはかった。
ヴェJレサイユの計画は， ローマの場合のよう左既成市街地の再開発や改造と
異なり，いわば処女地での計画だから，パロックの計画としてはよタ一貫性が
あるが，都市的性格はより薄い。しかし，バロック的計画の図式的性柊はほぼ
その全貌が示されているので，それを列挙しでなくととは有益であろう。
まず注目されるのは，宮股という中，c,i'!s＊記念建造物の軸線が地域全体を支
配し，周囲の自然までその念かに包含されているとと。次K，その軸線に対し，
道路，建築，庭園施設ができるだけ対称的に配督されているとと。第三K，庭
園の道路がよび宮殿正面から東へ出る道路が放射線状につくられているととで
ある。シクストゥス五位のローマ計画では必ずしも明確でなかったバロックの
プランニングの窮極の意図が，新しい計画であるために全面的K打出されてい
る。それは古典古代の都市件直と同じく，人聞の意志による整然とした秩序づ
けではあるが，二つの点で古典古代の理想と異念っている。
ひとつは，大きさの限定が左く．あたかも無限遠にまで拡大されてゆき，自
に入るすべてがデザインに包括されていることである。バロックのプランニン
グが支配のプランニングであるととは，反宗教改革の法王やフランスの絶対王
権の笑施した計画であるということだけでなしその造形的左原理も同じよう
左空間支配を志拘しているというととである。
第二の相違点は，古典古代都市では神殿とその付属施設，市民広場とその付
属飽設と凶った公共的左記念建築地区が，基本的左格子状の都市パタンのなか
にはめとまれている。パログク都市では，記念建造物や記念碑あるいは広場が
それぞれ拠点となり，道路はそれらの拠点を結び合ぜるものと左る。記念物か
ら記念物の直糠的な見通しが集り合って都市の骨格を形づく丸いわばその余
自に他の建物や街区や公園がわDふられる。とれは都市の内部に建築的iヒエ
ラルキーをつくタだすととにほか走らない。バロックの芸術作品は，あるクラ
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イマタクスを中心にして，その盛り上りを他の部分が序列的にまた劇的に助け
てゆ〈形をとるが，同じ特色が都市の権成にも見出されるのである。
古典古代都市とのあいだに，とのよう念二つの顕著念相違点をもつようにま
った物理的理由も考えられ念いととは念い。それは都市のスクールの問題で，
都市の規模が大きく左るにつれ，格子状都市の交通上の欠点が大きく念ってく
るという点に見られる。すまわち，都府が大き左広がタを持てば，当然重要念
場所と重要でない場所，盛タ場と裏町というような差異が出て〈る。それらの
重要念場所や盛り場が最短距離で結びつけられているほうが便利であるととは
疑い念い。都市全体にまたがる都市の代表的活動左どが円滑迅速に行われるた
めには，放射状直線道路都市の方が合理的であるというとと vc~ る。
歴史的に見れば，パログクのプランニングは中世都市とルネサンス都市との
総合であD，発展であるといえよう。中世都市には直績道路は念かったが，建
築のヒエラルキーはあタ，道路は屈曲し念がらも，重要左場所と場所とを結ん
でいた。ルネサンスの理想、都市Kは中心広場から周辺への放樹状道路がしばし
ば重要念テーマ VC:~ っている。全体の形はコンパクト K，かつ抽象的に制約さ
れているが，直線道路や広場による秩序づけはある。ルネサンス人が執着した
求心的平面という小さ〈狭い枠さえ抜き去れば，ノレネサンスとパログクのプラ
ンニングは意外に近いものであるととが判る。
パロヲク都市計画は，とのように機能と秩序と壮麗という三つの要求を総合
したものであるから，それを実現する権力と財力と意欲をもった政府にとって
は最も理想的~計画と左るわけで，都市のパタ － Y としては 2 0世紀に左つで
も生きつづけるような寿命の長いものとなった。また，とれを基本として，他
の都市パターンを副次的K組合せると，か念タ複雑左要求Kも答えるととがで
きる。
たとえば，アメリカ合衆国の初期の植民都市は，ウィリアム．ペンのフィラ
デルフィア計画（ 1682）などに見られるように，格子状長方形都市という
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パターンから出発している。しかし， 1 7 9 1年Vてランフ 7ンがワシントン計
間で格子状道路網と放射状道路網を重ね合ぜた都市計画を提案してから，放射
状道路が各都市K導入されるようK念った。フィラデルフィアでも， 1 8 0 2 
年の地図では付加された「西町」が放射状プランvci.tっているし，デトロイト
(1807），マディソン（ 1836），ノξッフアロー（ 1804），クリー
グランド（ 1 8 3 5 ），サンダスキー（ 1818）左どKも取入れられた。
ナポレオン三世の第二帝政治下のオースマンKよるパリ改造計画（ 1 8 5 0 
-1870）も，パロック的計画による中位的都市の再開発であ J)' 1 9佐紀
末のウィーンのリンクシュトラーセも城壁を除去したあとをバロック的に開発
したものである。 ζれらでは，放射状道路と環状道路との組合ぜが現われ， Jレ
ネサンスの理想、都市の新しい展開が見られる。
また 20出紀K入っても，パーナムのサンフランシスコ改造案（ 1905),
シカゴ計画（ 1909），ラッチェンスのニューデリー件函（ 1911），グ
リフィンのキャンベラ計画（ 1911）念どK適用されている。
5）イギリス広場都市の建築的概念
古典的な都市計画のパターンはパロックのそれで終bを告げる。しかし，同
じ時期Kイギリスでまったく性格の異左る都市形成の技法が形づくられて :J;~J)' 
一項目として取上げるKふさわしい成果をあげている。 ζれを「広場都市」と
名づけたい。
イギリスの広場都市は，とれまであげてきたどの都市パターンとも異左るo
それは都市全体Kはじめから適用される総合的パターンでは左くて，その場そ
の場でつくり出され，つ念ぎ合されてゆく増殖的バターンだからである。ひと
つの広場とそれを囲む建築群と道路網ができ，次いで別の企画者が隣りの広場
と建築群をつくる，それらが集って広場都市を形づくる。
念ぜζのよう左形式が普及したかというとイギリスではローマ法王やフラン
ス王に匹敵する絶対的権威の所有者が左〈，大規模左都市改造や都市建設がで
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きti:かったためである。それに代って，個人Kよる営利事業としての建設，す
念わち今日でいう建売建築事業が流行し発展した。企画者は土地を借り，建築
を建て，半ば完成したととろで売りに出す。買主は敷地全体の環境と体裁と規
約を理解した上で，建物の内装を自分の好みに仕上げさせる。
企画者は，貴族階級から法律家，建築家，職人親方Kまで及び， うまくゆけ
ば利益と名声を得るが，入居者集めや金繰!1vc失敗すると破産K追込まれるの
で建築投機 building speculation と呼ばれた。したがって成功
を確実Kするため，できるだけ魅力的左環境と質の高い建築を提供しなければ
なら左かったのである。
広場を囲んで連続住宅を建て，広場を共有の庭園とするというのが，イギリ
ス18世紀の広場計画の原則で，広場は鉄柵で囲まれ，そζK入る鍵治主各戸に
渡された。連続住宅というのはいわゆる長屋であるが，イギリスでは最高級の
住宅もしばしばとの形式で建てられた。その利点はもちろん街路や広場K面し
て多数の住宅が並べられるというとと，多数の住宅をまとめて一棟の大き左建
物として設計するため，落着いた気分や堂々たる威厳が出しやすいとと，各戸
Kそれぞれ裏庭がつけられるというととにあった。
一戸の幅は通例窓三つ分で，その右端あるいは左端のひとつ分が玄関ホール
なよび階段室兼廊下と左る。残タ窓二つ分が部屋で，各階K街路K面する側と
裏庭に面する側との前後二室があり，とうした基準階が三階あって，地下階と
屋根裏がつく。地下の二室は台所，使用人室，洗濯室K用いられ，屋根裏は物
置や使用人室Kあてられた。街路側の地階K面してドライエリアがあり，そと
にゴ主箱がbかれ，また歩道倒白下Kある石炭庫や物置に近づけるようになっ
ていた。裏庭には便所・浴室が突出し，汚水溜が設けられ，大き左家ではさら
に背後K馬車庫と馬丁用の建物が建てられ，裏通.!Jvc馬車を出せるようK左っ
ていた。
一戸の間口が8m，奥行が14 m程度の中級住宅の場合，延面積は約60 0 
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m•前後で，わが国の 1 8 0坪K近い住宅規模である。とれを基準として，よb
大規模左もの，よタ小規模念ものが 20世紀に至るまで建てつづけられた。 17
世紀に建てられた最初の広場建築，ロンドンのコグェント・ガーデンは今日で
は青果市場に変っているが， 1 6 6 6年のロンドン大火以降普及しはじめ， 18
世紀のロンドン，ノfー ス，エジンバラできわめて高い水準が確立された。
1 8世紀・ 19世紀初期の広場建築の多くは今日も左b使用されつづけてな
り，しかも高級住宅地と在っているものが多い。その延面積の大きさと今日の
住宅事情を考えれば，それも当然であろう。現代ではとのよう念高級テラスを
維持できるためには，少くとも二名から三名の使用人が必要であるが，たとえ
高所得層であってもそれは困難VC"t.i:っている。それに加えて，石炭から石油・
ガスへの燃料の変化，各種建築設備と自動車の普及による生活形態の変化が，
との上左いと思われる完全在住居のシステムを崩しはじめている。
したがって古き良き英国の生活を守る意志と財力を持った人々によって，既
存のテラスハウスの幾分かがさらに長〈維持されてゆ〈ととは確実であっても，
新たに同じ形式で建てられるととはない。しかし， ζれらK匹敵する近代的シ
ステムが完成されたわけでは左〈，をた容易K完成するとは考えられ念い。
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3. 近代における技術的都市概念
以下， 1 9世紀以降K発展した都市問題の技術的解決の手法を列挙しよう。
ζれらの念かには，都市再寝室のど〈一宮初予の停棋にしか念ら念かったものもあ
るし，またかなb大規模材附を包括できるものもある。きわめて現期切も
のも，か~b実現のむずかしいものもある。社会の指導的人物の指揮のもとK
設計されたものもあb，建築家一人が考案したものもある。
いずれも都市問題の解決K重要左影響や示唆を与えたばかりでなしそれぞ
れが近代都市の全体あるいは一部について，明確で具併悦概念を形づくって
辛子久かつ，いくつかが相互に関連し合ったり，歴史的に一連の流れを在して
いるととが認められよう。
叙述に当っては単念る概念内容の説明，ナ左わち百科事典的左記述K終ると
との老いように留蜜し，その技術的概念の有効性や限界，きた歴史的意義とと
もK現代的意味を明らかにするととに孟点をな〈ようにつとめた。そうした作
業をすすめるにつれ，これら多数の技術的概念が五つのグループK分類できる
ように思われ，さらにζのうちのーグループは都市K関ナる部分的左技術概念
Kすぎ念いので，それを除くと，残りの四グループは都市K対ナる四つの近代
的念見方あるいは態度K対応していると考えられる。
ζの四つの見方はまた大別して二組に分かれるように思う。ひとつは都市と
いうものを伝統的念静的なもの，ナ念わち物理的容器としてある程度固定され
た形態・施設・設備をもっ都市を意識的あるいは無意識的に前提として都市問
題の解決を攻究した結果生み出された概念である。他のひとつは，そのような
静的念都市のイメージをまったくぬ棄してしまい，はじめから都市を発展し変
化ナる動的~もの，特K人口増と都市集中を当然、の大前提とみなし，都市の膨
脹を不可避のものとする見方や立場から生み出された技術的概念のグループと
いえる。とのこつの態度の差異はほとんど質的念違いといってよいものをもっ
ているととK注目しつつ，以下各概念のそれら区分の念かにがける位置を定め
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てみよう。
A. 都市を静的なものとみる立場
I.文明の造形的・芸術的表現としての都市
すでK歴史的念都市の基本的パターンとしてあげた：け古典古代都市 2)
中世都市， 3）ルネサンスの理想都市， 4 ）パロヴク都市， 5）イギリス広場
都市の五つは，もちろんいずれもとれに属する。文明の造形的・芸術的表現と
いうととは，都市形態の決定が必ずしも視覚的場果だけを第ーの目的として行
われるという意味では左いが，造形的左美しさ，快よさ，みどとさが不可欠の
要素，あるいは最重要の要素のひとつとして含められるという ζとである。
都市をできるだけ壮麗化・美化・充実化するととは産業革命以前の時代Kは，
むしろ都市建設の常識であb，一般的念方針であったが，産業革命以後には著
しく困難左目標となってしまった。それは単に都市が工業都市化・産業都市化
しただけでは左〈，産業主義と民主主義の発展Kとも左って生活様式と建築様
式の主朝令スタイルが失われ，様式が自由化されたため，都市の造形的統一が
失われやすくなったことKも起因している。また電気・ガス，上下水道・電車
・自動車念どの設備・機械・交通機関の重要性が著しく増大したため，それら
K関する工学的配慮bよび経済的配慮が先行し，造形的配慮はそれらに追従す
るか妥協するか，いずれKせよ副次的左対象と左らざるを得左〈念ったととK
も原因する。それKもかかわらず，造形的要求は近代の都市建設にもひとつの
伝統として生きてかb，それを中心的課題とした試みがいくつかある。たとえ
ば，
6）オスマン方式
は18 5 2年以降，フランスのセーヌ県知事ジョルジュ・ウジヱーヌ・オスマ
ンによって実行されたパリの大改造になける都市構成の概念であり，湖す状直
線道路を多〈用い，一見形式的にはパログク都市に似ている。
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しかし，パリの場合にはこれK環状道路が機能的K組み合されたほか，都市
地設の近代化，治安維持の使の配慮，大量のスラム・クリアランスや建築の様
式的統ーが配慮され，重要記念物が計画的K残されて景観的左拠点と~D，近
代国家(ICj;">ける大都市改造計歯のモデルとみ左されてよい特色を多〈備えてい
る。事実パリの改造と美化は各国を驚かせ， 1 9世紀から 20世紀初期にかけ
て多くの国がパリの壮麗を理想、として首都政造を企画したい日本もその例に
左らった。
オスマン方式は単にパロヲクの都市計画の延長では念〈，パロック以前の古
典的都市構成の技法と近代の都市設備と都市交通網を総合したものであb，第
二帝政時代のように強力左中央集権政府がある場合に有効左方法として近代古
典の位置を占めるものである。また
マ〉芸術都市
ζれはオーストリアの美術家・建築家カミロ・ジッテを主唱者とする都市概念
で，ジッテは広場vc:J:,~ける彫像の配置法という単純左問題から，逆K魅力ある
広場と街路の研究Kすすみ，広〈実例を調査して，芸術句にすぐれた都市計画
K共通する法則を発見し，かつそれらにもとづいて，芸術的左都市を造成する
方法を提案した。ジッテは不規則で凹凸が多〈，出タくねった道路をもっ中世
都市の美を認め，またルネサンス・バロックの都市計画のすぐれた点を指摘し，
それらK対し近代都市の道路辛子よぴ広場の言協の造形的欠点とその理由を明ら
かにした。しかし，すでに流行していたオスマンのパリやその亜流との対比か
ら，ジッテはもっぱら中世都市の美の強調者として目立ったし，中位主義者の
ごとく誤解された。しかしジッテは建築様式や道路の直線・屈曲のいかんにか
かわらず，効果ある造形をみとめていたのであって， ドイツ・ベルギー・アメ
リカ念どに彼の考えに従い，彼の方法に共鳴し，造形的追究を左ナ者が1920
年代まであいついだ。
8）シティ・ピューティフル（都市美運動〉
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はその代表的友一環とみをすことができょう。これらの概念κないては，都市
の造形美は文明のしるし，文化の高さの表現と考えられている。
とれに対して
l .反産業革命都市としての田園都市
産業革命の結果，パーミンガム，マンチェスター，リーズを中心とするイギ
リス中西部の工業地帯はなそろしい環境悪化に見舞われ，労働者の生活は悲惨
と退廃の極にあったととはよく知られている。都市環境悪化の対策として現わ
れてきたのが， 「衛生都市」の概念であり，都市をもっばら不潔と病疫から防
禦する立場から生れたものといえる。同時K貧困階級によりよい，まとまタあ
る生活条件を与えようという試みが多数行われ，いわゆる
9）モデル・ヴィレ・γジ
の概念が生れてくる。これは個人の企業家が自分の工場で働〈工員に一応の理
想的環境を与えようという考えから形づくられている。 ζれが次第に中産階級
にまで拡張されて，いわゆる
10) ガーデン・サパープ
となる。ガーデン・サパーブは中産階級が生活環境の悪化K対抗して自己にふ
さわしい住居環境を確保しようとする白衛的左目的をもってなlJ' 1 9世紀か
ら20世紀初頭κかけての大都市周辺の初期郊外地の発展と共通するものをも
っていた。当時は都心の住居から脱出し，郊外K独立住宅を構え，そζから都
心の仕事場へ通勤する ζとがファッションであb，スマート左暮し方であって，
今日のように大都市K集中的に流入する地方人が安い土地を求めて郊外にやっ
と居住地を定めるという状況とはか~ b異~っていた。
11) 田昌都市〈ガーデン・シティ〉
はとうした郊外地の発展がもっ根本的矛盾を解決しようとしたものであb，提
唱者ノ、ワードは，都市と回圏のいずれKも組し左いで，いずれもがそれぞれ長
所と短所をもち，両者の長所を結合し，短所を除去したととるに新しい生活の
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場が成立し得るととを実証しようとしたのである。田園都市の最大の特色はそ
れが単左る郊外住宅地ゃいわゆるベッドタウンで左〈，住居と仕事場を同じ町
Kもつ完全に自己充足的念都市と念っているととで，との原則はイギリスにか
ける戦後の
12）ニュータウン
の基本と左ったものである。ハワードの田園都市はあくまで民間の鮮営体を理
想とするものであったが，レッチワースとウェルウィンというこつの回匿路E市の
建設は，それが財政的にいかK困難であるかをつぶさK示した。都市建設はも
はや私的企業や少数有志の事業としてはほとんど不可能であり，何らかの公的
機聞によるか，国家的左政策として行われるべき段階と走っているととが明ら
かに念った。また，ロンドンその他の大都市の膨脹は，もはや田園都市を単左
る理想郷の建設とみなすととを許さず，大都市への人口集中を緩和するための
一手段と考えざるを得な凶ほど緊急の課題と左っていた。そして主として後者
の理由から，イギリスのニュータウン政策は各国の注目をあびるよう VC~.!J.
欧州その他の各国でそれぞれニュータウン建設がさまざまな構想や特色をもっ
て行われるようvct.lった。しかし，同じニュータウンの名で呼ばれていても，
イギリスのニュータウンが歴史的にもっている理想の居住環境と職住共存と自
治体組織という三つの基本をもた左い新都市も多いととに気をつけ左ければ左
ら念い。特Kわが国でニュータウンと呼ばれているものにはまったく単念る住
宅団地にすぎ左いものがほとんどであD，また非常ま熟慮と努力で建設された
イギリスのニュータウンにもさまざま左欠点や問題点があるととも注目されね
ば左らない。イギリスのニュータウンK対する最大の攻撃は，それが「都市的
でt.l< J，あくまでガーデン・サパープ的であるととで，とれに対する最も対
照的左提案として，ル・コJレピュジエの
13）高層田園都市
がある。超高層のオフィスとアパートを林立させた彼の都市構想は，一見のど
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か~「田園都市」とは見えず，モグエズムの極致のよう K映ずるカミ高層化は
空地を広くとるための手段であり，その目的は田園都市を立体化して，よ b効
率の高いコンパクト左都市と化する点にある。高層田園都市は「田園都市jと
異左って新しい構築樹障や建築設備や交通施設κ依存するとが多大であり，斬
新さを求める建築家や都市計画家Kアピールするところが大きい。しかし，他
方では莫大左建設費と伝統的都市からの急激な断絶という大きい犠牲を強いら
れるため，実際にはこのよう念都市が新設されるととはほとんど念しその構
想か割分的K都市の一部分や住宅団地K適用されるに止まっている。
以上の五つの都市概念は，その外観が伝統的であると革新的であるとK関係
まし近代の既成産業都市の混沌に対する深い反発と反感から生れた静的念理
想都市である点が共通している。それらは芸術都市である ζとをうたってはい
念いが，その根底に確固とした美意識と秩序感が存在しているとと，そしてそ
れがすべての発想の根幹を念していることを何人も否定し念いであろう。
しかし， 2 0世紀の現実はとれらの理想をすべて裏切っていったばかりで念
〈， ζれらの理想が存在するととさえ許さ念いよう念展開を示してきた。その
根源は技術革新であb，そしてそれK伴う経済と社会の急速念変化，従って生
活環境の急速左変化である。いか~る建築も都市もみずからの姿を変えずにと
のよう左変化K順応するととはでき念い。固定した姿を仮定する静的念都市形
態そのものの存在が考えられ左〈左ってきた。
ζの恐るべき徴候は， しかし今日K至るまで誰Kも気づかれずKいたわけで
は左かった。現代の本質の大きな部分が「変化」そのものにあるととを前提と
した
B. 都市を動的なものとみる立場
m.発展成長する計画都市
も19世紀末から考えられていた。たとえばソリア・イ・マタの
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14）線形都市
がそれでるD，道路・線路・住居地が線状Kのびてゆくととによって変化K耐
えてゆくのである。シャンプレスの「道路都市」や，アメリカの「バークウェ
イ」もとれに類ナるものとみられるが，それを高度K近代化したものにル・コ
ルピ且ジエの「高架高速道路都市」というべきものがあb，さらに同じ着想が
新しいエュータウンやその他の都市計画K適用されるようκ左った。
15）ダイナポリス
はとのよう念発想を都市計画や再開発計画の基礎とした意的都市の概念で，都
心部を通る都市麟援あるいは都市発展の軸線を考え，その線K沿っての発展を
許容するととKよって都市の成長K対応し，都心部の窒患を避けようとする構
想である。
以上の二つは，都市の膨脹と変化を容認しつつ，念bそれを形態的・機能的
にコントーJレするζとによって，都市の秩序を維持しようとする不屈の意志を
示している。しかし，現実の重圧はこのよう念制御さえも絶朝令なものに思わ
せるほどきびしい。そこで大多数の建築家・都市計画家はほとんど無意識のう
ちK
r.＇.発展変化する不定形超大都市
を想定するように在ったように思われる。しかし，それは建築家・都市計画家
が基本的K造形家としての訓練を費7ているためであって，はじめから都市の
発展と変化に対応して問題を除去するととしか考えなかった技術家も存在した
のである。
16）衛生都市
の概念がそれであり，すべK述べたように産業都市の発展の初期から，工場κ
よる環境汚染と過密人口Kよる不潔と病疫を軽減する目的で行われてきた。上
水道と下水道の完備，スラムの除去や福祉施設の供給，道路舗装，公衆便所や
公園の設置，建築法規や日照権の立法など，現在では常識化して， もはや都市
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計画とも都市概念ともみなされ左〈念っている考え方である。しかし，都市を
大量の人聞の集合棲息地として卒直K捉え，あbのままの現実から出てくる難
問をそのまま受けとめ技術的かつ行政的K解決してゆく土木エンジニアの都市
概念はふたたび新たに一般的なものと~ bつつある。つま丸都市の膨脹と変
化を不可避であb，かつ予測しがたいものとしてそのまま受けいれ，また人聞
の環境順応力と技術の活用によって，可能~極限までそれを棲息可能~，また
快適念環境としてゆとうとする。とれを 19世紀的左意味での手ば左しの楽観
論あるいは自暴白棄の無責任論とのみ見ることは必ずしも当ってい左い。なぜ
"f.cら，近代都市の諸悪K対する尽きるととの左h不満や攻撃，山在す悲観的予
測にもかかわらず，都市の膨脹と人口の都市集中は一向K止ま念いからである。
あらゆる予測や期待を裏切って，大多数の人間は大都市の混沌と汚濁を田園都
市の静寂と清浄よ bも好んでいるととを実証している。
17）メガロポリス
の概念はまさにそうした状況を認めざるを得左い現状から生れてきたものであ
る。もちろん，巨大左都市連続体をきわめて好ましいものだとする議論は左い。
ほとんどの議論はメガポリスの欠陥を指摘し，それは人間的環境といえ念いと
とを力説する。 Kもかかわらず，人々がメガロポリスを「好むJこと，メガロポ
リスを「選ぶ J ととは明らかな事実で~b，その是非をとやかく論ずるζとよ
りは， メガロポリスがもたらす諸問題に対応することが重要と左っているとと
は疑い念いのである。それゆえ，たとえメガロポリスを否定すべき対象と考え
る人々があろうと，それはすでに有用な技術的概念として成立していると考え
たい。「メガロポリス」なる概念が，従来の都市概念では律しきれ左い新しい
都市形態を人々に容認させたのであった。
そればかDで左〈，すでKメガロポリスを超える巨大都市の成立が予測され
てi≫9，紀元20 0 0年までに現実のものκ左ると考えられている。
18）エクメノポリス
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がそれであ b，とれはメガロポリスが連続し合って，ひとつの連続都市網とな
り，地球に網をかぶせたように発達したものをいうのである。コンスタンチノ
ス・ドキシアデスやトインピーは3エクメノポリスの萌芽はすでKアメリカ東
海岸，五大淵地方，カリフォJレニア沿岸，日本の太平洋沿岸， ヨーロッパでは
フランスからロシアK至る東西方向とイギリスからギリシアに至る南北方向に
都市連続帯が形成されつつあ丸さらKアフリカKもナイル河口から南下する
線が予測されるといっている。 ζのよう左長大友都市連続帯は，ヨーロッパや
7フリカvc:t~いては従来の国境や人種的境界を破ってしまい，従来の国家観ま
で変えてしまうかもしれ左い。
とのよう左朝日断の根底Kは巨大都市化は現代文明の最も顕著念特性のひとつ
であり，その限界に達するまで都市の膨脹と拡大はやま左いであろうという認
識pまた現代の技術はか左 b1j:ととろまでそれを可能にするであろうという認
識がある。もちろん都市化κも限界はあるが，それは反体旬齢者が期待するよ
う左現状K近い段階では終ら念いであろうという認識がある。
そζで建築家や都市計画家の念かには，従来の古典的念都市あるいは都市計
画という概念をほとんど完全に抱棄して，自身の仕事をメガロポリスあるいは
エクメノポリスのいわば「部ゆ品」の設計κ制限してしまうという態度が王見わ
れてきた。 ζれκはいくつかの種別や方向がある九たとえば，
19）老人都市
左どはその好例であろう。 ζれは老人ホームが都市化されたものであり，そと
では若者向きでスピーディ左近代都市Kむける老人の生活の苦痛と困難はほと
んど除去され，老人向きのテンポと趣味が支配する。これは工業都市，手工芸
都市，観光都市，学園都市左どよ bもさらに一段と進んだ都市の分業化を示す
指標である。同じ段階にある実現可能左ものとして，「身体障害者都市Jが考
えられ，またさらに進んだ段階として「狂人都市」や，さらに極端なものとし
て「犯罪者都市Jが考えられるように走るであろう。
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20）歴史認市とその保存
も，同じようκ「隔離」による都市の分業化とみなすととができる。歴史的に
重要を建築・遺跡を多〈もつ市街地を破壊し左いため，また同時にそれを博物
館化しないために，それをより大き左都市の「部分品」と考え，周辺を都市化
する ζとによって「古い部分」の生命を維持させるのである。とれは理想的左
方法では;1:いだろう科 ζのような措置を講じ左い限D，歴史都市の崩壊を避
けるととはでき左い。トインピーが予言するよう K，将来の歴史都市はエクメ
ノポリスの汚濁した大海の左かに点々の浮ぶ緑の島のよう左役割を果すととK
左ろう。
エクメノポリスの最先端をゆく地域，最も都市化され近代化された地域はど
うなるだろうか。そとでは同じく部分的に
21）機械都市
の出現が予測される。 ζれらは近代工学技術の枠を集中したメカニズムから成
立ち，都心部そのもの，あるいはそのープロックが膨大複雑念ひとつの機械と
して形成される。そのよう左プロジェクトはすでK多くの建築家によって試み
はじめられている。
22）海上都市・海底都市
念どもこのよう左機械都市の一環であり，とれらは単K土地の不足がもたらし
たやむを得ざる副産物といったものでは念〈，技術の力によってとれまで居住
不可能とされたところを居住可能左ものKするという開拓と冒険の意欲が計画
の基盤をなしている。もちろん，普遍性や機能は限定されてがり，やはDメガ
ロポリスの部分品にすぎ左いが，機械都市と同じように高度のメカニズムを前
提として成立する。またとれらは不時の災害K備えて自動制御機構を伴う安全
装置を備えねば念ら左い。建築の近代化とは，建物の中に組込まれる機械的設
備の増大を意味するといっても過言で念〈左っているが，との傾向がこのよう
左機械都市全体に拡張されてゆくのは必然的であり，かつ絶対必要左ととと念
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ってゆく。
都市のような複雑念構成物が機械化されてゆくというととは，好むと好まざ
るとにかかわ!J~ （，都市の機能がそのエネJレギ一面，交通面，物資流通商，
bよび情報面κついてそれぞれ自動制御化されてゆくよう Kなるととを意味し，
それらは部分的Kすでに実用化されつつある。したがって，将来は都市あるい
は都市の一部ゆか文字通b
23) コンビューター都市〈コンピユートピア〉
と念る，あるいはそれに近づくととは疑いようが念い。たとえば完全左テレビ
電話のシステムカ境成されれば，大半のオフィスワークは自宅で行うととが可
能と左h，一般事務員のオフィスへの「通勤Jは不要と左るかも知れ念い。と
のよう左傾向がすすみ，都市 VC:j:.~ける人聞の活動領域が高度K機械化され，た
だそれをコントロールするための「情報」が主要左原動力となった時，われわ
れはその都市を
24）情報都市
と呼ぶととができる。完全K発達した情報都市の形態がどのよう念ものに在る
かは予想でき左い叫それが従来の都市とか~ D異左ったものになるとと，ま
たそれが人聞の生活に驚くべき変革をもたらすものに在ることは間違い左いだ
ろう。
現在，技術家が拾き得る都市の現在像・未来像は以上のよう左ものであり，
これはある意味では「都市の崩壊」と受けとられても致し方ないものと考える。
伝統的な都市概念はたしかに崩壊しつつあり，それに代り得るものは常K「部
分品」でしかあb得左いというのが，われわれの結論である。
さて， J_上の四苦［＜V-c分類された技術的概念のほかに，都市全体のイメージκ
は関係しないが，都市の部分陀関する技術的概念がある。これらは，部分的概
念左ので，静的都市Kはその構成要素として，動的都市Kは一噸句左フェーズ
として出現する科いずれにせよ，近代都市形成の技術面で大きな役割を果し
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た着想であり，考案であ.!J, したがって有効使刺念技術的概念であった。
c.都市の部分的要素あるいは抽象化された都市に関する
技術的概念
25）用途地域〈ゾーニング〉
都市の各部を用途Kよって分け，それぞれの地域の効率を高めると同時κ他
地域の悪影響を遮断して環境保全を計る手段であb，先に述べた都市の分業化
の初歩的段階である。
26）集合住居
高層アパート K代表されるものであるが，単Kそれだけκ止まら念い役割を
に宏う都市の部分品と在ってきた。
27）近隣住区
都市内部のコミュニティの最イ、単位を想定するもの。しかし，このよう左コ
ミュエティの概念を破っていったのが近代都市の特色であったから，とれは近
代都市を古レミ都市概念で人工的に人間化しようとする抵抗的左試みを代表して
いる。
28）地方計画（リージョナル・プランニング〉
一般に，都市言摘と呼ばれるものよりも広い範囲の地域内の総合的計画をさ
す内 ζれは単走る牧理的・造形的在意味での都市計画や，周辺地域の条件を
無視した都市計画が単独では成立し得左〈走ったため，またそうした傾向を予
知したことから生れた概念であるともいえる。とれに類するものとして，
29) コンピューター・マ・yピングにお砂る都市の概念
をあげてなきたい。とれは先Vてあげた「情報都市」の現段階の一例ともいえる。
都市の諸要素とそれら相互の関連を計量する技術は急速に発展しつつあるが，
まだ完成の段階にはほど遠い。見通しもはっきりし左い。しかし，重要左乙と
は，そうした試みがたゆまず行われている ζ とで，それらが将来の都市概念の
重要部分を構成してゆくことであろう。
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4. 結論一都市とは何か，都市の将来
テクニカ Jレ・アプローチ（.'L;j~，~ける都市の概念を総括した結果，われ
われは，都市の概念がどのように変化したか，また現時点bよび近い
将来K沿凶て，都市がどのよう念方向に動きつつあるかを，やや漠然
とではあるが樋み得たよう K思う。また同時K，それらの変化の傾向
と今日の大都市の一般市民の意識や認識の聞にか念 b大きなギャップ
や混乱が存在するととも認めざるを得左かった。都市化 b よぴ大都市
化陀示されている近代人の便益と愉楽の飽く念き追求と，都市化》よ
び大都市化K対して時折示される近代人のヒステリック左拒絶反応と
不満感はいったいどちらが本当念のか。技術K対ナる不信感と技術へ
の依頼心とはどちらが大きいのか。とのよう念集団心理の動きに対し
て，現実の都市はけっきょく技術的にどのよう左形（／（ ；｝.~さまるのか。
ζれらが最後K考慮すべき問題として残る。
筆者はきわめて卒直に近儲附は近代人の欲望の集樹守左結果として出現
し，今後もそのようなものとして存続ナると結論したい。都市化会よび大都市
化K対する一般的左危倶や反感や不満の増大κもかかわらず，都市化むよび大
都市化が世界の各地で着実κ進行しているととがとれを十分K証明している。
とれはわれわれの知る限b，政治会工び社会体制の栢違や技術的左格差にほと
んど関わり左い一般的事実であり，都市住民の「生活近代化」のレベルのみに
対応し，関係しているようである。したがって，都市化bよび大都市化K対ナ
る反緩や不満は，どく少数の人々を除いて，実は都市K対ナるよ D大きな欲望
を表現しているものと解釈せざるを得左い。つま b，それらの反設や不満は，
近代都市生活の否定では左くて， 自身は近代都市の利便を満喫し左がら，しか
も近代都市に付随する欠陥は我慢でき念いという自己矛盾の表出であるといえ
る。都市的欠点をもたず，都市的長所だけをもっ都市を要求しているζとに左
るから，より大きな欲望を表現しているといえるのである。つまり，近代都市
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K対しては，欲望も不満も，憧僚も反濃も，実は根はひとつであり，近代人の
矛[I使と快適の追求という根本にはほとんど変化がをいばかbか，その欲望は限
り左〈増大して，時折［寸「左いものねだり」の域K達するというととである。
その代表的左証拠として，近代大都市K対して最も痛烈左攻撃を絶えず行って
いる評論家や学者自身が，実はその大都市にまったく依存し，むしろ寄生して
生活しているという姿をあげるととができょう。すでにのべたようK，人は都
市K対する不満と攻撃を口にするが，自分自身はその都会を去ろうとし左い。
したがって，絶え間＊い騒音・雑音にもかかわらず，都市化は着実に泊予する
のである。都市に対する不満は実は都市陀対するよ b大き左欲望にほかなら左
レ、。
結論の第二は，都市Kついて従来提示された定義や規定や概念のほとんどす
べては，現状K対してはいずれもあまり妥当でをしまたあまり有効でも左い
というととである。とれらの定義や性格規定はいずれもいわば古典的モデルを
念頭にお柏て，その性質の一面を強調しているκすぎない。さらK選。封Lたモ
デルは歴史的なよび地理的K制約されたものが多い。むしろそのよう念古い都
市概念で律しきれ左〈念ったととろκ現代都市の特色があるのだから，それら
の都市概念のどれが正しいかを論ずるより，都市の現状を最もよく表示する定
義を新たに案出するととが重要であろう。いいかえれば，都市がどうあるべき
かを論ずるより，現イ桔B市の本質が何であるかが明らかtてきれなければ左ら念
い。それ陀は，とれらもろもろの諸概念がどのよう左歴史的系列を形づくって
いるかを知ることがよ D重要である。
さきに近f桔E市は近代人の欲望の集積の結果だといったが，との考え方をあ
てはめれば，現代都市とは人聞の共同社会K対する欲望の充足の場であり，欲
望実現の場であるといわねば左ら左い。とれは古代・中世・近世のいか念る都
市にももちろんあったが，現代都市に牟吋るほど露骨K示されたととのなかっ
た性格である。かつての都市は，都市を営む何らかの必要から生れたが，いっ
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たん生れれば，都市は都市のもっさまざまな制約を住民K課した。住民は都市
がもたらす刺便と自分がそとで支払わねば念らぬ代償を言十bにかけて，その都
市K住むかどうかを決めた。都市と住民のあいだKは既存の容器とそとに入る
ものとの関係があり，入るか入らぬかの決定はとにかく一応人聞の側Kあった。
しかし，現代ではどうやらそうで左い。都市は高度文明あるいは高度生活のイ
メージとほとんど問ーのものと~ !J，都市の生活がす念わち高度の文明生活で
あ b，大都市であればあるほどより高度の生活の場となるととが明らかt'C~ っ
ている。逆にいえば現時点では非都i市的左生活は高度の生活l'C~ り得ない状態
になっている。
たとえば，都会人が自然を求めて山野のをかKセカンドハウスを求めたとす
る。しかし，経済的条件が整いさえすれば，現代ではそのセカンドハウスは直
ちに冷暖房完備のホテル並みに近代化され，その別指色には都会地並の高級レ
ストランや娯楽総設が建設されてゆくであろう。それが今日のいわゆる高級別
和也左のである。そうだとすれば，乙れは山野が都市化されてゆくという現実
が，かつては存在した「自然の念かの別荘地」というグエールで包まれている
にすぎ念い。たとが比較的手近かκあり，比較的建物が密集していない新都市
が欲求され，その欲望のとbb実現したというととにほか左らない。
現代の都市は，たとえばζの場合のよう K，住民の欲望の直樹怜鳥見化で
ある。都市という形ある容器があって，そζに人が入るのではなく，住民が都
市の形そのものを変えてしまうし，つく b出してしまうのだ。もちろん，人間
一人一人の力ば限られているから，個々人の欲望がそのまま具体化されるとは
いえ念いが，集団的に，集約的K，そしてやや盲目的K，その欲望は急速に具
体化されてゆくのである。
ζれはけっきょく人聞の環境支配能力が飛躍的に増大したととにつ左がって
いる。ブルドーザーの出現以前Kは，自然の地形を改変するととは近代人にと
っても雑事業であったが，第二次大戦以後の大型土オく工事用機械の発展はそれ
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を容易念ものKしてしをった。また鉄鋼の大量生産は数十万トンのタンカーや
超高層ピルの建造も容易なものKしてなb，都市の建築を建てる ζともとわす
ととも今ではきわめてたやすい仕事K左タつっちる。 ζの容易きが，都市の急
速左変貌を可能Kしているのであって，都市は固定した容器という旧来の姿か
ら脱却して，都市住民の欲望を端的K表現する巨大左半動物K変化しつつある。
都市容器と都市住民あるいは都市生活がそれほど一体化されつつあるともいえ
よう。
従来の都市概；合が最近はどれもあてはまらなく在ったというととは，それだ
け都市が複雑化して，いわば生物体K近づいているととを裏づけている。都市
とは何かと尋ねることは，人間とは何か，人聞社会とは何かを尋ねているとと
K近づいているのである。したがって，さまざま左強度の抽象概念がどれも無
効K~ってしまうのも当然で，有機的左ものに機械的左概念をあてはめてみて
も致し方ないのである。都市の現状の特質を最も包括的K捉え，その内容を規
定しないメガロポリスとかエクメノポリスという概念が最も実際的で有効であ
るのも，そのためであろう。その最大の特色は「不定形」ということである。
「流動的Jというととである。都市の概念というものはかつては存在した。し
かし，現在では都市問題が最も深刻K呈示されている場所では，笑は都市の概
念が存在し左いのである。そとでは都市イコール都市人間社会という区民が成
立しつつある。
結論の第三は，とのような流動的左都市の現状では，旧来の都市概念Kもと
づく都市計画や建築計画の技法はほとんど無効K左るかもしれ左いと危ぶまれ
るζとである。都市計画や建築計画けその本来の性質上，固定された容器の設
計をイメージするととKよって成立している。かつては， ζのイメージは主と
して美的なもの芸術的なものを基準としていた。二十世紀の都市言掴と建築計
画は，との美的なものの代bk機能と便益を基準とし，さまざまな実態調査に
よって機能を表示表現する ζとにつとめた。しかし，都市が現在のようK流動
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的念ものに左ると，機能的であればあるほど，その計画の耐用命数が短かくな
る。都市や建築が樽能的K固定されたその瞬間から，その中の人間の生活の方
が固定された形から離れて変化してゆき， 1 0年も経つと容器の方が役立たな
く左る。それでも容器の制約は大きいので，内部の人間生活が苦しみはじめ，
容器をとわすか，改造して生きつづけようとする。都市言恒家や建築家がイメ
ージした都市や建築は， 1 0年のうちにほとんど間違凶左〈都市の残骸Vてなる
ように運命づけられている。
建築家や都市計画家が， もはや都市計画を扱わず，都市の部分品だけを扱う
ように友タつつあるのは ζのためである。シそらく，現代の建築家あるいは都
市計画家の最も妥当左自覚とは，自分たちはメガロポリスあるいはエクメノポ
リスのどく微細左部品をひとつ取タ扱っているのであって，とれは近い将来K
他の都品に置換されるものだという認識であろう。ただメガロポリスの特定の
部分部分K限って，旧来の概念が生きつづける場所が点在することに在るだろ
う。
それでは，従来の都市計画家が夢みたような包括的念総合計画はどこで左さ
れるだろうか。それは都市イコール人聞社会の図式から暗示されるように政治
と経済の場K移されるであろうし，すでK移されている。現代都市の複雑さ微
妙さに対しては，政治と経済の技術の複雑さ微妙さ，そしてそれと矛盾する一
種の荒々しさのみが対応し得るのだと思う。現代の国家，す左わち政治と経済
が都市の将来K対して示しはじめている潜在的企画力は，すでK現実面V亡しば
しば現われていると :J;~lJである。それは従来の都市計画とはまった〈違う「国
土計画」であり，その特性はまたしても「不定形」であり「流動的」であると
いう点にある。形は定まらないが，そとtてはある方向への動きがあb，変化が
あb，数量がある。それは人と物との動き，生産量，消費量，破壊量，建設量
念どで表現されるひとつの巨大左営みである。経済学的な諸量でしか表現でき
ないととろKその特性があるのかもしれ左い。そとに定まった形のあるものを
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導入できるものとすれば，それは当然奇跡的，部品的左ものKす~－－~いであろ
う。したがって，現在，はっきタとメガロポリスの部分品をめざして進んでい
る先端的，あるいは保守的左建築家の試み（たとえば機械都市と文化財地域保
存）はきわめて妥当で将来性のある試み念のである。
結論の第四は，かつての都市計画に対応する国土計画の推進力が政治と経済
であることが明らかKなったとしても，経済の優位は明白であって，政治によ
っては都市問題を解決するととはでき左いという ζとであろう。数次Kわたる
産業革命と技術革新を基盤として，産業中士会であり大衆社会である近代社会が
成立している以上，その基盤はいわば政治的左イデオロギーを超越したものであ
丸政治体制によってとの基盤を変えたタ，産業桂会にして大衆社会という近代
社会の基本的性格を変えるととはもはや不可能K近い。政治はせいぜい社会を
停滞させ，萎縮させるととKよって一時守K都市問題を回避するととができる
だけである。あるいは，都市問題に直面する時期を多少なくらせるととぐらい
しかでき左い。経済の力も現状K於いてはけっきょく似たよう左ものである。
その理由は，たとえばドキシアディスの説くエクメノポリスの必然、性によって
も明らかであろう。つまり，現代の建築家や都市計画家が都市や建築の芸術性
の問題Vてかかわり合っているいとまがをいよう K，エクメノポリス時代の世界
は生きのびるととK精いっぽいで，多少のイデオロギーの相違左どにかまって
いるいとまが左〈左ると考えられる。それでは何が都市問題を解決するのか。
現状から判断する限丸それはやはり者問の部分品を制作し更新する撹貯にか
かっているというほかは左い。エクメノポリスの出現が？？パーセント確実で
あるとすれば，その生存を確実にするものはやは.！？ 9 9パーセント技術である
と考えざるを得ない。
さきに都市の現状は技術の限度を越えたと述べたが，そのアンバランスを取
り戻すためKもまた技手陶Z必要左のである。都市化の進行と反都市化の力，た
とえば公害，自然、破壊，都市住民のストレスは追いつ追われつの競争を続ける
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が，それらをパランスさぜるものも，やはタ技術のほかに左いと考える。
結論の第五は，とのように，都市の膨脹と拡大に伴左う矛盾が絶えずホコロ
ピを縫うよう走者E市部品の発明と更新Kよって解消され，常K何とか我慢でき
る状態が保たれてゆくという将来のパターンは，けっして永久に続くものでは
左いというととである。あらゆるものが氷遠Kは続か念いという真理がととで
も働く。つまり，地球の人口も無制限K増えるわけでは左したとえ地球上の
何ケ所かでの大殺りくという悲劇jを伴君主うとしても，いつかはマキシマムK到
達し，やがてはそれから減少してゆく。したがって，それと同時Kとは限らな
いが，都市の膨脹と拡大もいつかは停止し，やがてそれらの一部は廃境と化す
るであろう。巨大で荒涼たる平衡状態がいつの日か地球上K実現する。ととろ
で，とれはわれわれKとって果して待望した喜びの時なのであろうか。久しく
望んだ安らぎと慰めの時なのであろうか。そうではあるまい。それはやはりひ
とつの文明の終末的風景であり，ローマ帝国の衰亡Vても似た荒廃の光景であろ
う。文明はさらK左b何世紀も生きつづけるであろうが，活気ある創造と格闘
の時期はそ ζで終ったものと見左ければ左ら左い。
とのような未来図であっても，ほとんど確実K起るはずの未来の姿であって，
単なる空想の所室長では念い。われわれはそれを歴史的体験や生活体験から知っ
ている。何物もすべて永久Kは続か左いのである。人類の滅亡し去った地球を
想像することは無意味であるが，人類が生き続けるとすれば，このような未来
図がすなわち現実となるのである。
ζのように見るとき，いま現実の苦境KうごめいているかK見えるわれわれ
は，実はむしろ最も興味深い歴史のフェーズのひとつを生きているのかもしれ
左い。山積する難題K意気そそうしてしまう人々も多いが，大多数の技術家た
ちはむしろ挑鞠句な課題を楽しんでいるように思われる。事実，現状に悲観的
友人々 Kは技術力併す動力を欠いている人K多いようである。しかし，現実の
世界では技術家層の増大はとれらの困難の解決をますます速めてゆくだろう。
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もちろんひとつの解決は新たな問題を次々と生みだすが，それらは新しい課題
としてむしろ歓迎されるであろう。とのような状況はいわば創造期の典型的特
色左のであって，かつては宗教や政治や軍事や芸術の分野でみられた創造期が，
実は現在では技術の分野だけに生きているのである。宗教・政、冶・軍事・話憶
の黄金時代はすでに去った。淋しいととであるが，それらがわれわれの文明の
期間中K再び昔日の栄光をもっととはまずあタ得念いだろう。われわれの時代
には，ただ技術だけがその可能性をもっているのである。
かくて，都市文明の将来については，いまさらわれわれが特K悲観すべき理
由はほとんど左い。宗教・政治・軍事・芸術の黄金時代K較べれば，技術の黄
金時代はやや人間的左味K欠けるうらみはあるが，技術とてやは bナぐれて
人間的左営み左のである。伶のすべての黄金時代が去った今，最後の黄金時代
をそれらと肩を並べるものにするととは難かしいけれども，それでも人聞にど
れだけのζ とができるかを示ナ梯会は山積している。そして，それらK挑戦す
る技術家たちの意欲はまだほとんど衰えていない。エクメノポリスの完成まで
人聞が生きぬくために，技術者がその部分品K示してゆく創意とくふうは，や
はタ人類の歴史でも最も輿床ぶか〈注目すべき見もののひとつとなるであろう。
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第1章静的都市I，文明の造形的
。芸術的表現としての都市
オスマン方式 （オスマンのパリ改造計画〉
パリ革命後，ナポレオン 5世の治下でセーヌ県知事となったジョ
ルジュ・ウージェーヌ・オスマンGeorges-EugeneHauss-
ma nn ( 1 8 O 9 -1 8 9 1 ）は，皇帝直属の実権者としての地位
を十分に生かして，首都パリの大改造に着手する。近代Kおける最
も大規模な都市改造であり，パリの壮魔を世界κ知らしめるという
大成功を収めた。全市の七今の三に及ぶ家屋を破壊し建直したとい
うこの空前絶後の大事業はいかにして可能であったか。
革命を通じて，パリの狭く曲りくねった中世の街路で繰り広げられた市街戦
を目の当りにしてきた皇帝にとって，暴動の発端を制圧することが急務であり，
そのために当計画では広く真すぐなプールパールBoul evard （大通り）が
市内を貫通して配された。
さらκ行政，商業，慰楽の中心地区，及び鉄道駅の聞を直線街路や交通広場
の連鎖によって系統づけて交通問題の処理を計り，と同時K欄密で非衛生的な
街区を大規模に取り壊すこと Kより伝染病の巣を組織的に除去し，市民の健康
状熊の改善を狙っている。都市としてのモニュメンタリティを高揚し，美的視
覚的満足を充足することも，今一つの目標と言えよう。このように当計画は，
伝統ある都市，パリ Kふさわし＼，、立派な骨格を与え，かっ工業時代に順応した
最初の大都市とすることを主眼として遂行されたのであった。
街路，広場，公園，住宅など今回見るパリの姿の約8割がオスマンの手κよ
???? ?
って．ないしは同時代の 15年とL、う短期間K建造されたという事実は，パリ
のそして 19世紀欧米の都市計画史κなけるオスマンの力量を物語る。
手法：改造計画は国と市の出資金負担の比重Kよって．第 1次から第3次まで
分類されるが，以下では都市計画における諸問題の個々に沿って概観して、、く。
交通ーまずパリを横断（ Rue de Riv o I i ），縦断（ Boulevard
Sebastopo lとB-St.Michel）する幹線街路を新設拡充し，個々の地
域の聞を結ぶプールバーノレと合わせて全般的Jレートを計画し，その下に駅や市
場の如き新旧のキーポイントを結ぶ特別なJレートを置き，さらに旧来の街路を
拡張したり．対角線街路を設置して交通の流れの促進を計り，ここに彼が u全
体循環系統”と呼ぶ，従来κは無い新しいコミュニクーション系統が誕生した。
都市全域を視界内におさめて交通問題を捕えている点，又シャノレJレ5世建造の
市壁のために 14世紀以来市部から隔絶されてきた周辺郊外の市街化地域を，
パリに通ずるプールバーノレ，交差道路，エトワール放射道の新設によってパリ
市と一体化することに努めてL、る点，則ち広域的な視点に立って都市問題解決
を進めていることに，近世都市計画κも通じるオスマンの発想の新しさがある。
緑地系統一ナポレオン 5世はロンドン亡命中K，それまでのパリに見る街路
の拡大したものK過ぎない交通広場K代って，緑地をもっ広場を交通の真只中
に配し，公衆に開放する手法を学んだが，オスマンはこの構想、をさらに進め，
オープンスペースが労働者階級のモラルと風俗κ対して積極的効果をもっとす
る立場から，社会的心理的効果を重視して緑地系統建設を推進した。それは主
に4つの要素から成る。第 1はChamp -E I y s e e s k代表されるプロムナー
ドであり．以下，ロンドンから輸入したスクウェア，ロマンティックなパター
ンをもっ公共公園（ Montsour i sやButtes -Cha umon tの公園），そ
して市の東西端K大きく広がる 2つの森（上流階級のレクリェーションの場と
してのBoulogneの森．労働者階級のためのVincennes）となり．さら
に実現はしなかったが， 25 0 mの巾をもってパリをとり囲む緑地帯の縛想が
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つけ加わる。このような，日常的なレクリエーションの場を大規模なスクール
で．しかも系統的に計画する行き方は．後年，アメリカにおいて完成され，広
域計画上の一大手桂として世界の都市を形造っていく。
住宅一オスマンの計爾になる住宅建造では，主に富裕な金持階級及び貧しい
下層階級を対象にしたものであって，当時台頭しつつあった中産階級は彼らK
ふさわしい居住環境をもつことはできなかった。これらオスマン計画から直接
の益を受けることのなかった都市中下層階級が，同様の不満念抱く上層上流階
級，及び都市プノレジョアジーに反感をもっ地方のブルジョアジーと共K，ナポ
レオン＝オスマン体制に対して反対の立場をとり始めたことが，オスマンの孤
立化，失脚の一大原因となった。さて彼の住宅建設を見ると，それは軒を同－
K揃え，同じファサードを連ねた5層前後の中層連続住宅をプーノレバール沿い
K配したものであるが，多くの場合，スタッコ仕上げの美しいファサードの後
ろには，以前よりも小規模で高家賃のアパートが陽の人らない中庭K面して窓
を並べていた。 1層及び中2階部分は商人・職人の営業用諸隻K供され， 2・
5層から 4層にかけては裕福な家族の住居となり，最上層の屋根裏部屋には貧
しい人々が押し込まれた。ここK見る住居と生産の場の結合，向時K住居と労
働と交通の混合は，後の都市計画家達Kよって，工業生産の時代κ不合理極ま
りないものとして退けられてしまった。が，種々の規模の商業住居機能の混在
一則ちジャングル状態こそがパリを生き生きとした街たらしめ，常vc大いなる a
人気を博してきた理由であると思われる。事実， 1世紀余のニュータウン建設
の歴史を経て今日K歪り，都市建設における機能分離，純化の方向K大きな疑
問が寄せられて 1つの転期を迎えていることを考えると．オスマンの方式を一
概に否とするこれまでの評価を再考する必要がある。
上下水道一オスマンは都市問題を技術的問題として捕えた最初の人物である
が，彼がパリ改造κ際して，建築家ではなくて高等理工科学校出身の技術スタ
ッフを駆使したととは，彼の姿勢をよく示すものである。彼は上下水道．公園
-39ー
緑地，パリ計画の3つの局を設けて，それぞれK輩下の技術者逮を配し，上記
の計画以外にも，さらに新上水道の建設，毛細血管状の下水システムの完備，
郊外の新墓地建造等を進めた。しかし下水もシステムκは末端の排世処理がな
く，たれ流しのま hであった点は，当時の都市計画における先進国であったイ
ギリスの行き方と比べ，はるかな遅れを露呈している。
財政一計画遂行κ際しオスマンは， 「歳入の全般的な増加K導く生産的支出J
という自論K基き， 58年Kはその統制下にパリ公共事業金庫を設立して，近
代的な財政運営方法を採っている。
評価：従来，オスマンのパリ計画K対する評価κは常にプラスとマイナスの両
面がついて回ってきた。特に社会主義的理念の枠の中で発展，工業化，機械化．
大規模都市改造を進める都市計画理論家の聞では，オスマンの努力をまじめK
理解しはするが，感情的には反発を感ぜざるを待ないと言える。員IJち一方で，
オスマン計画は危険な聞に合せの便法κ過ぎず，さらK圧倒的ではあっても単
純均一な都市デザインは，“空間構成に対するバロック的能力の全般的喪失”
〔GIEDEON:P. 865〕を示すものであるとする批判が根強く存在している。
オスマンの計画そしてナポレオン3世の時代は歴史への美学上の貢献は少なく．
このパリ改造Uてあっても．建築や彫刻や絵画の向上は二義的であって，このよ
うな計画事業がルイ 14世や 15世の時代κ遂行された行き方と比べてみても．
概念の統ーを欠くことは明白である。ここではルネサンス以来の都市計画の伝
統が．その真髄たるリズムとバランスκ基く高度な美的判断，ヒューマンスク
ーノレを除外されて，技術的手段としてのみ用いられている。そこから生れる都
市景観を支配するものは広場や単一の建物ではなく，時l'L3マイノレ以上κも及
んで延々とのびる直線的で利便第一のプールパーノレKよって支配され．さらtて
その両側を縁どって並ぶ店舗併用住宅が均一で穏健なフアサードを連ねながら，
その後ろにあらゆる乱雑なものを詰め込むことのできる衣裳械の役を果してい
る。前述の集合住宅における機能の混在も非難の対象となってきた。他方．後
一40
年の都市計画家κは，オスマンの徹底した技術的アプローチ．概念のスクール
の大きさ，半独謝句な特権を駆使した計画の操縦，莫大な資金調達能力など，
彼の先見の明と力強い活力から感銘を受け，彼をして新しく創出される秩序の
1 9世紀的予言者，則ちガルニエやコノレピジェ（共にフランスの都市計画家で
近代都市計画の父である）の先駆者と見なしているのである。さらK付け加え
るならば，現代の都市計画の根幹たる遠い将来を見通した交通問題の解決．統
一ある存在として明大都市”を考える思想（当時のパリは人口 10 0万人級の
大都市であった）は，彼によって創始されたものである。又，一種の外科手術
Kよる空間の創造を通じての衛生問題解決法も然りであり，及びバロックにお
ける知き視覚的儀式的な効果を狙って配置されるのではなく，単に空いている
という消極的な意味で計画されるオープンスペースの概念Kついても，彼κ負
うところ大である。つまり循環と呼吸とL、うこ重のシステムの概念こそ，彼の
計画の根本であり，オリジナリティであったと言えよう。
影響：ォスマン方式の都市改造は世界中K新鮮な驚きをもって受け入れられて
当時のセンセーションを巻き起し．以降50年間絶えず関心と論議の的となっ
ていく中で，オスマン派と呼ぶべき多くの都市計画家を輩出した。又実際の計
画の中Kもオスマン方式は深く浸透し，ウィーンやベルリンを始めドイツ諸都
市．バルセロナ，ローマ，又シカゴの計画を頂点とする u都市美運動”の下κ
アメリカの大都市を生み出し，改造していった。しかし，プールパールの手法
や中央駅を一方の焦点とする軸線構成等の細部のみが模倣される場合が多く．
都市問題の全面的解決K立ち向う姿勢をオスマンから学び，実行K移した例は
数少ない。
〔黒川直樹〕
〈参考文献〉
1) Saalman,Howard,Haussmann:Paris 
Transformed.Planning and Cities, 1971, 
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Braz i I !er. 
2) Giedion,Siegfried,Space,Time and 
Ar ch i f e c tu re, the gr ow t h o f a new 
t r a d i t i o n , 0 am b r i d g e , Ha r v a r d Un i v e r-
sity Press, 1957 5th ed. （邦訳「空間時間建築」
太田実訳，丸善．昭和44年 1月）
芸術都市（ジッテ）
0 am i I o S i t t e ( 1 8 4 3 -1 9 0 3 ) , De r S t a d t e -B a u 
nach seinen Kunstlerischen Grundsatzen, 
Wien,1889. 〔英訳 0 i t y p I an n in g a c cord in g 
to Art i s t i c Pr i n c i p I es ( t r an s. by G. R. and 
O.O.Oollins),New York,1965〕
カミロ・ジッテはオーストリアの建築家で，美術史，考古学，視
覚の生理学・心理学を研究．ザルツプルク（ 1875）およびウィ
ンー（ 1883）で美術工芸学校を組織し，モリス的 1J:美術工芸
運動を推進するとともf'(,1889年，著名な「芸術的原理による
都市計画」を干l府し，国際的な名声と影響力を獲得．さらに陣↓学
的・社会的原理κよる都市計画」および総合芸術κ関する大著の刊
行を準備していたが，未完のまま没した。
都市計画はひとつの「芸術」であり，都市計画像は，有史以来多くの画家や
彫刻家が教えられ，学んで来たと同じ原理と方法から指針を得ることができる。
基本的なことは，都市計画tておいても美術や彫刻と同じようκ自然および過去
の巨匠から学ばねばならないということである。都市計画とは単に下水道や道
路を敷設することではなく．心理学的・生理学的κ都市の住民の要求Kふさわ
-42-
しいようκ都市を造形すること，特K市民が戸外で集合したり，散歩したり．
またひとり静かに膜想したりする適切な場所をつくりだすことである。現代の
都市はほとんどまったくこのような要求KかなっていなL、。それK対して．古
代・中世・ノレネサンス・バロックの時代の都市造形Kは驚くほどすぐれた都市
造形の実例を見ることができる。
たとえば，都市の各部分，各スポットにおける眺めの透視画的な効果は，過
円-c・ 
去の都市ではいずれも変化（'C富み，美しく，一連の絵画を並べた観があるが，
近代都市ではたいてい単調で退屈で散漫である。これは単に都市建築そのもの
が単調で退屈であるばかりでなく．その配列や道路との関係づけが誤っている
からである。過去の都市では道路の軸線が適度K変化させ，視覚的κ「閉じら
れた建築的効果」を出すようにくふうしている。これは必ずしも中世都市のよ
うに曲りくねった道路によってのみ達成されるのではなく，ルネサンス都市や
パロック都市，あるいはギリシア・ローマ都市のような直線道路を用いた都市
においても巧みκ達成されている。
都市の広場についても同様であって．広場κ立った人聞の阪から見て，広場
を囲む建築都切れ目i,；あってはならない。切れ目なく連続的畑むことによ
って広場に独立した安定と落着きが保たれる。また広場の中央部は自由に空け
ておかなければならない。古代およびイタリアのすぐれた広場計画の実例はそ
れらを証明しているoまた道路の幅や広場の大きさと周囲の建物の高さとの比
率も重要であって．道路の幅と建物の高さはほぼ等しいことが望まして，広場
の大きさはそこに立。公共建築物の高きのこ倍の深さをもつことが望ましい。
また幅と長さの比も 3: 1が限度で，あまり細長い広場は効果を失う。すなわ
ちすぐれた都市はそれ自体建築と同じようK三次元的な芸術であって，けっし
て偶然や自然に封lるものでなく，建説昆程のあらゆる段階における周到な視
覚的配慮からっくり出されている。
広場や街路を形づくる建築群は一種の連続的な「壁Jをなして広場や街路を
? ???
区切り，その構成要素は相互につながり合い，重なり合って，個々に孤立しな
いようにする。たとえば教会堂などは広場のー偶κはめこまれているのがよく，
周囲から切離されて広場の真中に孤立しているのはよくなL、。また広場κ置く
モニュメントや彫像Kついても同様で．周囲の「壁」を背景Kして立てるのが
よい。しかるに近代の広場はそれらを中央K孤立させて配置するので，ほとん
どの場合まったく毅課がなL、。都市の位指はその都市の公共広場と公共建築物
によってきまり，都市の美しさは主として広場群のリズミカノレな相互関係によ
ってきまる。さまざまな形態や大きさの広場がー漣のものとなっているのがよ
く．むしろ不規則な形と大きさの広場の連続がすぐれている。との点ではイタ
リア都市，特κグェネチアが模範的である。しかし広場につながる街路のスペ
ースはできるだけ広場から遮微されることが望ましL、。
近代の広場は広場の中央κ彫像や施設を置いたり，樹木を植えた公園風のも
のが多いが．都市広場はイタリアの都市広場のごとく中央を空白Kし．樹木な
ども植えない方がよい R 樹木を植えた広場や公園は普通の広場と異なり，互い
に切り離して建物群で完全κ遮断する。大きな孤立した樹木はそニュメントと
同じように，そのスペースの端や隅に配置するのがよ小。大量の樹木や植込み
は無意味な幾何学配列をせず．幾つかのかたまりや島のようにまとめ，自然な
リズムをもつように配置し，建物と競争せず，建物K従い調和するようにする。
以上がジッテの所論の要旨であるが，一言でいえばジッテt土産業革命以後の
近代都市が造形的魅力K欠けている理由を，産業革命以前のヨーロッパ都市と
の比較によって，一漣の法則として明らかにしたのである。近代都市の建設は
たとえば土地の高度刑用，交通の利便，建築法規といったまったく実利的・技
術的基盤にもとづいて行われてきた。そのようにして形ずくられた都市は過去
の都市と多くの点で異なるものとなったが，道路や広場は街路樹やモニュメン
トで飾られ．それなり K美化の努力はなされてきたのである 0 l'Lもかかわらず，
近代都市がなぜ著しく造形的魅力を欠くかは，グッテの理論が現われるまでほ
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とんど解明されなかったのである。ジッテは直接近代都市を分折するのでなく．
まず自分にとって魅力的かつ傑出していると思われた過去の都市の広場や街路
の特性を研究しそれらに共通する一連の造形的法則を抽出じて，ぞれらが近
代都市に欠けているととを指摘するという方法をとった。
周知のごとく，近代都市は交通路の確保のため直線的な大道路を貫通させた
り大広場を設け．土地の高度利用に便利な長方形街区に分割し，それらを美化
し，衛生化するため道路には街路樹を植え，樹木の茂る公国を点在させること
を常套手段としていたが，結果は広場も空地もすべてパーキングスペースと化
してしまった。ジッテの理論はこれらのことごとくが造形的な欠陥となること
を指摘したのである。ジッテによれば，都市の構成は交通路で分割された街区
の集合ではなく．魅力ありかつ有用な形態とつながりをもった空間．特に広場
の連続から成りたつべきものとなる。したがって，近f桔日市の建設はただ土木
技師や官庁だけκまかせるべきでなく，建築家をはじめとする各種芸術家Kよ
る総合芸術となるべきなのである。ジッテはアリストテレス，ウィトルウィウ
ス，アルベJレティなどのほかK，同時代のパウマイスター（ 1 8 3 3 -1 9 1 7 ) ' 
シテュッベン（ 1845-1936）.メーノレテンスなどの都市造形の研究か
ら刺載を受け，それらの成果を総合しているが，同時にリヒアルト・ワグナー
の「総合芸術JGesamtkunstwer kの思想κも深く影響されており，都
市左そのような場として考えていたらしL、。
ジッテの影響は直ちにドイツおよびオーストリアκ広まり，カール・ヘンリ
チ（ 1842-1922）やテオドール・フィッシ f （ー 1862-1938
などの追随者が封l，またグルリットやプリンクマンなどの理論家が後継者と
して現われた。またベルギー，イギリス．アメリカなどにもジッテの思dが普
及して熱心な信奉者が多数活躍し．これを機会として各国て都市計画の造形的
研究が盛んになった。しかし，ジッテ自身がウィリアム・モリスの美術工芸運
動に共感し，中世的なピクチfレスクなものに特に関心をもったため，ジッテ
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はあたかも中世都市の礼讃者ーであるかのように誤解され，近代建築家からは時
代おくれのロマンチストのようにみなされた。しかし．ジッテは過去の都市の
実例をある特定の様式によって判断したのではなく，あらゆる時代の様式の底
流をなす本舗句なものを抽出したのであって， L、かなる時代や環境Kも通ずる
普遍的なものをめざした点が最も注目に値するのである。
たとえば彼が中世都市よりもむしろバロック都市の手法を近代都市の改善K
有効であると考えていたことは明らかであり，また彼がすぐれた実例としたも
のにも比較的新しい時代のもの．時t亡は 19世紀のものまでかなり含まれてい
たことから．彼は特に古代とか中世などにこだわったのではなく，ただ「よい
もの」 「すぐれたもの」の特性に注目したことが理解されよう。今日，ジッテ
の理論の大きな価値は vそれが都市計画における造形的配慮の重要性とその普
通的法則を．都市とL、う複雑な構成物Kふさわしい方法論とともに提示したこ
と．すなわち，まず第ーに芸術家の銀を信頼することを当然とみなし，そして
第二K，科学的であらんがために実用に耐えないアカデミックな繁雑さや厳密
さに陥いることなく，主観・客観の相半ばしたゆるやかな実際的法則として提
示したことにあるとみなしてよいであろう。
〔柄数真次郎〕
く参考文献〉
1 )Hegemann,Werner & Peets, Elbert, 
The American Vitruvius.an Architect s’ 
Hand b o o k o f C i v i c Ar t , New Yo r k, 1 9 2 2. 
2 )Collins, George R.& Collins, Christiane 
Cr es em an , 0 am i 1 1 o Si t t e and t he Bi rt h 
of Modern City Planning,New York, 1965. 
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シティ・ビューテイフル
City Beautiful 19世紀後期から 20世紀初期Kかけて
都市計画の分野に大きな影響を及ぼした運動であって．シピック・
センター，モニュメント，プールパール，水面，及びネオクラシカ
ルな建築を新たな都市環境の構成要素として強調する。それは，市
民の希望と楽天主義に満ちた時代を現わすロマンティ yクな概念で
あったが，投機と剰潤追求が都市開発の主流となっていくKつれて．
過去のものとして衰退していく。（ ABRAMS,Charlesi, 
The Language of Cities,A1 'giossarY' of 
terms, The Viking Press,1971) 
1 8 9 3年，アメリカ発見 40 0年を記念する博覧会がシカゴKおいて開催
されるや，それはうす汚れた無定形な都市l'C住む人hk対して新鮮な驚きを与
え，ここκ都市美運動と呼ばれるー漣の都市改造運動が始まる。 u白い都市”
と名付けられた当博覧会場は，統一された建築様式をもっ大規模な建物のマツ
スが，長大な水路を中心とする強力な報綿的関係をもって．調和のとれた大き
く整形的な群を構成するものであるが，このデザイン哲学とノレネサンスの計画
手法は，数年を経て，アメリカの主要都市の笑際の計画の中K開花していく。
尚．翌94年Kは，建築をも含めた芸術一散を学ぶ学生κ対して最良の指導と
濃境を与えるべく，ローマκアメリカン・アカデミーが創設されているが．こ
れはシカゴの博覧会がもたらした最初の成果であり，そこでの教育は以降の都
市美運動に対して少なからざる影響を及ぼすものとなった。 19 0 0年κ人る
と．遷都 10 0年を祝して．首都ワシントンの中心域の美化事業が決定され．
シカゴ湾計画の主導者3人が中心となって周到な計画作製に取り組む。当地区
は 17 9 1年以来，幾度か改造計画が企てられてきたが，南北戦争後の荒廃を
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経て，極めて一体性を欠く混乱した地域と化していたのである。 2年の後K発
表された計画案を見ると．そこには古典ギリシf ，ローマ時代はもとより， Jレ
ネサンスそしてバロックの計画手法の集大成をみる。まず，直交する 2つの軸
を基調として，軸の終点，交点には必ずモニュメンタlレな建造物（当計画では
議事堂，ホワイト・ハウス，リンカーン記念堂など），モニュメント，大ター
ミナル，噴水等を置いて軸線上の焦点となし，又，軸性を強調する手段として
広大な水面，数条をなす大並木及びポスケ，及び高さファサードともK統一さ
れた連続する建造物を配置している。これらの手法は，秩序と美とを根底とし，
均斉，左右対称．完全．整形．幾何学形態，パースベクティブを旨とするノレネ
サンスの美芳概念から派生したものであることは言うまでもなL、。ワシントン
計画では行政中心域の計画に加えて，さらに市全域を含む広域計画が提言され
ている。それは，従前のほとんどの都市で繰り返して使われてきた格子状の街
路計画K対する嫌悪から，処々にシピック・センターを点在させ，それらの聞
を樹陰κ縁どられた大通り（モール，プールパーノレ）で結んで交通処理とアメ
ニティの確保を図るものであり，同時に鉄道やハイウェイの有機的ネットワー
クを狙うなど．衛生・人口・交通等の都市R摘を総合的lて解決することを目指
したものであって，地方計画，広域計画の先がけとして注目K値する。鉄道の
導入を除いて，他の全ての方策は，案作製のため西欧諸都市を調査旅行した際．
計画者達が自ら学びとってきたものであるが．中でも，当時皇帝ナポレオン5
世と県知事オスマンの手Kよってバロック都市K変貌していたパリが手本とな
っていることは，両者の近似性からも知れる。又，当計画では，都市広場から
周辺を囲む広域線地まで．大小のオープンスペースをパークウェイて繋いだ
u広域公園系統”が展開されているが，これはオルムステッ卜＇ F.L. Olms t 
-e d ( 1 8 2 2～1 9 0 3 ）〔ニューヨークのセントラル・パークをはじめ，
数多くの公園，公閤系統，住宅地等々の計画に携わる〕らの努力の中から生ま
れたアメリカ独自の計画手法であり， 19世紀のアメリカが世界の都市計画K
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貢献したものの 1つである。加うるに，都市美運動を語る上で忘れてならない
今 1人の人物がロビンソンCharles Robinson(1868～ 1 9 1 7 ) 
である。彼はポストンのジf ーナリストであったが， 18γ9年K出版される
や一大ベストセラーとなった＂ The Improvement of Citie.s and 
Town s”をはじめとする一連の著述を通じて西欧先進諸国の都市美学の基本
及び都市美化運動についての紹介κ努め，さらに自ら幾つかの都市改造を手掛
けていく中で，都市美運動の理論的背景を形成していった。
ワシントン計画が直接の契機となり，市民の関心が増大するにつれ，数多く
の都市改良委員会が生れていき，実際の都市改造へと結実していった例も少な
くない。例えば， 19 0 3年には全米に 20 0の改良団体，シピック・アート
協会が設立されているが.3年の後Kはその数は 20 0 0を下らないと報告さ
れている。一方実現例としては，シカゴ博，ワシントン計画の中心的推進者で
あるシカゴの建築家パーンナムDaniel H.Burnham(1846～1 9 1 2 ) 
が直接関与した計画だけを取りあげても．クリープランドのシピック・センタ
（ー 1 9 0 3年），マニラ及び夏の首都パギオ（ 1 9 0 5年），サンフランシ
スコ（ 1 9 0 6年）等がある。中でもシカゴ計画（ 1 9 0 9年）は彼が全精力
を注ぎ込んだ，一連の都市美化計画の集大成であると同時K，現代の都市問題
κも通じる幾つかの点を指摘して取り組んだ広域地方計画である。それ故lモ当
計画は彼の作品としても．都市美運動の作品としても最高位K位置するもので
あり．西欧世界の20 0万以上の人口をもっ6つの都市Kあって．全体的長期
的展望をもった最初の計画である。それは，世界K冠たる商業都市を生み出す
ことを目的として壮大な発想をめぐらせる一方，健康で快く働ける条件と．豊
富で利用しやすいレクリエーション施設を提供しようとしている点に新しさ，
近代性がある。まず，ミシガン湖岸を改修し，大建築が筆える市民文化センタ
ーを配して湖K向う玄関とし，さらκ内陸寄りに巨大な市庁舎を載く大シピッ
ク・センターを建設し，それらの聞を大プールパーノレで結ぶとともに，センタ
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ーの大広場から 10本の幹線道路を放射状に走らせてL唱。既存の格子状の街
路の上に多くの対角線街路，円形広場．拡張されたブールパールの網をかぶせ，
他方，市の中心部を孤状K厨む大きな半月状プールパーノレを提案して，ハイウ
ェイのネットワークを構成している。さらK，外周域における大面積の森林保
存地とパークウェイが連鎖する緑の帯の導入．交通規制，終着駅移転等を含め
て，シカゴ市から半径 60マイノレ内の全領域の発展を扱っており，都市美運動
の伝統を充分踏襲している。実際．都市計画に含まれるすべてのフィジカノレな
要素をもっていると言って過言でな＼＇ oしかしそれだけKは留まらず，広域交
通運輸の改良一即ち総合終着駅の移入，大交差点の除去．陸水上の高速貨物輸
送システム，鉄道施設の総合計画，大ビジネス地区周辺の地下・路面及び高層
の立体的道路の建設などーをも唱っている。遠隔部の細分化防止を盛り込んで
いる点，都市圏の成長のもつ地方的意味が論じられている点κも新たな展開が
ある。前述の総合的レクリエーションの場の建設を指向する態度κ見るように．
当計画ではコミュニティに対する都市改良のもつ効果K一方の主眼をおいてい
る点．それにより計画への市民参加を促した点と合わせて，計画者を含めて人
々が伝統との決別の中から近代的都市計画へ移行する方向を捕え始めていたこ
とを知る。同年κはノ、ーバード大学κ最初の都市計画コースが設置されて専門
家の養成機関が確立されたこともあって，以降，各都市に続々として計画委員
会が設立され，建築家・都市計画家のみならず，幾多の市民団体が協カして都
市改造塞動を繰り広げていくかに見えた。が，第一次世界大戦を境として．住
宅問題をはじめ切迫した問題が山積みとなり，実際に則した計画手法が求めら
れるに従って都市発塞動は衰微してL、った。
以上のように都市美運動は．新興の国アメリカの都市が急速度で成長を進め
る中で現れてきたひずみを除去するに際し，欧州の都市美学の概念を借り．そ
れK交通運輸施設，車のための道路ネットワーク．人々のためのレクリエーシ
ョン・エリアの供給等を加えて，広域都市計画へと完成していったものと結論
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することができょう。それは又，伝統的都市づくりに汲汲としていた欧州諸都
市にとっても重要な啓示となっている。勿論，都市の外観を強調する余り，必
然的K他の経済的人間的要素を閉め出してしまう傾向をもっこの都市蒜重動に
対する反動は，アメ 1）カ圏内においても当初から存在していた。当時の言十商家
達が，オスマンのパリの仕事を真似，壮厳な都市とL、う夢想K向って格子状パ
ターンの都市を造り直そうと努力する中で．物質的な不足と同様，切迫した社
会的経済疾患を見落してきたことを考えれば，このような批判もあながち正当
性がないわけではなL、。しかしながら，それらの声は都市美運動κ対する人々
の熱狂的雰屈気の前にかき消されてしまい，長らく表面に登場することがなか
った。又それ故K，都市菟重量訟を過小評価する傾向が従来一般的であったが，
この運動が世界の都市計画κ及ぼした影響を考える時，バロック的都市計画の
末期的姿としてではなく，近代都市計画の開花として捕えるべきである。因κ
1 9 3 7年（昭和 12年），我が国κおいても全国都市美協議会が結成され，
同様の運動の展開が志向されている。
G黒川直樹〕
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日本の都市美運動ー都市美協会の例ー
我が国の近代都市はその多くが，中近世来の城下町としての骨格
の上に近代的欲求に基く構成の綱をかぶせながら建設されてきたが，
そこにはスクールの不和や衛生問題等，種々形をとってひずみが生
じてくる。明治21年制定の東京市区改正条令以来，大正？年の都
市計商法を経る一連の動向は，国家的指導と統制のもとに都市改造
を進める姿勢の確立を物語っているが，特に後者ーは当時の6大都市
を対象として，都市計画区域を設定し．地域制Kよる制限を加え， 1
都市施設整備事業及び土地区画整理事業を実施することをもくろむ
ものであった。これらを契機として全国的K都市計画の動きが展閥
されていく中で＇ ＂都市美”を単に都市醜の除去と L、う消極的な面
から捕えるに留まらず，都市の環境を全体として秩序ある美的水準
にまで高め，それによって市民の生活文化の向上そ計り，快適なる
都市生活を享受しうる場の創造とL、う積極的側面を認める戸も聞か
れるようκなる。
。?? ?
大正 14年．東京市政調査会K誕生した都市美研究会は都市美化の方向tてあ
って主導的役割を果してL、く。当研究会は復興帝都Kおける美観の統制そして
整斉ある都市構築の研究を目的として発足したが，翌年Kは都市美協会と改名
して全国的な運動への発展の足がかりを築いた（尚，昭和8年K事務所は東京
市土木局内κ移っている）。同協会の規則κよばれ，その目的とするところは
「都市美K関する研究をなし．之の尊重すべき観念の普及を図ると共に都市美
の構成について貢献するJことにあり，その方針のもとに研究会の開催．機関
雑誌及び図書の干IJ行，講演会・講習会の開催．調査計画や質疑への返答などの
事業Kとり組んでおり．昭和 12年には会員 29 7名を擁していた。中でも最
大の業績は，同会の主催Kより昭和 12年，東京Kおいて各市区・商工会議所
・都市美関係団体関係者及び同会会員など 16 5名を集めた第 1回の全国都市
美協議会が関かれたことである。 5年後κ皇紀26 0 0年記念の国家的祝典を，
さらに万国博覧会そして第12回オリンピック等の国際的事業を迎えるに際し，
国土の美化・都市の整美K努めることは火急の課題であったことは言え，この
年K都市美の達成に関する方策と都市環境改善K関する諸問題が全国の関係者
の聞で協議され， u現代の都市美”を構成する諸々の要素を主題とした研究発
表が行なわれ，さらに都市美協会をはじめ各市における者師事軍動の状況が報
告されたことは．注目しなければならなL、。同年，研究報告がまとめられ「現
代の都市美」と題して出版されたが，そこに含まれる都市計画（ 1 0余篇），
緑化（ 5 ），都市の物的人的環境（数）．保健・広告・照明等及び各市の都市
美遥動の実情報告に関するものを合せた 40篇の論文は，当時の都市美問題を
扱った研究文献の極めて少ない我が固に有力な資料を加えた点で，重要である。
翌 13年には第 2回全国都市美協議会が大阪で， 15年附ま第3回が京都にお
いて開催されているが，第5回大会では開催地京都の歴史都市としての特性に
沿いながら，都市における新旧文化の調和をテーマκ鋸えて討論が進められた。
その中で新旧両文化を中和し融合せしめるものとして樹木を植えるとL、う都市
-53ー
緑化が主唱され，加えて似而非日本的建築Kよる旧文化の冒演とそが返って調
和を破るとして，都市計画の地域指定K都市美的な考慮が払われるべきことが
強曲されている。これらは後年に至り法的κも醸成していく古都保存思想の先
駆的発言と考えられる。当時の研究発表報告によれば，大正 14年に都市美研
究会を擁していた東京を筆頭l'L＇名古屋，京都，大阪等の大都市 Kは各h，名
古屋都市美協会（昭和 10年：商工会議所内），及びその姉妹団体としての名
古屋都市美促進会。京都美化運動聯合会（昭和B年）．大阪都市美委員会（大
阪都市協会内）があって，都市美向上K努めていた。唯だここて世意すべきは．
今世紀初頭の数 10年間κ．アメリカの諸都市がヨーロッパの伝統を学んで展
開した q都市美運動”にあっては．上層市民を主体とする各市都市美協会が．
人口集中・工業化Kより混乱した都市の改善美化を自ら企画し，資金の調達か
ら当代一流の建築家・都市計画家κ依頼し作製した計画案の実現に遁進したこ
とである。他方，我が国の都市美運動の参加者の多くは都市美K対する認識も
浅く，懐古趣味ないしは都市の外皮的美粧以上に出なかったのが実情ーであった。
運動自体も，清掃思想、・道路や街路樹の愛護恩程、の普及啓発運動，看板・照明
の改良改善，岡容室長の取締などの消極的な面での都市醜排除の運動に留まってい
た。今日まで，都市醜の基本的解決を主導すべき一方の極，県や市の都市計画
関連部局Kも見るべき成果の乏しい現実を思う時，「以て都市市民の生活文化
の向上を計る」と L、う本来の意味での u都市美運動”，換言すれば芸術作品と
して都市を捕える伝統の茅は，我が国の土壌からは遂K育たなかったと言わざ
るを得なL、。
G寒川直樹〕
く参考文献〉
1 ）都市美協会仁現代の都市美」昭和 12 • 
2 ）「第1回全国都市美協議会の開催Jおよび「第 1回全国都市美
協議会の概況J都市問題 VOI 2 4＇昭和 12.v,,1
-54-
3 ）「第1回全国都市美協議会概況報告」および「第1回全国都市
美協議会情報」建築と社会.VO I 1 2，昭和 20.vn
4 ）「第2回全国都市美協議会報告」大大阪， VOI 1 4，昭和 13, 
四
5 ）「第5回全国都市美協議会J建築と社会， v0 I. 2 3，昭和 15, 
四
6 ）「第3回全国都市美協議会」建築と社会， VOj. 2 3，昭和 15, 
刊
7 ）「第5回全国都市美協議会」都市問題， V0 1. 3 1 .昭和 1s, I 
? ???
第2章静的都市E反産業革命都市としての田園都市
モデル・ヴイレッジ（Model Vi 11 age) 
1 8世紀イギリス貴族の理想郷は，実はイギリス本国そのもので
すでK現実化されていたといえよう。広大な荘園K孤立して立つカ
ントリー・ハウスは，他の国ならば宮殿クラスの規模と壮麗を誇る
ものが少なくない。町屋敷はロンドン，パース，エジンパラの広場
を囲む高級テラスハウスで，おそらく都市住宅として歴史上最も完
全な自己充足的システムを達成していた。それゆえ，イギリスの上
層階級κとってユートピアはすでに現実のものであったから，イギ
リスにおける建築的ユートピアは，もっぱら下層階級すなわち貧民
階級の理想郷を具体化することにあったのである。
社会主義の創始者ロパート・オークェン（ 1 7 7 1～1 8 5 8 ）の経営した
ニュー・ラナークの工場では， 18 1 3年以降，出資者への配当を 5%とし，
生活改善，幼稚園設立，青少年教育，購売組合などの発展Kつとめ，ニュー・
ラナークはやがて政治家，社会改良家，貴族地主たちの巡礼地となった。
自信を得たオーウェンは， 18 1 7年κ社会主義と協同組合主義K基づく貧
民ユートピアを提案した。これは80 0人から 12 0 0人より成る共産体で，
地域は4ないし 6平方キロ，共同炊事場と食堂を中心に集団生活し，経営者な
しで共同経営し，その成果も共有するというものである。オーウェンはさら l'L• 
5 0 0人から 30 0 0人までの各種共産体を多数っくり，それらの連合体で社
会を構成すオLば，農業中心の自給自足体制と機械の有効な使用Kよって．あら
??
ゆる貧困を除去できると考えた。
ニュー・ラナークは好評だったが，この貧民ユートピアはきわめて不評で，
ひとつも実現しなかった。さらばとオーウェンはアメリカでその夢想を試み，
全財産の5分の 4を失うとL、う手ひどい失敗をなめたあげく．問題の解決κは
社会体制を変えなければならないと主張するようKなったのである。
イギリス人は現実の世界での空理空論を嫌う。オーウェンのユートピアは退
けたが，オーウェンの挑戦iては答えて，現実に労働粛の理想郷を建設してみよ
うとL、う経営者が次々と現われた。そのはじまりが，ヨーク県の毛織物業者た
ちで，彼らは産業革命の旗手であると同時に，その地方の名士であり，郷土の
住民の福祉については伝統的な責任感をまだ保持していた。もちろん自分たち
の工場で働く入手を確保したいという目的もあるが，無頼漢K近かった当時の
労働者の生活を教導して，快適な仕事と生活の場をつくり，紳士たる者の良心
κ恥じない経営を行なうことを望んだ。このようκしてつくられたのがそテ’ル
．グィレッヅである。
ハリファックス郊外のコップリイ CopleyModel Village(1844 
-5 3 ）はモデル・グイレッジの最初の例で，経営者エドワード・アクロイド
Edward Akroydは， 18 3 7年頃工場を建てていたが， 18 4 4年に新
たに 8haの土地を買い入れて第2工場を建て， 18 4 9年から 53年にかけ
てモデル・ハウスを建設した。 ζれは三棟の長い2階建連続住宅で，店舗4戸
も同時κつくられた。様式はネオ・ゴシックで大きな破風を目だたせている。
アクロイドはこの地方の民家や周辺の風景との調和を考慮していた。
コップリイは広大な草原と深々とした森K囲まれた工場団地で，コノレダ一川
K面した 11 2戸の住宅の前Kは菜園があり，公園があり，河岸には学校があ
って図書館と集会場を兼ね，対岸κは教会堂が建てられた。建築家としては高
名なサー・ギルパート・スコットとw.H.クロスランドが参画したらしい。当
時としてはまことに画期的な計画であった。
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著名なソノレテー アSaltaire(1850-63）の建設は，単t亡コップリ
イをはるかに上回る規模で行なわれたばかりでなく，その内容Kおいてもより
豊かで充実したものであった。プラットフ 1ード近郊に，住戸数79 2，人口
4 3 5 6人のモデル・グィレァジを整然としたコンパクトで高密度なプランに
まとめている。東西K流れるエア河K平行に運河と鉄道が走り，運河と鉄道と
の間l'C4階建の工場と教会堂が向かい合って立っている。工場と教会堂の聞を
河・選向・鉄道と直角に南北方向に大通りが走り，鉄道を越えた側K住宅地，
河を越えた側Kは公園がある。そしてこの整然、とした谷間の町は，なだらかな
美い糠の丘陵で図まれていた。
建築は，コップリイのネオ・ゴシックK対してネオ・ルネサンス式で統一さ
れていた。住宅もずっと水準があがり， 10帖ほどの屑聞が台所のほか2ない
し4の寝室がある。各戸に裏庭がつき，便所，灰捨穴，石炭庫も裏路地K面し
て設けられていた。建設者のサー・タイタス・ソルト Sir Titus Salt 
(1803-76）はひじようなきれい好きで，町の中に洗濯物がひるがえる
のを好まず，洗濯場・乾燥場を完備した。
建設者ソノレトはアルパカ織物で産をなした笑業家で，国会議員にもなったが，
彼はソルテーアという町そのものをビジネスだけで満たされない自己表現の手
段と考えていたらしL、。当時の荒廃した労働階級の生活を向上させるたみ，多
数の教育施設およびレクリエーション施設を設け，病院，養老院を建て，町全
体を見回る医療専門員までおいた。ソルテーアは，今世紀半ばになってから，
そのコンパクトなプランニングで建築史的κも高く評価されるようになった。
ソルテーアの成功を見たコップリイの建設者アクロイドは，第2の試みとし
てアクロイドンAcroydonModel Village (1861-63）をつ
くった。アクロイドンの特色は，方形の公園を囲んで二列κ労働者住宅が並ぶ
というプランと，労働者K家を所有させる手段を考えている点である。コップ
リイの住宅一戸の工費 10 0ポンドを最低水準にして， 140, 170.250 
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ポンドの4種の住宅を混ぜ合わせて建ててある。この 25 0ポンドというのは
当時の中産階級の下層の住宅水準であり，アクロイドはこれによって下層階級
の各階層にそれぞれ向上と感化のモデλ，が与えられると考えたのである。
アクロイドのアイデアはジョン・クロスリイ John Orossle yがハリフ
ァックスにつくったウエスト・ヒル・パーク West Hill Park Esta 
-t e ( 1 8 6 3 -6 8 ）でも試みられ， 160,270,320,500ポ
ンドの 4種の住宅の組み合わせで，モデル・グイレッジとしては最高の建築的
水準を達成した。 32 0ポンドと 50 0ポンドの2種は職工長クラスや高級事
務員を想定していた。さらに隣接したクロスリイ邸のそばκはジョージフ・パ
ックストンの設計でピープツレズ・パークがつくられ，環境は質の高いものとな
った。
ポート・サンライト P o r t S u n I i g h t(1 8 8 -1 9 3 4 ）は石けん王
として著名なレパーヒューム卿ウィリアム・へスケス・レパ－ Leverhul 
寸ne,Wi11 i am Hesketh Lever ( 1851 -1 8 2 5）が建設した
モデル・グィレッジであるが，よく対比されたソルテーアと対照的l'C1 ha当
たり 12戸から 20戸という低密度のプランニングをしている。これは敷地の
状況κも関係しているが．当時の傾向をより強く反映している。一種のスーパ
ーブロックを採用し，その周辺κ沿って 15 0戸を並べ，その中に家庭菜園を
割付けるという方式をとった。
建築は．ベッドフ1ード・パークでノ。ーマン・ショーの助手をつとめたモー
リス・アダムが，ショーのスタイノレを採用して5戸建や5戸建をデザインし，
これらがそれぞれ 1軒の大邸宅のように見えるようにした。これはレンガを 1
階（＇（. 2階と破風壁にタイJレ・ハンギングしたものだった。その外κ本格的な
ノ、ーフチンパーの家も多数建てられたが，これらは1戸当たり 30 0ポンドか
ら40 0ポント。かかった本格物であった。実際，レバーは自分の工場の職工た
ちのために惜しみなく金を投じたのであって，総投資額は 19 1 0年までにす
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でl'C3 5万ポンドK達し，職工たちはより美しい風景を見るためκ回国へ出か
ける必要がなくなったとさえいわれている。ポート・サンライトはモデル・グ
イレッジとはいっても．初期のモデル・グイレッジとはまったく性格を異にし
ているのは．その建設者の意図が度はずれた親切さに満たされていたためだっ
た。ポート・サンライトでは．年金制度，医療，失業補償．無料保険などの制
度があり， 19 0 9年からは利益配分まで行なわれたのである。
これをもっと極端な形で示したのがパーングィルBournville Villa 
-ge (1897以降）で．チョコレート工場で著名なジョージ・キf ドベリ
-George Cadbury ( 1 8 3 9 -1 9 ~ 2 ）のモデル・グイレッジであ
る。キf ドペリーのチョコレートは現在国際的な商品となっているが．パーン
グィノレ・グィレタジもいぜん完全κ維持されている。
キャドベリーの工場は 18 7 9年にパーミンガムから移転していた。しかし，
パーングイルの建設は慎重かつ周到で， 18 9 5年にようやくスタートし，広
々した緑地のなかに 1ha当たり 17戸から 20戸とL、う低密度で造成され，
住宅はそれぞれ敷地の 25%以下と指定された。住宅難は最大の社会悪であり．
子供たちは美しい環境で育てるべきだというキ f ドベリーのモ 7 トーから，バ
ーングィルでは街路を並木道にしたほか，裏庭Kも花の咲く木を多く植え，大
いK園芸を奨励した。キf ドペリーは. 1週聞に2.3日働いて，残りは園芸
で利益をあげる人,0;1,、てもよいといっていたそうである。実際，パーングイノレ
は，かなりな量の野菜や花が生産された。パーングイノレκおける進国はたしか
にこの種のものの最高のクラスK属する。またパーングィJレでは生活内容を豊
かκするため，社員以外の人も住まわせて階層混合を計り，住宅も賃貸，分譲
いずれにも応じた。
レバーと同じく，キf ドベリーの職工たちに対する親切さも度外れたもので
あって，自分の遺産を子供l'C残すのは有害で，すべてこの町K投資するのが有
益だと信じていた。彼は万般にわたって自分の雇い人たちの面倒をみること K
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情熱を注ぎ．たとえば天気の惑い日κはしっかりした靴をはくようにすすめ，
新築家屋κ入る職工や家族たちには湿気が抜けるまで揚タンポを借してやり．
夜寝る時は口を閉じて寝るよう Kとまで訓辞したそうである。
コップリイ，ソルテーア，アクロイドンは根本的にモデル・グィレッジであ
り，工場と労働者団地との組み合わせが重点となっている。ベッドフ 4 ドー・
パークとハンプステッド・ガーデン・サパーブは根本的Kガーデン・サパーブ
であり，仕事場としては隣接するロンドンの存在が前提となっていて，何より
も居住環境の質の保持に重点が置かれている。ポート・サンライトとパーング
イルは根本的にはモテル・グィレッジで．工場と労働者住宅の組み合わせが基
本でありながら．ガーデン・サパープ同様に造形的環境Kも重点がある。いず
れも住む場所と働く場所の関係づけが課題となっており．経営もやがてトラス
トが行うに至っているので，田園都市の職住一体化の理想、との差は，むしろ規
模と多様性の拡大にあるといってよい。
〔桐敷真次郎〕
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ガーデン・サパーブ（Garden Suburb) 
イギリスの大都市郊外地の発展は産業革命の直後から始まってお
り， 18世紀の 90年代から 19世紀初頭にかけて，新興富裕階級
の郊外地別荘が多数建てられはじめた。しかし，中産階級の郊外地
移動が盛んκなるのは 19世紀中期を過ぎてからである。ガーデン
・サパープはそうした動きの中で中産階級の理想郷として益オ1てい
った。
? ?，?
ガーデン・サパープといえばロンドン北部のハンプステッドのそれが著名で
あるが，そのはしりとなったのはロンドン郊外チス・イックのベッドプ語ード・
パークBedford Park ( 1 8 7 5 -8 1 ）である。との住宅地の計画はジ
ョナサン・カーJonathan Oarr(1845-1915）というデベロツ
ノξーによって行なわれた。彼の弟ジョジフ・カーは当時知名の美術評論家で．
パーンジョーンズやロゼァティやウィリアム・モリスの友人であり，若い頃は
ジョン・スチュアート・ミルが国会議員に立候補した時の政治秘書をつとめた
こともある。
1 8 7 5年，カーはベッドフ誠一ド・ハウスの隣地 1O haを取得したが，
その持主だったリンドリイ博士は付近Kある王立園芸協会の庭罰の園長で，博
士の提案Kよってベフドフ 1ード・パークでは土地の樹木を保護する方針を建
てた。けっきιく計 45 ha の土地が入手され. 4 9 0戸の住宅が建てられた
が，建築家としてははじめてE.W.ゴッドウィン，次いでリチャード・ノーマ
ン・ショーがやとわれ，ショーは教会堂，クラブ．商店，居酒屋兼旅館なども
設計した。さらにモーリス・アダムが美術学校を建てている。
ベッドフ語ード・パークが当時の一般郊外住宅と歴然と異なった点はその芸
術性であった。住宅はー列K並び，似たような規模と大きさなのに，デザイン
の多様さや相互の配置の巧みさで少しも単調さがなく．着工後数年で．まるで
1世紀も住みなれた場所のように居心地よく温かい雰囲気をつくり出していた
と評判された。
この好評の秘密は，もともとあった樹木をできるだけ保存した上，さらに多
数を植樹したこと，通りを広くした上， 5mから 7mぐらい家を後退させて建
てたこと，大多数を 2戸建住宅として建物の規模を大きく見せたこと，赤レン
ガを使い，いわゆるクイーン・アン様式の魅力を十分生かしたことなどがあげ
られよう。
敷地はそれぞれ間口 15 m，奥行23mほどあり，建物は2階建K屋根裏部
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屋つきで，事実上5階建だった。下水道を設け，戸外配管をしてトイレを建物
内に設け，当時まで地下にあった台所を→皆K置き，冷水・温水を給水できる
ようにするなど，当時としては最新の設備を施したこともひじように歓迎され
たのであるが，何といっても少々やりすぎの気味もある絵画的の環境が，芸術
家・科学者・弁護士などの専門職階級に受け，ベッドフ埠ード・パークの営業
的成功をもたらした主要な原因であった。
著名なハンプステyド・ガーデン・サパープ＇ Hampstead Garden 
Suburb (1907-28）建設の動機は，これまでの例とちがって，むし
ろロンドン郊外地の環境保存κあった。ハンプステッド・ヒースの丘は 17世 l
紀以来，ロンドンつ子の行楽地であった。 18 9 6年，ロンドンの地下鉄がハ
ンプステッドを通る予定だというニュースを聞いて，ヘンリエッタ・パーネッ
ト夫人Henrietta Barnet tは， 19 0 3年以降，土地の入手と保存運
動K着手した。パーネット夫人は，環境保存団体「ナショナル・トラストJ
( 1 8 9 5年設立）の創立者3人のうち，オクタグィア・ヒル夫人Octavia
Hi I I ( 1 8 3 8 -1 9 1 2 ）を相談役K，ロパート・ハンター卿Sir Ro 
-be rt Hunter ( 1 8 4 4 -1 9 1 3 ）を「ハンプステッド・ガーデン・
サバープ・トラストJの理事K迎えることができた。ヒル夫人の持論は丘の頂
部をできるだけ空地にしておくというものであった。
建築家は著名なパーカーとアンワインで， 19 5 0年κ作製されたプランで
は．斜面上の家々からヒースを見下す視線が精細に検討されており，ロンドン
の貧民街から救済されてきた老人や不具者のホームから眺めが優先的Kなるよ
うに配慮してあった。ハンター卿は緑の自然と家々の屋根や破風や煙突の調和
を重視し，屋根葺材料と軒蛇腹の線K特別な注意を払った。これはウィリアム
・モリスの理論K従ったわけで，モリスは住宅の屋根が環境に決定的影響Kお
よぼすことを説いていた。アンウィンもモリスに同意して，統一的効果を出す
Kは瓦葺におよぶ屋根材はなく，町の美しさは土着の屋根葺材を普遍的K用い
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ることκ秘訣があると考えていた。
しかし，ハンプステッド・ガーデンサパープの最大特色はその内容の多様性
とその背後Kある社会哲学の一貫性κあった。たとえば，住宅は 42 5ポンド
から 35 0 0ポンドκおよぶ大きな階層差があったが，それはパーネット夫人
がこの住宅地にあらゆる階層の代表者を集め，混在させようと考えたからであ
る。同時K，富裕階級は南側K，中産階級は西側K，労働者階級K北側κとい
う大体の地域わけも考慮した。住戸数は 1ha当たり 20戸という低密度であ
った。道路についても，木の校のようκ大通りから一人歩きの小道まで，歩行
者本位の多様きでキメ細かにデザインされた。そのため屈曲が多く．味わいは
深いが，自動車の通過交通にまったく不適当な町ともなった。
この住民本位の考え方は，アンウィンとパーカーが考えた中庭形式や袋小路
の導入Kもあらわれており，より静かな落着いた環境を追求した結果がそうな
ったのである。しかし，これは条令κ違反していたので，アンワインは「ハン
プステッド・ガーデン・サパープ法」という特別の法規を 19 0 6年K国会K
通してもらった。これは，道路を 50 0フィート以下でちょんぎったり，車道
を 12 -1 6フィートまで細めることを認めたもので．袋小路や中庭式の老人
ホーム・盲人ホームなどをつくれるようにしている。
アンウィンは，最初の問屋賭E市レッチワースの中心部をデザインした時はカ
ミロ・ジッテの理論を知らなかったが，ハンプステッドの最終案ができる前K
はジッテを読み，その方法をとり入れたといっている。ハンプステァドの道路
計画や街路風景tては，たしかにジッテの影響が認められるばかりでなく．ジッ
テの理論がさかんκ唱導されたドイツやアメリカの実例より巧みK行なわれて
いるといわれたし，アンウィンもそれを誇りとしていた。
イギリスのモデル・グイレッジとガーデン・サパープの発展を順次みてくる
と，ハウアードが 18 9 8年に「明日」 （のちκ「明日の田園都市jと改題）
を書いたことは，けっして「函期的」といったものでなかったことがわかる。
ーももー
イギリスでは実に多くの回掴都市の実験が真剣かつ意欲的に行なわれていたの
であり，ハウアードはそれらを展開し集大成し，普遍的な理論づけをし，かっ
一般的K使えそうな実際上の処方を整理したのである。
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回国番目市（ハワード）
Ebenezer Howard, Garden Cities of To-
morrow, London, 1902。 （邦訳「明日の田園都市j ，長素
連訳，鹿島研究所出版会，昭和43年。）
田園都市の提唱者で，かっその実践者であるハワードHOWARD,
Ebenezer ( 1 8 5 0 -1 9 2 8）はロンドンK生まれ，早くか
らの社会生活と幾多の職業経験は彼の着想に何等かの示唆を与えた。
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彼の最初の都市計画理論として， 18 9 8年「明日一真の改革K至
る平和の道」 T0-MORROW. :A Peaceful Path to 
Real Reformの題名で理想、の都市構想、を発表。これを実現す
ベく最初の田園都市レッチワースLetchworthを建設してとこ
に居住。同時K地所会社の重役と左 I').同地で公的，社会的，宗教i
的生活K於ても積極的K行動し，国際田園都市協会（後の国際住宅
・都市計画協会）の総裁としても尊敬された。 19 0 2年前述の論
文K僅かな改訂を加え「明日の田園都市JGARD EN CITIES 
OF TO-MORROWの書名で出版された。 19 2 1年2番目．
の田園都市ウエ JレウィンWeI wyn k移り住み.7年後当地で死去。
田園都市とは，従来の単なる田図的郊外地を言うのではなく，最初から成長
を限定し，かつ人間生活に不可欠な総ての要素を備えた都市共同体で，都市の
利点と田園の利点とを結合し．人口に見合った産業・その他の施設を持った自
己充足的な都市を言い，新たな自治組識による管理・運営と同時κ，この小都
市の計画的な分散と，これ等相互の有機的な連帯κよる都市群をもって，大都
市の幣害の除去と中央集権K代る地方分権を目指した。
ハワードは都市及び農村の長所，短所を列挙し，人は都市生活又は農村生活
の二者択一の生活ではなく，実際非常に精力的で，活動的な都市生活のあらゆ
る利点と．農村のすべての美しさと楽しさの利点が完全κ融合し，短所が除去
された第3の生活の場，都市・農村が共存し得る事を「三つの磁石Jの関係を
もって図式κ示した。すなわち．
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～～～～～～～～～、 吸引力（長所） 斥力（欠点）
社会的機会 自然からの締め出し
娯楽の場所 群衆のなかの孤独
高賃金 仕事場からの距離
雇用機会 高家賃，高物価
都市（ TOWN) 照明の輝く街路 過酷な労働
豪華な建築物 霧と乾燥
不潔な空気，暗い空
スラム，居酒屋
失業者の大群
費用のかかる下水道
自然の美しき 社交の欠除
休閑地 仕事なしの入手あまり
森，茂み，林 浮浪者の侵入
新鮮な空気 長時間労働，低賃金
農村（ COUNTRY) 低家賃 下水道の欠除
豊富な水 娯楽の欠除
輝く陽光 公共精神の欠除
過密な居住条件
過疎の村落
改革の必要
自然の美しさ
手近かな野原と公園
田園都市 低家賃，高賃金
(TO¥＼明－COUNTRY 安い税，低物価
多くの仕事
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＼＼＼＼〉｜ 吸引力（長所） 斥力（欠点）
苦しくない労働
企業活動の余地
資本の流動
清純な空気
(TO羽。トCOUNTRY)
下水道完備
明るい家と庭
煤煙なし，スラムなし
自由．協同
自治体地域全体の概念図では，想定人口 32.0 0 0人（市街地地域30,000
人，農耕地域 2.0 0 0人），想定面積6,0 0 0エーカー，すなわち 2,4 0 0 ha 
（市街地40 0 ha ．農地 2,000ha ）．市街地と農地を扇形κして交互κ
配置し．農地κは農業学校．配分地，新しい村，子供の為の別荘風住宅，乳牛
牧場，煉瓦工場，工業学校，予後保養地，果樹園，盲者の為の施設．病者の
為の農場を，幹線鉄道の外側には小保有地や大農場を配置する。
町又は区の一部の概念図では．町は半径約 1キロの円形で．環状鉄道に囲ま
れており，幅36メー トノレの6本の放射状道路Boulevardl'Cよって， 6区
の扇形κ分割されるo環状道路は中心から同心円状に 5,4,3,2,1番通
が通る。中央は 2.2 ha の円形広場で，その周囲に公会堂等の大ホール• IJ.陽
・図書館・博物館・美術館・病院が建つ。それを取り囲むのがガラスのアーケ
ード「水晶宮」で，冬期庭園の役割も果す。住宅は同心円状又は放射線状道路
K面し，間口 6m，奥行39mの敷地が様準サイズである。 5番通と 4番通の
聞の幅 12 6 mの壮大な並木道Grand AvenueVCは学校と教会が， 1番通
の外側Kは各種工場．環状鉄道が．最後K配分地と搾乳農場を配置している。
都市群の概念図では，人口 58,000人の中，L都市を中心κして，人口
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3 2,0 0 0人の同規模の図画都市念星形に配置する。各国国都市聞は環状鉄道
と高速道路がつなぎ，中，L都市と各田園都市の聞は公営鉄道によって連絡され
る。
田園都市の管理・運営は共同体唯一の地主で，その権利と権力が与えられる
中央評議会と財務等の公共規制．道路・上下水道・公園・電力等の建設，図書
館等社会教育的な配慮のされる社会施設の3部門から成る部局がこれにあたる。
財源は地主地代と滅債基金及び公費から成る公費地代で賄う。
ノ、ワードの田園都市着想の起源は. 1 ）地理学者クロポトキンKROPOTKIN.
Pet e r A. , ( 1 8 4 2 -1 9 2 1 ）の著「農場，工場，作業場J (Fie I 
-ds, and Factories and Workshops.London, 1898)K:お
ける小単位を基盤とした都市開発の提案。すなわち．経済的にも文化的にも劣
る地方都市や田園的都市も．迅速な輸送と通信Kよって．大都市が持っている
科学的知識や集団組識や生気ある活動が可能であるとした。 2）ワェイクフィ
ールドWAKEFIELD,Edward G., (1796-1862）の「植
民の技術」で指摘された遠隔地への，より組識的な植民計画の必要性の主張と，
マーシャルMARSHALL, Alfred ( 18 4 2-19 24）κよるロン
ドンからの組識的人口：移住運動。 3）土地改革家で，土地の固有化を提案した
スベンスSP EN 0 E , Th om as ( 1 7 5 9 -1 8 1 8 ），後これκ重大な
修正を加えたスベンサーSP EN 0 ER, Herbert ( 1 8 2 O -1 9 O 3 ) 
によって提案された土地保有の組識。 4）パッキンガムBUCKINGHAM. 
James, ( 1 7 7 6 -1 8 5 5 ）の E国家悪と実際的球剤」（ National
Evils and Practical Remedies）の中で提案されたモデル工業
都市等があげられる。
ハワードは田園都市の理論をまとめただけでなく，それを実際建設する事を
試みた。
最初の田園都市は， 19 0 4年ロンドンの中心部より 75キロのレッテワー
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スに建設を着手し， 19 1 3年完了。都市プランは東西 2.6キロ，南北 2.8キ
ロの町地域とそれを取り囲むグリーンベルトより成る。ロンドンκ通じる鉄道
が，都市を南北に分け，駅はほぼその中心Kある。駅の南側はショッヒ．ングセ
ンターで．工業地域は町地域の南北の両方K存在。他は空地と居住地域で，庭
付き住宅を基準とした。人口は 19 1 1年 5,3 2 4人， ’6 1年 25 5 1 5人。
ウェノレワインは，レァチワースより約 20キロ南ヘロンドン寄りのハートフ
坤ード県κ19 1 3年着工し， 19 1 9年完了。都市プランはロンドンに通じ
る鉄道により，町地域を東西に分割し，駅の西側にショッピングセンターと北
東部の工業地区及び住居地から成る。中心区域の設計と建築的調和の点で，レ
ッチワースK優る。 19 4 8年ニュータウン法にもとずき，新たKその指定を
受ける。指定面積1,7 4 4 ha ，想定人口 50, 0 0 0人. 1 9 6 7年人口
4 2, 0 0 0人で労働人口の85%は当地K勤務する。
ハワードの田園都市構想、は，各国の都市計画に大きな影響を与え，これを唱
導する協会が 19 0 4年以来これ等の国々κ設立され，後κ「都市・農村計画
協会」 Town & Country Planning Association の名称のも
とに発展していった。ペリーPERRY, Ci arence A., はさらK理論
的展開を行い， 19 2 9年近隣住区理論としてまとめた。とれを具体的K表現
したのがスタインSTEIN.O!arence S.，等κよるラドパーンシステ
ムRadburn Systemである。本国イギリスでは，田園都市運動が 1946 
年のニュータウン法New Town Ac tを成立せしめ， 50年代の新都市建設
運動へと引き継がれた。
ハワードの田園都市運動が成功したのは，何よりも先づ，合理性κもとずく
実践と構想の斬新さκあったが，しかし静的な都市パターンが基本となる為ダ
イナミックに変化する経済や社会条件等のそれに対応し得るような都市パター
ンの追求K乏しL、。それ故モータリゼーションの異常な発達は，新たな都市形
態を求め，グリーンベルトは，都市スプローノレに対する根本的解決法にはなら
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なかった。又都市生活の快適性が自然条件と同時t'L＇人為的条件 Kも求められ
るが，この種の田園都市が，とかく都市的娯楽性κ乏しい為，一部の人々κと
っては．生活が単調になりがちである。
〔福岡道雄〕
く参考文献〉
1 )Macfadyen.Dugald,Sir Ebenezer Howard 
and the Town Planning Movement, 
Manchester. 197 0 
2 ）内務省地方局有志編「田園都市」，東京，明治40年．
3 ）弓家七郎「イギリスκ於ける田園都市運動」都市問題，第 f巻
第 1号．東京，大正 13年。
4 )Osborn, Frederic J.,Green-Belt Cities, 
New York, 1 9 7 1 , 
5 )Mumtord, Lewis, The City in History, 
New Yo r k , 1 9 6 1 （邦訳「歴史の都市明日の都市」生田
勉訳．新潮社，昭和44年）
ニュータウン（ New Town) 
ニュータウンとは本来，単に最初から計画的に建設された新しい
町を意味するものではない。ハワードが提唱し実現した田園都市が
多くのすぐれた点をもちながら，けっきょく民間企業としては成立
し得ないことが明かKなり， 「ニュータウン法Jκよって公的事業
に転換され，定式化されたものをいうのである。したがって，その
最大の特色は級住一体の田園都市という点κあり．建設者が最も苦
心する点も職場を提供する企業の誘致と住民の迎え入れのタイミン
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グの調整やバランスにある。イギリスのニュータウンは上記の基本
を守ることによって国際的な名声と評価を得たが，わが国を含め他
の諸国で行われたいわゆるニュータウンは単なる住宅団地あるいは
ベッドタウンκすぎないものが多いので，その名称Kとらわれるこ
と左〈，内容に特に注目する必要がある。
ハワードによって提案され，かつ実践された田園都市は，世界各聞に大きな
影響を与えたが，この理想、Kもそれなりの欠点があった。例えば，都市の魅力
を否定するような都市とも田園ともつかない単調な環境．都市的な活気の欠如，
発展的な人間関係や自由な選択の抑制等があげられ，さらに時代の進展による
生活空間の条件変化，すなわち自動車等の交通機関の発達による生活圏の拡大，
消費活動やレクレーション活動の増大や拡大そして人口の集中と都市の巨大化
等の状態を支える技術革新の進歩が．都市の適正規模を想定し，固定的な都市
構造を基本とする田園都市構想ではもはや対応できないものκした。こうした
中で常に新都市運動の先駆をなし，また各国の都市政策に大きな影響を与え，
国家施策として系統的K発展させていったのは，イギリスであった。
ハワードの田園都市は，レッチワースとウェノレウィンの2例に留まったが回
融問の考え方は．その後も大きな支持を集め， 19 4 0年代になる迄．公的
な都市政策の基本となった。しかしながら，ロンドンの過密救済の目的から出
発した田園都市運動も，結局ロンドンの過密対策としても．また先に述べたよ
うに時代の変化κ対応するのVても不十分のものであった。この為 19 4 0年
「産業人口の配分」 Distribution of the Industrial 
Populationκ関するパーロウ・レポート BarlowRepor tでは．都
市の過大化は，新都市および都市の拡大を開発していく積極的な政策を採るこ
とによって抑止すべきであると勧奨した。さらに 44年アーパークロンピー卿
の大ロンドン計画Greater London Plan でも夫々 6万ないし8万人
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の人口と産業を収容するニュータウンを過密のロンドンから約25或は30マ
イル離れた土地（I(建設すべきことを提案した。 45年にはリース卿Lord
Rei t hを議長とした委員会が，人口分散政策としてニュータウンの建設，開
発，組識および管理K関する一般的な問題をヨ考査し，翌年ニュータウンの建設
行為K必要とされる行政的，財政的な機関についての計画．ニュータウンの規
模や設計，そして経済や社会的構造に関連した勧奨を含めた3つの報告書を公
刊した。この結果は，政府κ政策として全面的κ受け入れられ， 46年ニュー
タウン法New Town Ac tの成立をみた。
各国のニュータウン政策
イギリス：第2次大戦後世界の大都市政策に影響を与えたイギリスのニュー
タウン政策の基本となったニュータウン法成立の直接のきっかけは， South 
Eas t地方における不均衡な地域発展の調整とロンドン地域における混乱した
都市拡大の解決を目的とした先述のパーロー・レポートであった。しかし 60 
年代になると産期幾構の改革によってもたらされた第5次産業人口の増大やロ
ンドンの過剰人口の吸収および地域同発の貢献に少ないニュータウンの建設が
地方自治体K問題視された。こうした情勢を背景κ63年 South East 
Studyの報告書が提出され，ロンドン県外K人口吸引力を持たせる都市を，
また内部では，既存都市のconurbatio n による融通性をもったニュータ
ウンの建設が提案された。この案は，翌64年ニュータウン法NewTown 
Ac t として新たに成立し，その概念も明快で「ニュータウンは，常に住居と
職場とレクリエーション施設および広範囲の自治体サービスを 1つの街で充足
する独立ある ζとが大きな特色である」（W.A.ロプソン）。イギリスにおけ
るニュータウンは，その建設時期と性格Kよって次の5段階に分けられる。
第 1期は. 1 9 4 6年～ 19 5 0年κ建設されたニュータウンで，ロンドン
地域の過剰人口の吸収．ハワード以来の理想主義κもとずいた職住近接，都市
公害の排除を主な目的とした。都市構造は，単純な機能的段階構成による平面
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的なパターンで，住区基準に近隣住区のシステムを採用し低密度開発（ 1 5 0 
人／ha）を主眼とした。
第2期は， 50年代に建設されたもので，政策的Kも都市形態の上でも大き
な方向転換が求められた時期である。それは，モータリゼーションの激化によ
って徹底した歩車道の分離の実施および従来の近隣住区構成から都市機能の重
層化や高密化（ 2 0 0人／ha ）による立体的な都市構成へと変化した。
第5期は， South East Studyの意見を反映させて地域核となり得る
ニュータウンが出現した。またフィジカノレな函では．前期の経験を継承発展さ
せ第 1期とは大きく異なる。この 60 年代Kは，大規模vc~ る傾向とまり計画
人口が25万人K達するよう左プロジェクトまで現われた。
このようκイギリスでは，絶えず計画，建設，確認の原則κもとずいて検討
がなされ．情況に応じた法の改正を伴いながら量的にも質的にも大きな発展．
変革をとげた。
フランス：フランスの都市計画は，元来公的機関κよる保護保存を主眼とし
た審美的傾向が強かったが，近代Kなり新しい社会の機能と構成の上に立った
都市景観が求められ.2 0世紀の前半T. ガJレニエ（ 35,000人の工業都市
一 19 0 1～1 9 0 4 ）やJレ・コルピュジェ（ 3 0 0万人の輝やける都市－
1 9 0 3年）等の民間の建築家Kよるニュータウンの提案がなされた。
後半になってから増加しはじめた人口と経済再建のためκ，社会的位指の強
い住宅H.L. M. ( HA B I TAT I 0 N A L 0 YER M 0 DER E ) 
の建設がH.L.M.住宅株式会社とH.L.M・住宅協同株式会社Kよって行な
われた。建設の方針は，住宅集合体として高密度で効率的な収容を目指したた
め単調な住宅団地が出現したがその後，幾多の改善の努力がなされた。有名な
のは，マルセイユにおいて実験的κ建設されたユルピュジェの住居（ UNIT
E D HA BI TAT I 0 N ）である。こうしてこの種の住宅団地は，公共施
設，緑地，駐車場等をもって構成されるようKなった。こうした建設過程のな
，???
かからこの住宅集合体を，より広域計画のなかκ位置付ける為優先都市化地区
(ZONE A URBANI SER EN PRIORI TE）の指定が，制
度化され50 0戸以上の住宅と必要な公共共同施設の建設を可能にする地区に
適用された。 ζのz.u.P，の計画を事業化するのは， H.L.M.住宅公団等
である。 ζのようKニュータウンの建設は， z.u.P.制度のうちに都市計画
が提案され．実施されていった。その好例は，パリ郊外のサルセル（ 10.000 
戸～ 1三00 0戸）で， 50年代の住宅群計画を代表している。
フランスの都市建設運動は，パリを中心に行なわれ. 1 9 2 8年パリ地方の
地域整備組識委員会が設置されて以来周辺の都市計画は，パリの地域計画の一
環として位置付けられた。 65年Kはパリ中心市街地から 4OKm以内f'L3 0万
人級のニュータクンを7ク所に建設するとととなったが，いずれも自立的なコ
ミュニティーを目指し，社会的，経済的な諸施設も建設されるものであった。
とれ等の都市l'i.パリ地方の骨格となり，高速道路と高速鉄道からなる幹線ネ
ットワークによりパリ市と他の新都市が結ばれる。
ソ連：広大な国土と豊かな資源をもったソ連では，都市への人口集中の圧力
を経済開発を伴う全国計画κ従がったニュータウンを建設することによって解
決している。特にシベリアの地下資源と水力を利用した工業開発を目的とした
新産業都市や科学都市の建設が進められた。
こうしたニュータウンは，グストロイ（国家建設委員会）とゴスプランによ
って工業，動力，輸送等の生産施設が合理的に配分され，それに伴う人口配分
は，国の計画と地域計画によって，さらK都市計画のマスタープランによって
新都市の位置や設置すべき工場等等が決定される。ことκおいて完成時の人口，
規模．土地利用，将来の発展方向，機能的な土地利用規制，街路計画，コミュ
ニティーセンター，オープンスペースの位置等具体的に規定していく。ニュー
タウンは，主に工業が中心に考えられる。このように大規模で多数のニュータ
ウンや衛星都市が経済5ヶ年計画に合せて建設が行なわれるのが特徴である。
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都市には，可能な限り最良の生活条件とレクリエーション施設が考慮される。
住居地区の基本的な構成は．住宅と従歩圏（ 3 a a～4 a om ）内にある日常
生活のための施設からなる近隣住区である。近隣住区の人口は， 6,o a a～ 
1 2, 0 0 0人で構成要素は，それぞれの都市や自然環境．者μ市内の配置，住居
タイプ等の多様性を反映してその規模，レイアウト，および建築的特徴も変化
している。主な交通形態は，公共輸送が優先されその選定lモあたっては，居住
者数は勿論，勤務場所と住居地域の位置，都市地域の規模と形態．気候その他
の要素からも影響を受ける。またオープンスペースや公園の確保Kもカが注が
れる。
モスクワでは＇ 1 9世紀以来人口増を抑制する方法が採られ 19 3 1年から
新しい工業や都市化を促す施設が禁止され， 56 ｛手Kはさらκ積極的な過密対
策として既存の工場の移転と大規模な衛星都市の建設が決定され，首都圏全体
で2aの衛星都市κ10 0万人を収容する計画がたてられた。そのうち最も進
んだのがモスクワから 38Kmの所K建設された面積1,2 2 0 ha ，最終計画人
口8万人の自足性をもった小都市クリュカグァである。
アメリカ：アメリカの都市開発は．民間企業K委ねられるために計画のなか
に経営的な配慮が強く表われる。そのため計画の各種の段階で常K経済的な検
討が加えられ，計画のあらゆる面で経営収支了測が計画、決定の重要な因子とな
っている。したがって経営の効率が，ニュータウンのパターンを規定してL、く。
〔福岡道雄〕
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高層田園都市（ル・コルビユジェ）
Le Corbus i er ( 1 8 8 7 -1 9 6 5), Urbani sme. 
Paris, 1925.（英訳The City of Tomorrow, 
London,1925.邦訳「ユルパニスムJ （樋口清訳）鹿島研究所
出版会，昭和 42年）
La Ville Radieuse.Boulogne.1935 （英訳 The
Radiant City,New York, 1967) 
、 ， 
Maniere de penser sur I urbanisme,Paris. 
1 9 4 6 • （英訳Manner of Thinking About 
Urbanism.New York, 1969. 邦訳「輝く都市」（坂倉準
三訳），鹿島研究所出版会。日召和43年）
ル・コルピュジェ（ 1887-1965）は 19 2 0年代から 50 
年代まで最も大きな影響力を及ぼした近代建築家。グィラ・サグ1
ワ（ 1 9 2 9 ），パリ大学スイス学生館（ 1930），マノレセイユ
のアパート（ 1947-52），ロンシf ンの教会堂（ 1950-
5 4 ）チfンデガールの都市センター（ 1951-65）などの建
築で常K世界の建築防リードしたほか．都帯十函理論および都市
設計の領域で主導的な役割を果した。
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ル・コノレピュジエの都市計画K関する基本的な概念を最もよく示す計画案は
「30 0万人のための現代都市」（ 1922）と「パリのためのグ1ワザン計
画」（ 1925）；および「輝く都市」（ 1930）の三つであり，とれらを補
足するものとして， 「サンパウロ計画」（ 1. 9 2 9 ) ' 「リオ・デ・ジfネイ
ロ計画」 (1929), 「アノレジエ計画A」（ 1930），「アルジエ計画B」
(1933），「サン・ディエ計画」 (1946), 「マルセイユ計画」
(1947-52), 「モウ計画J (1956-57）がある。
ル・コルピュジエの構想、は，ヘレエスティックおよびローマの格子状プラン，
アメリカの摩天楼建築，イギリスの田園都市の緑地，アメリカの高速自動車専
用道路を巧みK合体融合し．スクールをより拡大し．高密度ではあるが，建築
物の密集しない都市を形づくる点κ特色があり，そのためKは住居・事務所・
商業施設をできるだけ高層の建物Kコンパクト K収納し，建物の間隔を大きく
とって公園・緑地をできるだけ大きく獲得する方法を基本とする。 「高層自国
都市 vertical garden cit y」と称するのが適当な理由はここにあ
る。
たとえば「30 0万人のための現代都市Jでは，中心部に長方形の格子状プ
ランの「シティ」があり，その中失部(IL各 1万人から 5万人を収容する膨大な
十字形平面の 60階建摩天楼を 24個建て．それを仕事場，宿泊施設として40
～6 0万を収容する。その周囲(IL1 2階建高層アパート地区が配置され， 60 
万人を収容する。けっきょく，「シティ」部分K約 10 0万人が収容される。
「シティJの周囲には低層5階建「田園都市J群が配置され，それらκ計200
万人を収容する。また「シティ」の東方にやや離れて工業地区が配置されてい
る。「田瞬間」の地域では格子状および対角線状K自動車道路が走り．それ
が「・ンティ」部分に立体化された自動車専用道路として入りこみ，歩行者道路
と分離される。
「シティ」中心部のー街区は400m角とL、う大街区となり，高さ 220m
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の摩天楼も，ほぽ 200mの間隔でばらまかれる形κなる。その周囲の高層住
学出は二種あって，中心部のすぐ外側はSom道路で区切られた 400m×
600mの大街区となり， 12階建アパートは敷地の 15%を占めるのみで，
人口密度は30 0人／ha となる。そのまた周囲K:200m×400mの大街
区が配置され，ここでは中央の庭習を囲んで街区のへりに高層のメゾネット
( 1戸が2層より成るアパート）が立つ。田園都市は各戸あたり 10 0 m'の居
住部分， 50 m2の室内庭園から成る 5階建とし， 1戸あたり 15 O m2の割でス
ポーツ・グラウンドを配置することになっている。
パリの一部の再開発計画である「グォワザン計画」では，すぐれた古建築や
記念物を残し，ほぼ格子状の大街区に割付け，高さ 245mの大摩天楼 18棟
を建てており，都市再開発にも同様の手法が適用できることを示した。
「輝く都市」は．前二案が都市の発展・拡張を考慮していなかったことを反
省して修正を加えたもので．超高層のビジネス・センターを高層アパート地区
から分離して，北方にやや離して置き，高層アパート地区が中央の商業地区お
よび公共施設地区をはさんで東西κ分れ，東方あるいは西方K発展できるよう
κした。したがって工業地区は南方へ移ることになる。格子状の大街区や，格
子状および対角線状の自動車専用道路の配置は変りなL、。ビジネス・センター
の分離Kよって，高層住居地区の日照状件l:t.¥、ちじるしく改善された。
高層住居地区は 40 0 m×4 0 0 mの格子状に自動車専用道路が走り，これ
は柱で支えられた高架道路上を通常車が走り，その下の地上を貨物主主が走るこ
とになっている。街区から隣の街区へ行く歩行者は，斜路のついたなだらかな
地下道を通ってゆく。住宅街区のなかでは，アパートはピロティで空中に支え
られ，遊歩道路は建物の下を通って，自由な形でつくられており，その間K運
動場や緑地が配置されている。人口密度は 10 0 0人／ha , 1人あたりの居
住床面積は 14 m2となり，初期の案の三倍以上の密度を与えている。ノレ・コル
ピュジエはこれを住居の「生牧草的単位Jと呼んでいる。
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「輝く都市」の高層住宅地区Kは， 19 2 0年代に発展した「近隣住区」の
概念がとり入れられていることは明らかで， Jレ・コノレピュジエは一住区の人口
を27 0 0人と想定し，これに保育園，幼稚園，小学校を各 1，プール，サッ
カ一場を各人テニスコート 4面，遊び場 1を与えている。この27 0 0人と
いう数は，ペリーが想定した小学校 1(I(対し約60 0 0人という人口の半分以
下であり，別に社会学的な根拠は左いようである。
「輝く都市Jのもうひとつの特色は，都市のアンパランスは農民の都市流入
にあり，それがまた農村の崩壊をもたらすことを考え，生活水準の高い農村を
計画したことで，とれを「輝く村」と名づけている。しかし，大規模な機械化
農業でなく，伝統的な家族単位の農業を想定し，住居や施設を共同化している。
都市生活にむかない国民のためには，このような都市的生活水準の農村が必要
であり，それが都市の健全な対比物となると考えている。
ノレ・コルピュジエのその他の都市計画案から注目すべき補足物を拾うと，ま
ずサンパウロ，リオ・デ・ジャネイロ．アJレジェーの計画案に用いられた高層
アパート兼用高架高速道路がある。これは古代ローマの水道橋のごとき高架自
動車道路を延々と市中に走らせるもので，その道路の下にアパートを収容する
ものである。その規模は巨大で，リオの場合などは，高さ 10 0 m k及び，地
上から 30mまでは橋脚のみが立ち，地上の都市を妨げなL、a 3 0 mから100
mまでに20階建のアパートをつめこみ，地上とはエレベーターで連絡すると
いう構想である。これはリオの海岸線の自然地形や景観に対応し調和する人工
都市施設として考えられたものである。アノレジェーの場合も 10 0 mの高さの
高架高速道路が，その下(I(1 8万人収容のアパートを含むことになっている。
また 1942-43年κは，それまでの都市計直理論を地域計画にまで拡張
して，農業単位，線状工業都市，放射状都市の三要素から成る「人間的組識J
を構想するようKなった。とれは既存の求心的な都市を管理・流通・文化の中
心とし，それらをつなぐ鉄道，貨物道路および水路κ治って緑地に周まれた工
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業用地を線状κ配置し，緑地帯の中を通る高速自動車道路をはさんで住宅地区
をやはり線状に並べてゆくというものである。とれは都市人口の分散に衛星都
市を用いる当時の一般的解決法κ反対して提示したもので，各都市が膨張して
つながり合い，いわゆるメガロポリスあるいはエクメノポリス的状況になるこ
とを予想していることは興味深い。しかし，農業単位については「輝く都市J
と同じく，個人の耕作単位と共同処理施設を想定しており，輸送路として自動
車道路のほかKヘリコプター輸送も考えている。
次tて「マルセイユ計画Jで一棟だけ笑現した「住居単位Jがある。これは高
さ60 mの長大な建物vc3 6 0戸， 16 0 0人を収容し，さらκレストラン，
ホテル，商店街，保育園，幼稚園を組込んだもので，これらを公園緑地のなか
に散在させることKよって都市の住居問題の普遍的解答としようとしたもので
ある。マノレセイユの団地でははじめ4棟の「住居単位Jが建てられるはずであ
ったが，不評のため中止された。
「サン・ディエ計画J1および 「チf ンディガール計画」の都市センターでは、
センターを構成する十棟前後の建物が，それぞれ独志した建物として相互に大
きい間隔をとって配置されており，空地を大きくとった分散的な配置が基本的
手法とみなされる。チfンディガールの中枢地区はその極端な例で，建物は高
層でないのに建物聞の間隔は 10 0 m 乃至200mVC及んでいる。
ル・コルピュジエの都市計画案は「チf ンディガーノレ計画jを除き，ひとつ
として実施されなかった。彼の熱心な運動や宣伝にもかかわらず，いずれも拒
否され，しばしば罵倒され，時には狂人扱いされた。しかし，建築家のあいだ
では最も広汎で根強い支持を得てきており，大規模な計画は別として，住宅団
地の領域では，ほとんどすべての計画案にル・コルピュジエの影響が看取され
るといって過言でなL、。建築家が都市設計をすれば大なり小なりル・コノレピュ
ジエ流Kならざるを得ないという現状から見て，ここでJレ・コルピュジエ流の
都市計画と都市の現実とのギf y プを指摘しておかねばならない。
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Jレ・コルピュジエの都市計画に誇大妄想的な巨大趣味と極度の分散的配置が
あることはすでK見たとおりであるが，これが都市の最大の特色である建築的
緊密さを失わせることになる。また既成都市との相違点が大きすぎ，移行措置
が不可能なため，建設費の膨大さを抜きにしても実現性に乏しL、。
次VC• .Jレ・コルピュジエが都市という複雑な社会的現象をあまりK単純化し
て捉えているため，現実の都市生活の細部やニュアンスを包括できないものと
なっている。たとえば治安問題，安全対策，配達問題の困難を別としても，公
的および私的レベルでの業務や生活の多様さをあまりに函寸9・均等的に考え
ているため，その都市イ象が非人間的κ映ずるだけでなく，しばしば全体主義国
家とL、う政治体制を前提としていると批判された。
ル・コルピュジエの高層田屋臨市は，全域にわたる水平方向および垂直方向
の高速交通輸送機関および施設の大量かつ自由な使用を前提としてはじめて成
立するものであり，それだけの投資K耐えられる都市は先進諸国にも存在しな
いという経済的弱点がある。この機械技術および資本κ対する過大な依存のた
め，社会主義国ではフソレジョワ的アイデアと批判されている。
現在までのところ，ル・コルピュジエの都市帯思をある程度具体化した例は．
ブラジノレの新首都プラジリア（ 1 9 5 6年開始）しかない。その建設過程から
見ても，このような都市がある特殊条件のもとでしか建設し得ないことは明ら
かである。
とはL、え，現代都市の混乱に秩序を与えるとL、う難題κ明快な建築的解決を
もたらしたのはJレ・コノレピュジエのみであり，彼のもの以上K首尾一貫した理
論と図面を提示した者はないのであるから，彼の建築家・都市計画家への影響
力は当分の間持続するとみなさなくてはならなL、。建築家は部分的K彼のアイ
デアを利用することが多く，特κ住宅地区の計画では決定的な影響力をもっ理
想像となっている点K注目すべきであろう。
〔桐敷真次郎〕
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第3章動的都市 I .発展成長する計画都市
線形都市（Linear City) 
Arturo Soria y Mata ( 1844-1920）.’Madrid 
Remendado y Madrid Nuevo". El Progreso・
March b.1882. 
George R.Collins."The Ciudad Lineal of 
Ma d r i d . 1 J o u r n a 1 o f t h e S o c i e t y o f 
Architectural Historians. XVIlI(May 1959). 
Geovge R.Collins.1Linear Planning 
Thronghout th e羽Tor1 d. 1 
Jo u r n a 1 o f t h e So c i e t y o f Ar c h i t e c t u r a 1 
Historians .XVm(Oct .1959). 
アルト歩ーロ・イ・マタ（ 1844-1920）はスペインの通信
技術者で、電信機の発明で知られたが、同時に共和主義の実業家、
政治家、哲学者、ジャーナリストでもあり、特に都市交通問題に関
心をもち、なかんずく市内電車の敷設に努力した。 18 8 2年以降
「エノレ・プログレ yソ」紙に線形都市に関する一連の論稿を寄稿し
つつ、理論を発展させた。
線形都市 linear cityとは、交通路におって線状に建設されてゆくよう
な都市計画のことで、スペインのアルトクーロ・ソリア・イ・マタが 18 8 2 
年K提案したもので、彼はマドリ周辺の電車路線に治ョて建築敷地をプロタト
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してゆく計画を立て、その一部を実現した。これはお線の開発と土地の売却を
促進するのに役立ョた。
ソリア・イ・マタの構想の基本は、都市の形態は交通路の必要から導き出さ
れるものであり、またそういうものでなければならぬという点にある。従って、
既存の都市聞を結ぶ幅 500mの一本の帯状都市がそのまま将来の都市となる
だろうと主張する。ソリア・イ・マタは、このような線形都市を発展させれば、
スペイ yのカディスからロシアのベテルスプルク、あるいは中国の北京からベ
ルギーのプリュシセルまで延々と連なる都市をつくることも可能であると考え
た。これはドキシアデスの「エクメノポリス」を予言するようなアイデアであ
る。
こうした長大なベルトのなかに、汽車・電車を走らせ、水道、ガス、電気を
埋設し、貯水槽、庭園を配置する。また適当な間隔をおいて消防署、病院、警
察署、その他の施設を配置する。理想的な案では、ベルトの中央を通る鉄道の
両側に並木道がつづき、その外側K幅広い道路が走り、その外側K街区がつづ
く。この街区は住居用、仕事用、レクリエーシ書ン用に適当に割りふられ、特
K用途地域のように広い区域の指定をしなL、。住宅は広い庭K固まれた独立住
宅で、デザインも自由である。
ソリア・イ・マタは 18 9 4年、マドリ周辺の一部に線形都市を実際K設計
した。これはこの年設立されたマドリ都市開発会社の事業で、まず幅 40mの
道路の中央部 14 mを中央道路、両側6mを自動車・馬車路とし、その両者に
はさまれた2本の幅 7mの部分を並木道の歩道として、その一方K幅4mの市
電用路線をとっている。この 40mの複合道路の両側に幅約50 問、奥行約80
mのスーパープロタクを設け、建物は道路際より 12 m後退させて建てるとい
うものであった。
このような都市を実際に建設する方法として、マドリ都市開発会社は、土地
・住宅分譲、電鉄の経営、上下水道建設と経営、建築材料の販売、金融にわた
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る多角経営を行いつつ資金を補充してゆく方式をとった。
アメリカのエドガー・シャンプレスは 19 1 0年に「道路都市Roadt ownj 
という線形都市の構想を発表した。これは連続住宅が無限に伸びてゆく形を基
本にしており、その地下に鉄道が通っている。庭園や農地はこの連続住宅の両
側にとられており、公共建築や商工業建築はこの連続住宅の近傍に散在する。
この案は著名であるが、一見して非現実なものであるととのわかる線形都市の
例であるのシャンプレスがソリア・イ・マタの案を知っていたかどうかは明ら
かでない。しかし、第一次大戦後になってにわかに線形都市に対する関心が高
まった。たとえば、 1 9 1 9年にはプリ晶フセルの再建計画の一部として線形
都市が提案され、これは全幅 500m、全長23 4 0 mの線形都市で、中央道
路を幅 60mとしている。この案により 19 2 0年代には国際的な人気を博し、
2 8年には国際線形都市協会まで設立されるという状況であった。フランスの
経済学者シャノレル・ジイド（ Charles Gide.1847-1932）は、協
同組合運動の推進者として著名であるが、ジイドが線形都市の構想を支持した
ことも大きな影響力を与えるもととなった。
イギリスのパリー・パーカー Barry Parke rはその田園都市ウィ yセン
ショー（ 1927-41）で、自動車道路の両側K緑地帯をおき、その外側に
住宅敷地を二列ずつ並べた「プリンセス・パークウェイJをつくった。パーク
ウェイ Parkwa yという名から明らかなように、これはアメリカで発展した
公園道路からヒントを得たもので、アメワカの公園道路にはオノレムステタドが
シカゴに計画したリパーサイド（ 1869-71）やトーマス・アダムスのニ
晶ーヨークのパークウェイ（ 1922-31）のような古典的実例があった。
パーカーのプリンセス・パークウェイは田園都市に適用された組形フ。ランとい
えよう。
またソ遠のミリ晶ーチン （N .A .Mi 1 u t in ）は 19 3 0年のスターリング
ラード計画で、工業地区を鉄道路線K治って配置し、高速道路の通った緑地帯
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で工業地区と住宅地区をへだてるようにした。これは都市人口と工業の分散を｜
同時に達成し、また都市人口と農村人口の格差を減じようとLづ意図をもって
いる。ミリューチンの案はきわめて機械的・図式的で、ボノレガに治って農業地
帯、レクリエーシ，ン地帯、住居地帯、幹線道路帯、工業地帯、鉄道の六本の
帯を平行に並べている。ソ速では交通問題はほとんどなく、もっぱら工業生産
能率向上のための案であったが、線形都市の社会主義版ということでもてはや
された。
ゾリア・マタの線形都市案はこのような経験や研究にもとづいて修正が重ね
られ、マドリ都市開発会社により「線形都市：都市建築および田園開発のシス
テムとしての田園都市のスペイン方式」としてまとめられ、 19 3 1年の第日
回国際住居都市計画会議で発表された。
線形都市の影響は、ル・コノレピュジエの高層田園都市計画案にも明瞭に現わ
れている。たとえば、 19 2 2年の「明日の 30 0万都市」では格子状長方形
都市の形式が枠となっているが、 19 3 3年の「輝く都市」では、北から都市
センター、オフィス地区、鉄道、ホテル・大使館地帯、住居地帯、緑地帯、手
工業地帯、企業地帯、工場地帯の九地帯に分け、ちょうどミリ且ーチンの線形
都市を一部切り取った形式に改められている。これはノレ・コノレピュジエの社会
主義への傾斜を示すとともに、都市の膨脹に対する配慮がないと批判された前
案の欠点を是正したものであった。
次いでイギリスの近代建築研究者集団（ MARS • 1 9 3 7年設立）がコー
ンを委員長として提案したロンドンの膨脹を解決するための「MARSプラン」
(1942）が出た。これは都市の構成を七段階のヒエラJレキーとして考え、
家庭、街区、 50 0人住区、 50 0 0人近隣住区、 5万人住区、 50万人地区、
都市全体の七区分K対し施設を考えているのが特色であったが、これらを大幹
線道路に治って有機的に配列し、ロンドン中心部から北方へ伸びる幅約2胸、
長さ約 1DKmの線形都市を提案しているa これは交通路とレクリエーション施
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設問の距離を適当な歩行距離（800111、8～10 7子）とすることにより得ら
れる形態でー ある。
ノレ・コJレピェジエは 19 4 0年代のはじめに、フランスのナントからロシア
のウラノレ地方に達する東西方向の線形都市を幹線とし、これに直交してヨーロ
タノミの主要港を結ぶ線形都市が発展することを予想、している。彼はこの頃、線
形都市の構想、を、小都市聞の交通路線K治った線状の工業地帯をつくるのにも
っとふさわしいと考えたようである。これはミリ且ーチンのスターリングラー！
ド計画に似ているが、 Jレ・コノレピュジエは農村と工業との生活リズムの相違を
指摘し、ロシア式の都市人口と農村人口の混合K反対し、農業単位を全く別の
ものとして配置している。
ル・コノレピ且ジエはまたアノレジェーやリオ・デ・ジャネイロの計画案で、大
規模な高架高速道路をつくり、その下K高層住居を充填するという考えを示し
たが、これはシャンプレスの「道路都市」の構想をより具体的かつ効果的に発
展させたものといえよう。
1 9 5 5年K計画発足したスコットランドのニュータウン、カンパーノール
ドCumberna ul dは、その都市センターおよび住宅地区K線形都市の基本構
想、を導入したものとして知られている。この都市センターでは中央K自動車道
路が通り、その両倶u~貨物の積み下しスペースがとられ、その上にオフィス、
商店、ホテルなどが建てられている。さらにその外側にパーキング（ 5 ci0 0 
台収容）があり、その上に銀行、図書館、劇場、マーク y トなどが配置され、
その上にアパートがのっている。つまり、立体的K構築された帯状の都市セン
ターであって、その両端部にさらに発展・延長の余地が残されているところが
特色となっている。住宅地区についても同様で、住宅地の膨脹Kよって都市セ
ンターが直接圧迫を受けることがないように構成されている。
イギリスのニュータウンは、もともとモデル・グィレ yジやガーデン・サパ
ーフ．を起源とし、ハウアードの田園都市を機として発展したものであるから、
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近代都市の諸要求からみると、あまりに低密度すぎて「都会的」でないこと、
あまりに閉鎖的で膨脹の全地のないことが二つの大きな欠点とみーなされるよう
になっていた。カンパーノーノレドの都市センターは、線形ァ・ランを導入して、
高密度でかつ発展性のある形態をつくり出した点で画期的なものとなョたので
ある。
既成の大都市では、都市センターと周辺地域がふつう同心円状に構成され、
都市が膨脹するにつれ、周辺部分はスプロールするが都心部は生長できず、む
しろ窒息化し空洞化してしまうことはドーナツ現象としてよく知られている。
これは都心部が全周を市街地で固まれて、都市の膨脹に応じた自然な発展を制
約されているためである。したがって都心部の周辺の一部をあけ、その方向に
都心部自体が膨脹できるようにすれば、都心部・問辺部がバランスのとれた生
長をすることができるであろう。
コンスタンチノス・ドキシアデスの「ダイナポリスDynapolis」は、こ
のような発想にもとずき、都心部を通る発展の軸線を計画し、その車曲線方向κ
治って都心部自体の発展も許すという構想で、既成都市の都心部再開発にも、
新設都市の計画Kも適用できる点できわめて現実的・具体的な提案として注目
された。
ブラジルの新首都プラジリア（ 1 9 5 6年以降）は一見十字形をしているが、
実は線形プランの組合せより成るもので、直線状の官庁衡の軸と、弓なりにカ
ープした高層アパート街の軸が交差し、その交差点付近K高層のピジネス・セ
ンターが設けられている。これら 2本の軸はいずれも線的κ発展拡大する余地
があり、その南北にやや離れて建設される住宅地も線形で、やがて高層アパー
ト街の軸となる高速道路と交差することが予定されている。
このよう K、過去の都市あるいは都市計画のように都市を静的な固定したも
のと考えず、絶えず変化し生長する動的なものとみなした時、またそうみなさ
ざるを得なくなョた現状では、線形都市は都市の生長問題を解決する最も実際
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的手段として浮ぴ上ってきており、最近の計画に大きな影響を与えている。
〔桐敷真次郎〕
〈参考文献〉
1 ）伊藤察隊荷「都市史」、建築学大系2 「都市論・住宅問題J彰国
社、昭和 44年
2) Fran ~ o i s e Cho a y • The Mo de r n C i t y : 
Planning in the 19th Century,Nen York 
1969. 
3) Norma Evenson‘Le Corbnsier:The 
Machine and the Grand Design.New York. 
1969. 
4) Thomas A.Reiner, The place of 
Ideal Community in Urban Planning, 
1 9 6 3 （邦訳「理想都市と都市計画」太田実研究室訳、日本
評論社、昭和42年）
ダイナポリス DynapolisCドキシアデス）
Constantinos A.Doxiadis( 1913ー ），
Architecture in Transition,London,1966 
（邦訳「現代建築の哲学」長島孝一訳、彰国社、昭和42年5月）
コンスタンチノス・ドキシアディスはギリシアの建築家で都市計画
家。アテネ工科大学、シ守ノレロ pテンプJレク大学に学び、古代ギリ
シャ建築の視覚的効果の研究Kよって学位を得たのち、都市計画κ
転じ、 1937-44年にアテネ首都圏の都市計画の主任担当官、
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建設省の都市・広域計画局長、アテネ工科大学講師などを歴任、第
二次大戦後は復興局事務総長、国務大臣をつとめたが、 1 9 5 1年
政治的な理由で大臣を辞任、オーストリァκ亡命、 19 5 6年ギリ
シアK戻り、友人ととも K都市計画事務所ドキシアディス・アソシ
ヱートを設立、中近東諸国の都市計画を受注、現在70 0人の所員
を擁し、 30ク国Kわたって活動している。ドキシアディス・アソ
γェート所長、アテネ工科学院院長、エキスティクス大学院院品
現代の都市生活はいわばひとつの「悪夢」である。この混乱の主な原因は、
われわれが過渡期κあり、現代の一般的様相が建築と都市に反挟していると見
るべきで、歴史上はじめて建築の様式とファ yγ ョンが混同されてしまってい
る。現代建築はいわば「過渡期の建築Jにすぎない。建築が時代に対する適応
性を欠き、適切な奉仕をしていないとLづ事実には一般的な原因がある。
まず第ーに人口の爆発的増加と建設活動のテンポが釣合わない。また誰もが
建築の質的向上を望むのに、建物に対する量的な需要が、経済の成長を上廻っ
ている。つまり人口が年間2%増、所得力＇ 4%増加し、建物の置換率を 1%と
すると、建築需要はざっと年間 7%の増となるからであるa また人間と自動車
の問題が不平等Kなっている。また工業と技術の進歩とともに、建築は伝統的
建築と工業的建築とその中間の雑種建築とに分裂してしまい、しかも社会の要
求が急速に変化するのに対してどれも十分な融通性をもっていなL、。しかも建
築家の手によって建てられる建築は、最も率の高いイギリスでも全建築量の40
%vcすぎない。たとえこの40%の率でも全世界で 11 0万人の建築家を必要
とするのK、現実Kは世界の建築家は 15万人しかいなL、。建築家は世界中の
建築活動の総量のわずか5%、都市空間の総量の 10 0万のーも取り扱ってい
ないし、まして質的な問題Kはわずかしか関与していない。このような状況下
では都市が生活環境として劣悪化してゆくのはむしろ当然である。
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したがって、現状に対する対策としては、建築家の数を増すとともに、建築
家が伝統的なマスターピノレダーの役割を再認識し、デザイン的側面ばかりでな
く、建築的創造に関するすべての条件の統合者Kなることが必要である。また
建築家が新しい生活様式、生活法、生活の工法などが開発されている産業・政
治・研究・教育の分野K進出してゆくことが必要である。このためには建築家
は建築創造K責任をもっ科学者・芸術家として十分な知識をもち、現在よりも
幅広い教育を受け、都市計画家、経済専門家、社会科学専門家、デベロッパー
をひとつのチームとして統合してゆく能力を養成しなければならない。
都市に対する考え方も全く一新しなければならない。二世紀ほど前ま叩主都
市地域はぜいぜい数十万人、普通は十万以下という小規模なものが通例であっ
たが、この一世紀に状況は一変し、古い都市も城壁を破って田菌へと拡大し、
その変化のスピードは著しL、つまり時間という無形の尺度がしだL、に重要度
を増し、都市は四次元的な動的なものKなった。この事実を十分理解していな
かったことに今日の都市計画や建築がほとんど無効に終っている原因があるn
建築家も都市計画家も無意識のうちに静的な都市を想定し、誤った軌道の上で
仕事をしてきたのである。
必要なのは限界のある静的都市ではなく、動的都市ータ．イナポリスDyn-
apoli sである。これは成長可能で、常に新たな中心部と近隣住区を生みだ
してゆけるようなシステムをもった都市である。過去の都市は、都心部とその
周辺の住居地区とL、う二部分から成立つていたが、これでは周辺部の発展が中
心部の発展を制約するので者ル心部の窒息を招く。これを避けるため、現代の大
都市は一方向のみに成長するようにコントロールすることが重要で、これによ
り中心部と周辺部が常にバランスを保って成長変化することが可能Kなる。
このような発展軸を設定されたダイナポリスは窒息死することなく抽物線状
に発展し、やがてそれに対応する直線的な形態をとるようにコントロールされ、
計画されるようになる。これは単なる理論だけでなく、すでKスー ダンのハノレ
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トゥーム、パキスタンのイスラマパード、アメリカの首都ワシントンで実際に
試みられている。
都市全体に対するタ・イナポリスの原理の適用と同時に、個々の建築K枠組を
与えるとLづ問題は「人間企区」の単位を適用することによって解決される。
人間住区は都市全体を形づくる基本的単位であり、建築が機械に妨害されずに
人間同志の直接的関係を保ち得るとLづ最大限の大きさの単位を意味する。こ
れはダイナポIJスのまっただなかで、人間的尺度を確保する唯一の方法である。
人聞がその住区の主人公であるためには住区の大きさは最大限2キロ半、理
想的には約 1キロから 1キロ半の四辺形で、近隣住区やコミ且ニティで基本的
に要求される機能のみでなく、学校、商店街、小公園、ソーγャルセンターま
で1キロ以上歩く必要がないようにする。自動車はサービスのため住区内Kは
いってゆけるが、単に住区を横切ることはない。自動車は住区の外では高速に
走り、住区内では緩速で走る。
過去においては人間住区をつくるのに特K努力する必要がなかった。それは
都市の構成要素すべてがすべて人間尺度に合っていたからである。ところが現
在はそうでなくなっているので、動的都市構造の一部として研究されねばなら
ない。都市を住区によって組織だてる仕事は、純粋に建築家の仕事ではないが、
建築家が交通工学者、経済学者、都市地理学者、景観計画家の助けをかりて果
すことができる。
人間住区のなかでは機械の美学でなく、人間の美学が支配ぜねばならない。
歩行者が主体となる人間住区では、建築芸術の価値は昔のまま残される。建築
的尺度は住宅や中庭のような建築空間だけでなく、街路、広場、公園にまで及
ぼされる。人間住区は昔の街区に代って未来の都市の基本的枠組となり、こう
した人間住区のみが車の洪水のなかに埋没してしまいそうな建築の基盤を救済
できるのである。都市の発生と成長は非可逆的なものであり、たとえば建物の
屋上に自動車を走らせるというような案は、未来の都市よりむしろ過去の都市
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にうってつけの解決だといいたい。
人間住区の基本的単位は一家族の住む住居であるが、これもいわゆる「成長
する住宅Jとして、一家族の自然な段階的成長を許容し、増築あるいは分割の
容易に行えるシステムを考える。必要に応じた大きさの住宅K住めるように、
住宅を唱 00 0戸与しkの群として考える必要があり、さらに後進国では先進国
よりも多種多様の住宅を用意ぜねばならない。これに対し、記念的建造物はシ
ンボル的機能と実際的機能をもつが成長する性質をもつべきでない．そうした
例外を除いて、標準化の必要は全般にわたるものであるから、プレハフ・部品の
技術は当然進めねばならず、プνハプ部材の数はまずまず増加し、プレハプさ
れる単位はますます大型化されるであろう。
偉大な建築を生みだした時代にはいつでも、建築が時間的尺度をもっている
ことが直感されており、人聞がその建築や建築群のなかを歩きまわるシークェ
ンスが巧みκ計算されていた。時間の概念は古代ギリシアの建築以来、建築的
総合における最も重要な要素であり、正常な建築的総合は決して完成されない．
それは人間と同じように生命をもち時間ととも変化する。例外的にこのような
総合が完了した場合、たとえば古代ギリシアや日本に見られる記念的建築群な
どでも、時間の観念は間接的に伝達されている。どんな場合でも時聞は建築の
空間体験に必要であり、それがなければ建築は絵画・彫刻になってしまう。近
代建築の空間や表現が静的な性格を帯びているのは誤ったアカデミズム、誤っ！
た記念性追求、創造力の沈滞の結果である。
しかし、建築に関する限り、その実験段階は終ったと思われる。われわれの
世代に発展した理念が成果をあげるまでにはなお一世紀かかると考えられるが
常に現代的であらねばならぬ建築も、その基本的・本質的なものを追求してゆ
けば、それは必然的にある種の基本的・伝統的な型へ、自然的・必然的な様式
へと回帰してゆくものである。したがって、未来の都市における建築および都
市の構造は、その主要要素として国際的性格をもち、末端的な空間では地方的
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伝統的性格をもつであろう。ダイナポリスは個々の文明がもとから内蔵してい
る価値を保存し、世界中の国々の固有文明を抑圧することなし自由な基盤の
上K諸文明の融合を成就して、ひとつの世界文明を築きあげることにつながっ
てゆくのである。 〔桐敷真次郎〕
〈参考文献〉
】) Do x i a d i s , C . A . , En t o p i a , B e t we e n Dy s t o・
pia and Utopia,Hartford,1966 
（邦訳「エントピア」長島孝一訳、彰国社、昭和 44年 6月）
2) Doxiadis,C.A.& Douglass,T.B., 
The New World of ITrban Man,Boston, 
1965.（邦訳「新しい都市の未来像j樹す英一訳，鹿島研
究所出版会）
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第4章動的都市E，発展変化する
不定形超大都市
衛生都市
近代都市計画の起源は，産業革命による都市の変ほうにある。産
業革命κよる都市人口の急速な膨張は都市の過密と極端念スラムを
生みだし，産業革命の所定である各種の機械と設備の発明と普及は
都市の風景を変えていった。都市の汚濁と醜悪化，とれらκ対応す
る手段は衛生と造形である訪う衛生問題がよ島切実であったととは
い5までもi5:v. それゆえ，近代都市計画の発端は都市の衛生化か
ら始まったのである。
産業革命が最初κ行われたイギリスで凶 18 0 0年から 18 5 0年までに
人口が倍増し，次fl)6 0年間κそれがさらκ倍増した．とれは都市人口の急増
と念ってあらわれた。たとえばマンチェスターとリバプール念ども 18 0 1年
Kは人口 5～10万の小都市であった内 1 8 4 1年はいづれも 25万を超え
た。と。聞の急増ぶbをマンチェスターを例κとってみれば， 1 8 1 1年から
2 1年までの 10年聞に40.4＂＇の増，さら κ次の 10年間で4z 2 t/J<D増と
いう具合であった。
初其臆業者日市になける労働者の悲惨孝生活κついてはすでに知られているが，
近代産業都市が生みだすすべての危院過密，過度。貧民主犯罵不備宅高
い死亡率念どのオかで，当時の識者を最も憂慮させたのは下層階級。道徳的退
廃と病疫であった。たとえば犯罪者。巣くう暗黒街。存在は格Jjl斯しい問題で
は念かった沙もそれがすぐ失業者群を吸収して前例<Di5: ＼／＞大き者ものに発展ナ
一？？ー
ることが問題であった。失業者売春場泥穐アル中患者。集合する街区は
誰一人掃除をする者も念い。どの家も部屋も不潔7j-人間で充満し，換気も念〈
悪身C満ち，戸外は糞尿だらけであ九ゴミは山をなし，下水の不完全から臭
気がたちとめている。こうしたスラムがあらゆる種類。病気と犯罪。根源と念
った。
1 8 4 0年のある報告Kよると，グラスゴ－l'Ci;-ける死亡率は 18 2 1年に
は39人(IC1人であったカう 1 8 3 1年Kは30人κ1人， 1 8 3 5年κは29
人κ1人， 1 8 3 8年には26人(IC1人と在った。また10オ以下の子供。死
亡率は 18 2 1年κは75人κ1人だったの同 1 8 3 9年には48人に 1人
と念った。 ζれによヲて，大都市の環境悪化。状態か端的κ知られよう。
とうした事態κ対して警告を発した識者はすでに 17 9 0年代からあった九
それが一般に認識されるように念ったのは 18 3 0年代κ左ってからである。
イギリス議会報告書に「公共道路K関する委員会報告」が掲載されたのが
1 8 3 3年（ 1 5号）であ九「イングランド・クエールズの都市κ関する王
立委員会報告」が18 3 5年（ 2 3号），「都市の衛生状態に関する委員会報
告」が 18 4 0年（ 1 1号），また「英本国κbける労働者人口の衛生状態調
査に関する救貧法委員会報告」が18 4 2年κ出版される者ど，報告書の表題
も急速に具体的に念ってくる。
しか」都市の律性問題の深刻さについて人々をめざめさせるのκ最も大き
念功績があったのはウィリアム・アァー（Wi I Ii am Far r ）とエドクイン
・チャドクイタク（ Edwin Chadwick, 1800-1890）とジョン
・シモン（ J o h n S i mo n ）であった。たとえばア 7ーはその惨ヰ犬を示ナの
に市民の平均寿命を用いた。ナ念わち，イングランドとウエールズでの全国民
の平均寿命は40.2オであるが，南部田園地帯。サリー県ではとれが45お
逆にロンドンでは37布 リバプールでは26布マンチェスターでは24.2 
オに過ぎないというのでるる（ 1 8 4 1年bよび43年の報告）。ファーはこ
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のよう念強烈念印象を与える統計的報告を40年間にわたって提供しつづけた。
チャドクイタクは都市の質を判定する真の基準はその衛生状態にあるという信
念を抱あ都市衛生の調査と改善κ半扱紀を捧げた。彼の調査項目は河川・運
河の状態，大気の状嵐物質の輸送状況，水道の水品食品。質と量，スモタ
久人々の精神状態死亡率そうした状況と法規との関偽者どκ及んでい
る。シモンは18 4 8年にロンドン市の衛生官と;z!J, 1 8 5 8年κは枢密院
傾注局の主任医務官と念って， 1 9世紀後半。衛生改革の実際上。指導者と者
った。
ζれら三人の人物を中心κして』多〈の専門家と慈善事業家たちが， 18 5 
0年ftから約30年聞にわたって努力した結果，ょうや〈近代都市κ最J、眠度
。健康伏態を保証するようえE衛生施誌衛生組織が整備されるよう f'C~ ったの
である。最初の都市計画法の成立までKつ〈られた以下の法律を見れ時都市
問題。中心が衛生bよび住宅問題κあったととは明瞭である5。
18 46 Nuisances Removal Act 
1 8 4 7 Towns Improvement Clauses Act 
1 8 4 8 Pub Ii c He a I th Act 
( C en t r a I Bo a rd o f He a I t h設立）
1 8 5 1 Common Lodging Houses Act 
Labouring Classes' Lodging Houses Act 
(Lord Shaftesbur yによる最初のHous i ng Ac t s) 
1 8 53 Common Lodging Houses Act 
1 8 5 5 Nu i s a n c e s Remo Va I Ac t 
1860 Nuisances Removal Act Amended 
1 8 6 3 Nu i s an c e s Remo v a I Ac t Amend e d 
1866 Sanitary Act 
18 68 Artizans' and Labourers' Dwelling Act 
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1 8 7 5 
1 8 9 0 
1 8 9 4 
1 9 0 9 
Pu b I i c He a I th Act 
Artizans' and Labourers' Dwellings 
Improvement Act 
Ho u s i n g o f t h e W o r k i n g C I a s s es Ac t 
London Building Act 
Housin& Town Planning, etc., Act 
（最初のTown PI an n i ng Act) 
都市の衛生状態を改善するには，上下水道0完備道路の舗装と同時に不良
住宅0除去るるv.は改善E比較的良質す労働者住宅の供給が不可欠であるとと
は早〈から知られてbb，とうした事業はすべて慈善事業家。運営する民間企
業κよって行われた。その最初のものは18 4 1年に現われた。以下，ロンド
ンにかける主念ものを列挙しよう。
1 8 4 1 
1 8 4 4 
1 8 5 4 
1 8 6 1 
1 8 6 2 
1 8 6 3 
1 8 6 8 
Metropolitan Association for lmpro 
ving the Dwellings of the Indust-
rious Classes 
Society for the Improvement of the 
Condi ti on of the Labouring Classes 
Marylebone Association for lmprovi 
ng the Dwellings of the Working 
Classes 
London Labourers' Dwelling Society 
Li mite d 
Peabody Trust 
Improved Industrial Dwellings Co. 
Artizans', Labourers' and General 
Dwellings Co. Ltd. 
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とうして18 7 5年までの30年間t:26,000人が収容された科 ζれは
当時のロンドンの半年聞の人口増加量程度にすぎ者かった。 18 8 4年κは
3 2, 4 3 5人が収容され， 19 0 5年κは？つの住宅会社が約 12万5千人を
収容するまでκ発展した。念かんず〈最後Kあげた「アーチザンズ社」は一社
だけで計112havc及ぶ団地四つに42, 0 0 0人を収容するという実績をあ
げている＠しかし， ζのよう念努力と発展をもってしてら大ロンドンの人口
増加K対しては焼石に水の感があった。ナ者わち， これら民間団体の力では大．
都市の住宅問題はとうてい解決でき者同ζとが明らかκ＊った。 ζれらの団体
や企業が多〈のスラムを除去！..－，よbよい住宅を提供したのは事実である。し
かし，除去されたスラムの住人はとれらの新住宅κは入れ式さらに手近念最
低地区κ移住し，そとを過密にして同じようオスラム地区にしていった。つま
九 ζのよう者形。住宅提供は結局最下層。人を救えオい<DI:,若干の改善κ
は念る持都市問題。根本的解決κ~ ら念かったといえる。 ζれは今日の各凪
の住宅政策にもまだひんばんκ見られる光景である。
イギリス VCl>~ける事業家の常として， とれらの住宅会社は，営利事業で;7V.
にしても採算がとれるととを前提としていたので，その善意と努力にもかかわ
らず，住宅の水準はむしろ下降していったのである。とれを解決するためκは，
市そのものが公的考資金で住宅供給を行うよ bほか宕かったのだ内イギリス
ではそタした考えに対する反対が根づよくあって，国民の自立心を阻害するよ
う念公的住宅の供給は無用であ九望まし〈考いとみきされていた。 18 8 0 
年代κ至っても，住宅事業家の問で崎市民の関心が住宅問題κ集中しつつあ
るらしおそれは必ず解決されるといタ信念が支配的であった。むしろ住宅会社
の業績が過大視され，供給過剰に陥いるpでは者いかという不安の方が大きか
ったようでるる。
しかし念がら，住宅会社。活動ぐらいではとうてい解決され念いという現実
が18 9 0年に至って理解されてきた。ナ念わち，との名古川シャーフツぺ
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リー卿の法律の諸条項を改正して総合的考「労働者住宅法jが成立し，はじめ
て地方自治体による住宅事業が軌道にのった。たとえばすリー県のリタチモン
ドでは55戸／haという密度で建て，ー蚤ー週あた.l11シリング5ペンスと
いう低家賃を実現した．とのように，地方自治体が住宅問題解決κ乗b出すと
いう画期的念変化によって， 18 90年代には官庁がとの問題を諺院しはじめる
ように念ったが，それはそれまで個人の事業家が能率悪〈，小規模凡しかしき
め細か〈クース・J吋・クースでやっていた仕事を，大規模κ能率よししかし
官庁的オラフさと湖句公平さで行わねば念ら念いととを意味していた。それは
官庁がよb大き念法的強制力をもち，まえよ b豊か念財政的基盤をもっとと，そ
してそれらを法的に裏づけ念ぐては念ら念いととを意味していえ。
ロンドンκついていえば，ロンドン・カクンティ・カクンシル（ L ・C•C ）が成
立したのは 1889&:手であョたが，成立早々からスラム・クリアランスが大き念仕
事と念九したが，てスラムから追い出した人身を再収容するための建設をせ
ねば者ら念かった。 L・c・Cはいやいや者がらとの仕事を10年間つづけたあ
げιょうや〈単κ再収容するだけで念し住宅を余分κ建て，その家主と念
るととをしぶしぶ決意したのであって，それでもL・c・Cが1913年までκ収
容した55,00 0人のタち？害脚本スラム・クリアランスで追い幽された入々であった。
アタシ晶ヲースは， bそら〈南阿戦争が都市＠衛生状態改善の必要を最も切
実に指導者層κ認識させたろうといっている。それは者t5市の青年層が不健康で，
寧隊の要求する基準κ達し念い者が高い比率を示したからである。ま九列強
。経済競争が次第に烈しぐ~って，商工業の発展が奨励され，それに伴って莫
大者工費が道路の拡張κ投じられた。 19 0 0年代<l)1 0年間κ道路挺援と広
場建設のために5億ポンドが費さ九たともいう。そのため，道路を重輸送道路
と一般道路その伽C分け，また配置を考え，工費節減を計る必要があった。ま
た広場・緑地・小道・民家者どの環境波壌が目立ち，その対策として夢枕念公
園や縁地の設置，樹封，河川浄化~どの処置が必要と~っ九さらに住居・オ
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フィスの密集化と高層建築物の増加κよって日照権問題がひんばんに起ってい
た。とれらナべての問題。複雑念からみ合い叫もはや大都市の衛生陪題は単
者る衛生問題としては解〈 ζとができちょ b大規模で総合的念「都市計画」
として解決すべきととを示していた。す念わち，
1 ）大通b，道路小道の陪題，幹線道路の閉豊島分岐など。
2）建築，その他各種構築物。
3 ）広場・公園・庭園。
4 ）文化財bよび自然美の保存。
5）下水下水道年汚水処理。
6）照明。
7 ）上水道，用水。
8 ）以上のため必要念工事また以上の工事のため必要と念った工主
幸いκして，イギリスにはモデル・グィレヲジ，ガーデン・サパープ（別項
参照）の伝統がる丸またハワードの田園都市（方l踊参照〉κよって，とれら
の諸条件を関係、づけ，体系化する基礎が築かれていた。 19 0 9年の都市計画
法はとのよう念背景のもとK成立したのである。しかし，イギリスの都市計画
。重点が衛生問題。解決にあるととは変b~IA し，広い意味での「衛生都市J
あるいは「健康都市Jが近代都市の基本であるととも変ら念いであろう。
【桐敷真次郎〕
〈参考文献〉
1) Ashworth,Willi 叫 The G e n e s i s o f 地 der
n British Town Planning Londoq 1954・
2 ) Os ho叫 F・1・， Green-Belt Cities;The 
British Contribution, London, 1946 
3 ) Bar I e 渇 M・~The House and Home, London, 
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1 9 6 3・
4) Chapma11 Stanley D・, The Hi story of Work-
in g－｛二lass Housing Newton Abb oち 1971
メガロポリス Megalopolis(J・ゴツトマン〉
Jean Gottman(1915- ) 
Megalopolis - The Urbanized Northeastern 
Seaboard of the United fitates, 1962（邦抄訳，
「メガロポリス J木内信蔵・石水照雄共訳．鹿島研究所出版会，
昭和 42年）
今日メガロポリスという言葉は様々の意味を担っている。古代ギリシアκb
hて凶メガロポリスはペロポネソス半島にないて紀元前37 0年にスパルタ
κ対抗して建設された，アルカディアの一大都市を指ナ固有名詞であった。文
古代ァνキサンドリアのユダヤ人哲学者アイロンは，われわれが生きている物
質世界をあらかじめ決定し命令を下す理念の都市があると教おそれをメガロ
ポリスとよんだ。現代の都市概念としてのメガロポリスの語は，通側句にはそ
の字句通bの解釈から「きわめて大きい都市」の意にも用いられている．ゴタ
トマンの云うメガロポリスは，その命名κあたってアイロンの云5メガロポリ
スからのインスピνー ションを受けてはいる坊主前述のメガロポリスとは全〈
異i1"る都市の概念を表わすものである。以下にゴヲトマンの云うメガロポリス
の概念について述べる。
ここでい5メガロポリスと出アメリカ合衆国東北地区の臨海部で起とった
特殊者都市化現象に対してゴタトマンが初めてそれに着目し，その地域を名付
けた名称である。合衆国のとの地区Kは 19 6 0年当時，大西洋岸に沿って人
口10 0万人を越える都市が5つも達者九又，各都市問及び， ζの都市列。
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内陸側κも人口20万～80万の多くの都市があって，それぞれがいわゆる大
都市圏を形成していた。各都市問はハイク zイ者どのあ盈網によって結ば九
ハイクエイ κ沿った地域κは連担する住宅やZ湯から成る市街地が形成されて
いた。そしてそれらの市街地の背後Kは森林・潜木・農地等で形成される農村
的景観が展開され， とれら近知的景観と農村的景観とがあたかもコロイド状K
混在している状況がみられた。又との地区で叫然外と大都市圏は重複・融合
」都市と簿外とは相互に浸透し合って，都市と簿外，都市と都市との境界出
は~はだ不明確に者ヲてきている。 ζ のよう者都市化地域κ辛子いてはその地域
を構成する都市の各々よbも，地域全体としてみる超大都市的観点κ立ってと
れらの現象を把握するのが適当である。そとでゴヲトマンは上記のよう念特徴
を示ナ超大都市圏地域に対」 メガロポリス~る名称を与えたのである。
ζとで更にメガロポリス0概念を明確にするためκ，アメリカ合象国東北地
区臨海部についてもう少し詳し〈その特徴をみてみるととにする。ゴヲトマン
がメガロポリスと呼んだζの地区は，北はニ且ーハンプシャー州南部から南は
グァージニユア州北部κ至る，東は大西料岸から西はアパラチア山脈κ至る，長
さ約60 0マイル（ 966Km）・幅約 30マイル～10 0マイル（ 4 8～ 
1 6 0 km 〉の地域（以下メガロポリスと呼ぶ）である。メガロポリスの面積
は53,5 7 5平方マイル（ 1 4万km'）で人口は3,7 0 0万人（ 1960)
人口密度は 70 0人／平方マイル（ 2 6 4人／路rf）と念っている。メガロポ
リスの大西洋岸κ沿うた地帯κは，人口・産業・その他の集中の上でメガロポ
リスの中核に念るよう＊ 5つの大都市民ポストン・エ品ーヨーク・アィラデ
ルファア・ポルチモア・ワシントンが北から南へ達者る。ポストンーワシント
ン問（約50 0マイル・ 80 0胎n）は国道1号線のハイクエイで連結され，
とのハイウェイ沿いに前記の市街地と農村の混合した景観がみられる。メガロ
ポリス内κはとの他にも上記5つの大都市圃の間及び内陸部κ位置して，人口
2 0万一80万人をかぞえる。多くの大都市圏が含まれている。 ζれらの都市
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はそれぞれの地域で核心地として作用L.，との核心地はメガロポリスの内部で
相互に競合すると同時に核心地間での機能。専門色分業化が進展して相互の
依存関係を強め，すべての核心地が成長するよう（＇（ i"った。とれに伴い各都市
域が拡大し，又各都市問。宛盈ネタトワークが整備拡充され，ネットワークκ
沿って住宅・工場等が分散して近知農村と混じb合川都市聞の間際を埋める
ようκ念った。とのようにして，大都市圏は互いに重複し，そ。縁辺では融合
していった。以上κ見られるよう念多核的構造と星雲状構造とがメガロポリス
の構造の特徴である。メガロポリスκないてもうひとつ指摘してbか念ければ
念ら念いのは，人口・事物bよび機能。著るしい集中とその多様性である。メ
ガロポリスの人口は， 1 9 6 0年現在合衆国総人口の約 1/5を占め，それを
構成する人種も白人・黒人をはじめとして，プエルトリコ人，ヨーログパその
他の各地からの移民と種々雑多であ弘又メガロポリスにはあbとあらゆる
産業がみられるばかDでさ子〈，政治，財民管理，マスコミ，料開。機能が
集中している。とれらは又そのままメガロポリス発展の原動力でもある．とう
した集中の結果，メガロポリスは合衆国国内はもとよb，広〈世界κ対しでも
政治，経済等K関する意志決定の中枢としてその影響力と重要性を増している。
メガロポリスはとのよう K，アメリカ合病盃東北地区臨海部の特殊~都市化
現象を示す地域K付けられた名称であるから，当然その普遍的概念としての妥
当性が問題にされるであろう。とれκ対しゴタトマンはメガロポリスを「時代
の新しい秩序」として，世界中の多くの地域でとのメガロポリスの概念が適用
され得るととを予見はしているカうむしろアメリカのメガロポリス（＇（ ;J:.~ける都
市発展のメカニズムの研究，すi"わちメガロポリスの都市化の一実験室長として
の価値を重要視している。今日イギリスやヨーロヲパ大陸にかいてメガロポリ
スの形成を指適している研究者もあん更に日本!IL:J:.~いても「東海道メガロポ
リス論J<D指適がある者どして，メガロポリスの概念のもつ普遍性を積極的κ
示そ5とする傾向がみられる。ゴタトマン氏自身指適しているようκ，メガロ
-10 8-
ポリスを空から眺めたとき大都市周辺を除〈地域は大部分森林~:l;>l>~われていて
て，人口密度。稀薄であるように見える治うその地域。生民の生活，裁業等を
分析するととκよって，その地域がよ b広い全体。地域と密接i-関係をもって
いるととが明らか~~るという．とれはメガロポリスが，単に形態。」二からの
類推からは把えるととができ者いととを示唆するものであって，今後のメガロ
ポリス研究の上ではその方面。十分考検討が要求されるζ とに考ろう。
【中村雅治〕
〈参考文献〉
1 ）石本照雄「Megalopolis の概念と諸問題 - Jean Go 
t tman nの Megalopolis 研究について」日本地理学会
都市化研究委員会資料， 19 6 3年7月，
2 ）館稔「日本~j;-. けるメガロポリスの人口学的研究序説 j 人口問題
研究，第94号， Pp 1～1 D, 1 9 6 5 
3 ）丹下健三「日本列島の将来像一東海道メガロポリスの形成」
地域開発， 11, PP2～九 1 9 6 4, 
4 ）丹下健三「日本列島の将来像ー 2 1世紀への建設J講談社，
1 9 6 6, 
5）日本地域開発センター編「現代大都市の諸問題」 ( 1 ）：！.~よび（1) 
1 9 6 6, 
エクメノポリス Ecumenopolis（ドキシアデス〉
Consantinos A Doxiadis (1913 - ) , The Coming 
World City: Ecume•nopolis, in Cities of Destiny, 
ed. by Arnold Toynbee, London, 1967 
ドキシアディスについては別項「ダイナポリス j参照。 トインピ－Kつ
いては別項「ヘレニズムの都市国家 J参照。エクメノポリスはド
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キシアディスが白身の主宰する Ekistics誌 19 6 1年 1a月号
の論説ではじめて使用した言葉で，英語の Universal City, 
す左わち世界都市を意味する。
未来の都市の最も重要念特色は人口の激増である．現在地球上。人聞が住
んでいるが， 2a世紀の終bまでvc7 a億以上，たとえ産児脅I.l長考どの対策が
有効κ行われたとしても 21世紀の終!Jvcは15 0億者いし20 0億の人口κ
念るだろうと予測される。
物理的K叫すべての居住可能地域を利用したとしても地球上vc5, 00 0 
億人が住めるが，そのためKは他。惑星から食料を運んでとオ〈ては~らをい。
とれはまず不可能であん地球人口の最大極限は50 0億人と推定される。最
小限20 0億，最大限50 0億の中聞をと丸 2 1世紀末までκ地球人口が5
3 5 0億κオるとして，その場合の農業人口を20億（現在のレベル）と想定
すれば，それは都市人口が 33 0億人と者ることを意味する．現在の都市人口
が 10億程度であるから， 2 1世紀末の都市人口は実κ現在<D3 3倍に達する。
都市が膨脹するにつれて，都市化地域の人口密度はむしろ低下するので，都
市人口が33倍κするという ζとは，都市化地域の面積が60倍すいし10 0 
倍l'L，...るとい5ととである。とのよう，...ととが起れば，世界の大半の都市は互
いに接続されて，世界的考広がbをもっネグトワークκ者らざるを得宕い。ナ
~わち，ただひとつの世界的zy広がb をもっ都市ができるわけであん ζれは
世界都市，す~わちエクメノポリスである。
とうした傾向は何ら新しいものではすし 17世紀に都市が城壁外K膨脹し，
近隣の村落を吸収L-，他の都市を併呑していった時から始まってbb，現在。
メガロポリスに見られるように何百キロにも瓦ぷ連続都市をすでにつく b出し
ている事態。延長であるκナぎ考い。
と＠エクメノポリスはその内容治~様で者凶ものに念るだろう。静的考古典
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的オ都市では，都市は相互κよ〈似てid1，共通点が多かったが，エクメノポ
リスの各部分はその生成。事情κょb，互K異った性格をもつよ勺l'L＊る。あ
らゆる方向K広がってゆ〈大き君子面的君子広がbをもった地域群と，それらを結
び合せる比較自鎌田い線的念部分とができる。とれは未来都市に作用する三つの
力が合成される結果そう~るのである。その三つの力とは，まず既存の都心部
へ人々を惹きつける力， ζれは今後もいぜんとして作用しつづける。第二に，
主要念あ邑路，す＊わち鉄道・道路・運河κ沿って人々をヲ｜っばってゆ〈線的
念力。第三κ，美しい場所，居心地よい場所κ人々を惹きよせてゆ〈力がる！＞，
海岸・湖~ど景色のよい地域へ人口を呼ぶ力が働〈。
もし従来。都市κ人口にして33倍，面積κして60倍＊IAし10 0倍とい
うよう者膨脹が起ったらどう者るか。とれは同時にそれだけ自動車や機械が増
大するととを意味し，都心部はたちまち窒息してしまう。また都市は自然環境
を破壊し念がら拡大する。今日見られるブルドーザーの猛威はさらに烈しいも
のκする。農薬はさらκ大量K用いられ，石材・木材その他の資源はよb多量
κ消費される．空気や水は汚染され，環境は悪化する。とれがエクメノポリス
の建設途上で支払わねば者ら考い代償である。
まえエクメノポリスο生活は人聞を現在以上κ混乱させるであろう。す者わ
おまず都市の大きさと広がbが理解や把握。限度を超えてしまう。人聞は移
動や輸送や通信を全〈機械的手段K頼ら念〈ては念ら念いよ5に者る。社会も
混乱する。現在でも大都市0行政はうま〈いってい者いし，特κ青少年の非行
＊どの社会現象は解決つ沙諸君子＜1jる。都市を近代化する過程で，都心部の三分
。ニは道路と駐車場κしてしまわ宕ければオら念いというよ !i＊ととが起る。
現在。対同は新しい摩天楼と古レ首都市の遺物であるスラムとから成立つてい
る九都市はとれからますます醜悪化してゆ〈。道路は人間の通路とい5よb
軌道K近〈，公共的考広場や公園はよb乏し〈考ってゆ〈だろう。
とのよう者生活環境<D＊かでは，人聞はますます建物<D＊かに閉じともるよ
'vc念b，建物はますます閉鎖的vc＊＂って，外界からの騒音や媒煙や汚染空気
を遮断するように変化し，人々は外界のととにできるだけ関心をもた念いよう
に出舌する態度を身κつけるように考るであろう＠とれば文化的衰退である。
したがって，従来。都市は変ほうせざるを得者いレ，改造されざるを得者い
し，適切に処置すればエクメノポリスを必ずしも悲観的K見る必要は念い。
最も重要者改造は各都市に今後の成長。方向。軸線を設定したダイナポリスの
性格を与えるととで， ζれによって者j)心部＠窒息を救い，また既存の文化財を
救うととができる。すでκ膨糠しすぎてしまった地域はできるだけ急速に国定
化し，静的＊＂地域 κ変え，人口を新しいセンターK誘導するようκするのであ
る。とのよう考手段をさまざまに行って，来るべきエクメノポリスをできるだ
け快適念都市とするととが必要とすっていゐ
エクメノポリスはさらK膨脹するであろうか。すでに述べたように地球上。
龍息というととには極限があ丸最大隈4世紀間膨脹した＠ち，エクメノポリ
スは世界的考広がbをもった静的＊＂世界都市として成長を停止する。 ζ＠時，
エクメノポリスは既存のほとんどすべてο都市を包含し，すべての平原や伐
海地湖畔，河岸を埋めつぐしている．エクメノポリスの形態を決定するのは
「水Jel存在であんすでに海水から塩分を除去する施設も発展しているので
あろう。
ナ＊＂わらエクメノポリスは二つの段階を経過する。第ーの段階は（ナで κ
現実κ起っているが）ダイナミタク者成長。時期であ九原始的オ形からよb
発達した形κ変ほうしてゆ〈。しかし，それが最大限の人口と地域K達すると，
もはや都市は拡大するとと＊＂ （，全体の人口や経済や機能にとって必要オ小規
模者調整や改造を行うだけの段階κ到達するοである。とうしてエクメノポリ
スは静的都市として完成する。
エクメノポリスの中心部分は，人口を最も多〈集められる地域ナ＊＂わち気
候のよい水資源。豊か者平原地帯tci.~ 治寸L るよう κ者る。とれらを結ぶ都市は
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各種交通路K沿い，また地下仇海底トンネ内空中刻廊~どの働C治って形
づ〈られる。エクメノポリス＠網の目は，多数の大き~中心地や小さ宕中心地
から成b，人口 1億程度の最大中心地 50 0万から 1.0 0 0万程度。中級中
心地から，小は現在の近隣住区並のものまで並んで，ひとすのヒエラルキーを
形づ〈る．ぃ〈つかの刻、中心地は行政・運輸・生産・文化・レジャ－~どの
あらゆる機能をもつが，他。小中心地は専門化された機能，たとえば高等教育，
文化，娯楽のセンタ一考どに~る。
とのよう 1j形℃エタメノポリスは過去の都市よ b もはるかκ民主的~都市
と念る可書挫がある．世界都市であるというととは始まbも終bも国境もオ〈，
唯一の首都というものも倉〈，世界政治の中心をアフリカ ~i."- （とともできる。
大中心地ま世界中から人材を吸収するととができ，人々は仕事と好みκ応じて
自分の場所を定める ζとができる。
自然。風景や空気や水のよう考自然的要素の保存は，エクメノポリスではま
すます重要にきって〈る。 1jぜ1jら多〈の地域bよび多〈の面で，われわれは
資源の限界に直面するととで， どれだけの自然を残すかは，生産K必要考面積，
自然保謝亡必要オ面積， νジマーに必要1j面積，大気中。酸素・水素・窒素。
バランスを保つκ必要1j面積1jどから算出される。保存地域は何種類かκ分類
できる吟まづ最も美しい地域，最も生産力のある地域，建設が経済的κ高価
につ〈地域:Ii" どがあげられ£うが， ζれ悶~や大小もさまざま孝もの~＊るは
ずである。大は大洋や大潮から，小は公園や庭園にまでわたるであろう。
ニEクメノポリスκ住む人聞は，とれまでのよう念近代人では念〈念るであろ
う。理想。タイプとして古代ギリシア人。ょう念人聞が考えられる。とれは単
κ文明。交差点~住み，普遍的念理解力をもち，国際人であるというととだけ
で1jし肉体と精神の健全含バラYスを保っととセ現代の世界。求める方向
が地中海・フロリダ・カリフォルニア1jど地中海的宕ものに向っているととを
考慮している。もちろん，エクメノポリス＠住民はあらゆるタイプの人頭を包
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含している吟エクメノポリスがひとつの普遍的世界都市である以上，代表的
タイプとして最も普通的念へνニヲクの理想、がふさわしい。
しかし，エクメノポリスは人聞の発展をあらかじめ規定するものでは者し
また社会の発展をもあらかじめ規定するものであっては念らオい．それは将来
発展するかも知れ念いどのよう孝社会κ対しても物理的念容器として働かねば
君子ら者い。エクメノポリスにないて， どん~政治組織が生き残るかはまった〈
判ら念いのだから，エクメノポリスの将来を考えるにあたって，政治理論を基
礎κして考えるとと念〈，将来不変のまま残ると思われる特色や形態から導き
出される考察κ もとづかねば念ら f.r~。たとえば人間というスクールは不変で
あるから，都市のスクールを考えるに当って，有機的考考察から抽き出される
大きさを考えるというととである。人聞は一定。大きさの近隣地区やコミュ ζ
ティを形づ〈る性質があ丸一速のシ冨ッピング・センターがとれに対応する
というととオど，エクメノポリスの社会を自由に発展させるためには，自然環
境を尊重すると同様K人間の社会生活。基本形態を尊重することが重要と考る。
交通難はエクメノポリスの最大の難問題で，移動する人間と物資の数量は現
在と比較κ念らf.r~。エクメノポリスは当然新しい輪送システムを必要とする
放ちとれはあらゆる種類。交通機関を地下κ配置してゆ〈というととに念ろう。
大量輸送機関と個人の輸送機関は両方とも必要であるが，いずれもトンネルを
利用するようにf.r!J，レーダー操縦装置をつけて売量事故や売量混乱を避ける
ようκ考る。
都市の施設も，水逸下水道，動力源だけでf.r（，ほとんどすべてが地下K
埋設され，地上は人間と建物κ明け渡される。それκよって， ζれまでの近代
都市では失われかけ，忘れられかけていた鐘築芸術の重要性が復活し，機械に
圧倒され，建物(l)f.rかにしまいとまれていた美術が再び街頭κ復活するようκ
念ろう。自然環境は保存され，つ（ !Jかえられて，建物の背景とf.rD，建築は
実用的であるだけでを〈文化的環境を形づ〈るものと者る．エタメノポリスを
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とのようオ都市にするととも， もし人聞に対する配慮が十分κ払われれば可能
である。
現実κ予想されるエクメノポリスの初期の形態はアメリカ東海岸のポストY
からワシントンκ至るいわゆるメガロポリスだけで念〈，五大湖地方Kよb大
きオ可能性がある。 ζれはよb水資源κめぐまれているため1 セント・ロー
νyス河とミシシタピー河κまたがるメガロポリスが出現しよう。またロサン
ジ且ルスからサンフランシスコκ至るメガロポリスも形成される。
次κ日本のいわゆる東海道メガロポリスがるb，オーストラリア東海岸には
シド昌一，メルボルン，プリスペーンを結ぶメガロポリスが形成されつつるる。
中国ではシャンハイとハンチャクを中心κペキンからカントンκ至るもの，イ
ンドではガYジス河口のカルカタタからパyジャプのイスラマバードκ至るも
のが予想される。
ヨーロタパではライン河田干のデ a タセルドルフを中心として，ベルギー，北
フランス，ロンドン，グラスゴ－l'L至る線，またラインl'L沿って上九北イタ
リアのポー河沿岸を通bアドリア海に達し，バルカン西岸からギリシァκ抜け
る続また東κ走って，モスクヲを経てシベリアκ向5線が予測され， ζれは
γベリアを東西κ貫通したのち，沿海州と満洲を経て，中国と日本のメガロポ
リスκつオがることκ念ろう。
またアフリヵκ も大き~可能性がる b，グィクトリア湖を中心とするアフリ
カの大湖地方を南北に貫いて，南アフリカ共和国からローデγアを経て，ナイ
ル河口に達するメガロポリスが予想され， とれは地中海を超えてギリシアから
。ヨーログパ・メガロポリスの一環に接続される。
南アメリカでは，アマゾY河口のベレムから南下してプラジリア，サンバク
ロ，リオ・デ・ジャネイロ，モンテグィデオ，プエノスアイレスκ至b，そと
から西方チリーのサンチアゴκ達するメガロポリスが形成されよ九そのほか
にも無数。小グループが形成され，やがてそれら沙結合しあって，次第Kエク
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メノポリスは現実のものに~ってゆぐのである。
C桐敷真次郎〕
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歴史都市と保存
進行する巨大都市化時代K多〈の文化財を蔵した歴史都市はど
う左るか。とれらもしだいに近代化され，その価値を失ってしま
う運命Kあるのか。われわれはとのよう左歴史都市，文化財都市
K対する態度を早急、陀決め念ければ念ら~＼；＇＞。
都市とは人問。活動とともに生成・発展をとげ，あるいは高尽したbする
ものであるから，現在人々の生活の場であるというばかbで者〈，人聞の歴
史を物語る生きた証人でもある。そして，どのよう念道をたどってきたかに
よって弘現在その都市の呈する様相も異念っている。ローマ時代の軍団都市
κ起源を持ち今~j;~そのbもかげをとどめる都市，あるいは中世の弓魂則~
街路パターンを残す者¥I市，数百年にもわたって巡礼を集めてきた宗教都市
ルネサンスの自治都市，等々．また， 日本κ例をとっても，奈良・京都の他
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にもかつて城下町，門前町，宿場Tであった都市等，それぞれの成立要因，
歴史由姫緯を物語る都市が多数存在する。とうした都市では，そとに建つ建築
（その中κは，建築史的価値をもつものもあb，まえそうで念〈とも都市の雰
囲気をかもし出す上で効果のあるもの，あるいは史跡としての意味をもつもの
等が含まれる），街路パタデン， 自然的景勧ばかb で~（，人々の言葉づかい，
生活態度κ至るで，あらゆる要因がその都市独自の歴史的えだずまいを生み出
している。とうした都市を歴史的都市と呼ぶ。
歴史的都市は，すべての人類にとって貴重孝遺産である。個々の文化財は，
そ0地域の個性を表わす要素と~ってbb，人はそれぞれ自己をとbま〈環境
の中で自らの資質を磨き上げてゆしそうした意味で歴史的都市は大き念役割
を担ってbb，また私達は過去の文化遺産の中κ，人々がいかにしてよb良い
生活や理想を実現するための倉！民主工夫をとらしてきたかを学びとるととができ
る。歴史的都市は，否でも応でもそとに生きる人々の創造を醸製するための器
。役割を果たしてきている。歴史的文化遺産の全〈無IA環境での自舌は何とも
味気オ〈貧弱念ものであろうし，そタした所κ突然高度考文化が生まれるよう
考ζとはオい。伝統そのものが不自然すまでに崇められて創造の根を枯らす場
合もある。過去の文化遺産K対しては，常κ批判的考態度を忘れては念ら~い
と同時K，それκ対して新たするものを加えてゆ〈ととの意味を絶えず自らκ
問いつつ創造を進めてゆ〈ととが肝要だろ5。本来伝統と創造とは相対立す
るものでは念〈，新たに創造されたものゑうかつて創られたものと共に置かれ
る場合｝その調和を考えるのは当然である。それを無視してひとbょが！J<D不
快者環境を生み出すとしたら，それはもはや創造ではオ〈して破壊と念る。
今日，保存問題への関心が高まbつつるる背景として優れた伝統というもの、
。役割を鮒見して，開発のみがよ b良い生活をもたらすとの過信に基づいて突
き逸らで来たことへの反省が挙げられる。現代κbける開発出 19世紀以前
κbけるそれとは，量的κも質的にも格段の相違があb，その結果，歴史的都
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市を含めて歴史的文化遺怠自然遺産一般の破壊が目κるまるものと念ってき
ている。 ζとでひとつ考え者ければ念ら念いととは，とうした遺産は，一度失
すわれると，取b返すととがほとんど不可能だというととである。特κ歴史的
都市は，様々~時代の文化を包蔵すると同時にそれらがその都市~.!:1 <D謂和を
もって併存しているのであって，数百年，数千年κもわたる長い年月の積み重
ねそのものと言ョてよい。 ζれは技術をかたむけさえすれば一朝一夕にでも
つく bあげるととができるといった類いのものでは者い。今ζとで私逮が人類
。遺産を破壊しつ〈してしまったとしたら，それは人類。未来を失~うととに
もつ~がると言っては言い過ぎだろうか T
以下＇'1:歴史的都市と保存について述べよう。まず駒長諸国~i;>ける概祝，国
際協力をと bるけ：最後κ日本0場合を考える。
欧米諸国における保存の沿革歴史的都市
フランス フランスκbける文化財保護の歴史は古〈，早〈も 18 3 0年にか
~.!I 整備された法律・行政・技術組織を備えた保護事業が発足している。しか
し当初叫国家的にみて価値のある建造物が対象で，郷土史上の価値等からだ
けではとb あげられ念かった。とうした建造物にまで保護の手が及ぶよう κ~
るのは戦後のととである。そとK住む人々の精神形成等にかける古街区の役割
が認められるとともに，戦後急造された新市街への失望が古い街区へ呂を向け
させるととに~ったのである。~.；！；~，既に 1 9 3 0年の風致保護法及び19 4 
5年の法律によって面的保存が法制化されて凶弘前者によって，単体として
の歴史的・美術的・建築的価値はそれほど高〈念〈ても，集団として働成都
市景観を形成している場合はこれを保護できるように念った。また，後者によ
って，保護建造物から 50 0 m以内にある建物κついての増改築新築工事が許
可制vc~ った。
戦災κ加えて人口の都市流入による住宅不足を解決するため， 19 5 8年に
制定された都市再開発法によん老朽建物は取b壊しゃ改築を受けるととに者
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ったが， ζの頃，古い街区を保存しようという気遣が高ま丸 とれを受けて，
1 9 6 2年，保護街区法（マルロ一法）が成立した。とれκよって，文化，建
設両大臣例綻を受けた保護街区では，改修復旧工事が主と~D，保護街区の
ための基本計画九都市再開発法による都市基本法等に対して優先権を与えら
れるととκ者った。基本計画は専門家κよる建造協の調査κ基づいて作成され，
保護街区委員会の諮問を受ける。との基本計画κ反対の所有者は，不動産を売
却するか，強制収用を受ける。利潤を目的とし者い半官半民の混成経済会社
S • E・Mが事業主体とさr9, s・E・MCZ)技手柏旬指導にあたる協会SARP 
I （国家的価値をもっ不動産修理のための補助的会社）が市町村の同意を得て
事業を計画，運営する。通常，街区内に選んだパイロット・プロヲクについて
まず実施計百を作成し，工事を行者5。札との保護街区法に基づいて，パリの
守 ν一地区，リヨンの旧市心部，ペリグーの旧市心部等の事業が進められてい
弘
マレ一地区は17世紀K成立した高級住宅地であった内大草借以未有力
念市民が退いた後，貧しい市民が移b住み，さらf'C1 9世紀後半，かつての邸
宅は細分化されて低賃金労働者。スラムと化して行った。との地区κある 17 
世紀の代表的邸宅建築は改装整備をすれば十分使用出来るととがわか丸中庭
・庭園は復原整備の上，相互の連絡をつけて歩行者道路とし，地下に駐車場を
設けるとい5計画が立てられている。また，整備した邸宅b→日は文化会館・
図書館等として使用するととに念っている。現在900人パ1a とい5過密の状
態から，整備後は600/Vhはもってゆ〈計画であるの℃もとの人口付
は他。地区へ移転する必要が生じる。
リヨンは紀元前後κ遡b，現在の町の母体は紀元4世紀頃発生しているが，
1 6世紀K町が膨張した際市心か移動し，！日市心は中小市民の住宅地と念って
現在K至っている．そのため， 12～1 8世紀の保護建造物7棟他多数。邸宅
・住宅設喋っている。保存計画では，建物・中庭・庭園等を皇室備し，特に後。
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増築部分を取b 除〈。~ J;~，改修等で上昇した家賃を支払え~い者Kは，補助
金が支給される。
ペリグーの保護街区は 11～1 2 世紀の整備の他，活発~商業センターとし
て生きているととから，道路網の整備，自動車費量の制限に重点を置いているo
*.i.~，ペリグーでは現在環境悪化から人口は減少傾向にあるが，保存整備後は
6 0 0人の人口増を予定している。
イギリスイギリス~.；）：，~ける文化財保護行政は 1 8 8 2年の史的記念物保護法： e
院（始立まるが， 当時の対象は埋蔵遺風ストーン・サークル類κ限られていた。
19 0 0年の史的記念物保護法K卦いて，中世の建造物も対象に含められ，
1 9 1 3年，記念物の目録を作成，公布する権限が公共事業庁地方局長κ与え
られ， さらK同怯は 19 3 1年κ改正を受けて，指定（シエジ且ール）済みの
詑念物κ手を加える場合， 3ク月前の申告が必要と＊った。 19 3 3名公共
事業大臣は，有効簸澗 21ク月の仮保存通知を発する権限を得た。 19 4 4年
の都市田園計画法のもとでは，都市田園計画大臣が目録作成。権限を穐 さら
に後，都市田園計画省は住宅地方行政省と改称されている。目録。作成は目下
進行中であ九選定建造物は， I 級・ E級・皿級の等級〈グレイド）~分けら
れ， I• n級は法定目録κ，E級は補充目録に掲載される．補助金交付の制度
が設けられたのは19 5 3年の歴史的建造物記念物法κb凶てである，そして
1 9 6 2年の地方公共団体（歴史的建造物）法κよって法定目録κ載ら念いも
のにも援助ο手がのべられるととκ念った。保護事業は19 6 7年。シグィツ
ク・アメエティズ・アクトκよって，従来の単体保存から地域保存へと進展し
た。この法律は在来法を基K部分的修正や補元新制度を加えたもの℃同法
κょb指定される保存地区内の特質を維持するための総合的施策を講じよ5と
するものである。＊ J;~，同法起草中の 1 9 6 6年，そとに盛b込むべき施策。
検討の意味も含めて，住宅地方行政省出歴史的都市，パ『弐チチ且スター，
チェスター・ヨークκbけるコンサグ zー ション・スタディを行者っている。
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イギリスκbける歴史的文化遺産の保存κbいて見逃して~ら老いのは民間
団体の活躍である。 18 9 4年創立の史跡景勝地ナショナルトラストをはじめ
とナるとれらの団体は，政府の業績Kもみあうほどの役割を演じてきている。
1 9 4 0 年以降の税制κ ょ b大邸宅の所有力巧之可能に~!I つつあった頃，ナシ
酒ナル・トラストは大邸宅計画を展開した。これによると，建築的文は歴史的
価値の高い家屋を，維持のための基金とともにトラストに寄付するととによっ
て，所有者は家賃無料でそとK居住出来，重い相続税を免れる ζとができるの
だった＠とうしてナシ冨ナル・トラストは今や圏内最大の土地所有者にまで成
長している。他vc,1 8 7 7年ワィリアム・モリスκよって創設された古建築
保護協会等 50 0以上に及ぶ団体がある。念辛子，地方的保存団体の連絡調整機
関としてシグイヲク・トラストが19 5 7年κ創設された。
イタリアイタリアでは歴史的文化遺産の保存にあたるのは社会教育省所
属の古文化財美術庁であん指定・買上げ倒餐限をもっている。指定後の保存
は国が責任をもっ。歴史地区の保存には古文化財美術庁の都市計画部門が当た
る0 ~な，クルピノ・ポローエャ・アタシミ・シエナ等の歴史的都市κついて
は特別法が制定されている．保存計画は都市の将来。経済的社会的発展と関
連づけられ，総合的再開発計画。一環と~る。
クルピノは現在経済活動カ巧三活発で人口減少をきたしているが，観光念いし
既存の大学の拡充をもって都市発展をはかる計画が 19 6 4年市議会の承認を
得た。歴史地区。建造物ら修復完全保存から完全徹去までの6段階。規制を
費ナる。
ポローニャの歴史的地区は都市機~<D集中κよる環境悪化が進弘 ζれκ対
する（都市暴本規制計画〉変更計画が19 7 0年市議会を通過した。建造物は
段階的規制を受け，またその規模と性格とから4つのタイプκ分けられヲタイ
プκ応じて，教育・文化・観光施設・宿泊施設等の用途が定められている。
水上交通沙諸ら〈る独特~性格を有するグェネチア出 自動車問題は免れてい
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るものο，逆に日常生活'1C:i>~ける弧立感が人口の減少につ念がっている。また，
工業用水汲み上げによる地盤沈下がもたらす洪九汚染空気や海水κよる美術
・建築の腐食等の問題をかかえているa グェネテアのグィラの荒廃を訴えるキ
ャンペーンや世論の盛b上がbを背景とし2 1 9 5 8年の 24 3号民 1 9 
6 2年の 13 3 6号法の成立， 19 5 8年のグェネテア地域グィラ保存協会。
設立によ九資金貸出，助成亀建造物の買上げと国費による修復等の保存策
が進められて凶ふまえ， 19 7 0年にその新首約束されたグzネチア市保
存計画は，住宅・交通・産業等を含む広域総合計画である。
その他の諸国歴史的文化遺産κ関する最古の法令を持っと言われるスクェー
デンでは， 16 3 0年K考古局総裁が置かれた内当初，対象は遺跡、及び先史
物K限られ，その保存も不完全であった。また，国有建造物。保護κ重点が置
かれ，民間所有のものκついてはそれほど完全では宕い。民聞の建造物への指
定が法制化されたのは19 6 0年である訪うとの場合にも，ひとつひとつの建
物の価値はそ5高〈者くても全体としての倒直が高い古建築群による歴史的環
境を保存することはでき者い。
オランダ'1Cir-ける保存命I肢は19 0 3年κ始まん 19 6 1年に錆｜淀された
現行法には，指定や目録・補助・破壊・改造・修理についての許可等に関する
規定がある。また，同法Kは，特別規定'1C:i>~V>て，都市景観及び村涼景観指定
も定められている。
ベルギーで行者われている歴史地区の保存再生・転用の好例として，ルーベ
ン市のグラン・ベグイナージ品（大尼僧院）の保存がある。とれは，カトリグ
ク大学が，スラム化したグラン・ペグィナージュ地区を建物をも含めて全面的
κ買収し修復整備を加えて学生宿舎に転用しょ 5とするものである。
また， ドイツの中世都市レーグンスプルクでも，市壁外側に大学都市建設が
進められてな九合わせて旧市街。保存をはかろうとするパイログト・スタデ
ィが行念われた。とのスタディによると，旧市街。整備，駐車場。完備等の他
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K，旧市街と大学との中間κ商業セYターを設けるととによb旧市内の開発。
圧力を弱めるζとが計画されている。
ポーランドでは，古い街区や遺跡、の登録が19 2 8年κ定められ， 1 9 3 7 
年中央登録局が設立された。 19 4 5年，自治体当局K都市復興計画の作成及
ひ習可の権限を与える法律が定められた。以上の2つの法律κょっ℃戦後の
ワルシャワの歴史地区再建が大規模K実施された。~；！，.ポーランドでは，史
的言芭念物保存符攻長官は保存工事を自己負担で行念うととを所有者に命ずる権
限を持っている。
アメリカκ辛子ける歴史的文化遺産の保存は，主に個人及び州の手に委ねられ
てきたが，政府は19 0 6年。古物法を皮切bκ保存κ乗b出し， 1 9 6 6年
。国民歴史保存法制定κ至っている。保存は，対象κ応じてそれぞれ個別保存，
群保存，地域保存の方法で進められている。アメリヵκは歴史地区の野外博物
館的保存の例が多く，ジェームズタウン，？ィリアムスパーグはその著名念例
である。前者は内務省国立公園局の管轄で，発堀された遺跡は全〈手を加えず
に保存されている。とれκ対し後者は貯喝の手による例℃家屋は外観のみを
復原し，内部は居住者にまかされている。
以上欧米諸国にbける保存の現状，法制手法をみてきたが，概して次のよう
オととが言える。
まず現状として，保存の対象と念る歴史地区は現代の都市の内部にあっ円
過密や自動車交通Kよる環境悪化κ苦しんでいるとと。ひどい場合Kは環境悪
化からの人口減少をきたしている。 ζれらの地区はかつての市心であって，市
心が移動した後荒廃しスラム化が進んでいる場合が多IAζ と。そのためかつて
町大邸宅は細分化されて低家賃住宅とすん中庭にまで増築が進んでいる。
法制踊では，対象出先史時代の遺跡等を中心とする傾向から，歴史的，芸
術的，建築史的価値を有する建造物へと範囲が広がb，さらに今日，よb良い
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生活環境を提供する地域景観，歴史地区κまで及んでいる。またその規定は，
指定， 目録作戒に関するとb決めから，指定建造物に対する工事の申告信弘補
助金及び援鴎買取b請求あるいは買取bの権限へと進み，維持K関する榔艮，
義務・そして歴史地区の保存再開発計画が結びついたさらκ広範念総合計画を
進めるに至っている。
手法として共通Kみられる事柄を挙げると，まず，歴史的建造物念らば博物
館・匡聾館・文化会館等K，歴史地区κついては観光地区，大学地区というよ
うK用途転換・再生への道K進められている。そして，自動車交通への対策，
特κ駐車場。設置，歴史地区内の道路の多〈は針す者専用Kする等の処置がと
られる。増築部分を取b壊したb中庭を復活させてゆったbした空間を確保し，
人口密度をさげる。外観は復原しても，内部は現伐生活を営むK十分念改装を
行争う。念公，保存整備完了後K居住者の階層分離が起とら念いように，現在
の居住者κ入居の優先権が与えられるととが多い。商業センタ一等は歴史地区
外K置〈ととκよって，密集。核をずらしている。
国際協力 1 9 4 5年，ロンドンで聞かれた代表会議で決定されたユネスコ憲
章。第一条K，文化財保護が規定されている。ユネスコはとれまでκ歴史的文
化遺産及び自然遺産の保護κ関する以下の国際条約，国際勧告を採択している。
それらは，武装紛争時。文化財保護の国際条約（ 1954），風光0美と特性
。保護K関する勧告（ 1962），公的及び私的事業の損筈を受ける£、それの
ある文化財保護のための国際勧告（ 1968），世界的考文化及び自然遺産の
保護のための国際条約（ 1 9 7 2 ），圏内水準での文化及び自然遺産の保護の
ための国際勧告（ 1972）である。
他κ，第1回史的記念物建築家技術家国際会議が19 5 9年バリで聞かれて
いる．この会議の目的は，各因。史的記念物保存のための原理と方法を比較研
究するととκあった。第2回の会議は19 6 4年グェよユスで聞かれ， グェニス
憲章。成立をみた。同憲章では，歴史的環境の保護と対象が拡大さ九再生の
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概念が導入されている。同じ〈との会議でイコモス（ ICOMOS 国際記念
物遺跡、会議〉設立が採択された。イコモスは姉妹関係Kあるイコム（国際博物
館会議）同根元ユネスコと諮問，協力関係にある非政府団体である。有萄文化
遺産の保存と研究κ係わる官公当局・学会・協会・個人を連合する国際機関と
して活動するもので，文化遺産の研究・保存及びそれらKついての関心を喚起
するととを目的としている。第一回総会は 19 6 5年ワルシャワで聞かれ，現
在2ク国で圏内委員会が組織されてbb，日本はようや（ 1 9 7 2年κ圏内委
員会を組織した。
他κ，欧州会議も歴史地区。保存問題κとb組み， 19 6 2年に文化協力会
議を設立し，一連のシンポジ？？を開催している。
日本における歴史的都市と保存
日本κbける文化財保護局明治30年の古社寺保存法K始まるカちとれは，
貯占の動きというよ bはむしろ，国家の権威による文化財保護であ九対象は
すべて宗教建築である。対象を城郭建築や廟建築まで拡大した国宝保存法は昭
和4年κ成立している。昭和24年の法隆寺焼失をきっかけに文化財保護法が
制定された。同法は無形文化財・布~文化財の概念を導入しているが，建造物
K対しては防災面が強化された他κはさしたる進展はみられ~~。戦後0昭和
28・9年頃から民家や明治の湖武建築K対する関心が高まった内とれらの
建築は急速K消滅しつつあん面lばせ念がら昭和41年以来，緊急調査が実
施されている。この調査K基づ〈民家リストκよって重要文化財指定治強めら
れている九指定K当たっては所有者の生活権との調整者どの作彊を制ミえて
いる。歴史的文化遺産保存の沿革κあたっては， 日本κ辛子いても単体保存から
群保存内、さらK地域保存への進展がみられる．群保存については，議1目。
指定。頃から既Kその務茅がみられる。日百和45年，ユネスコの援助οもとに
聞かれた「京都・奈良伝統文化保存（と関するνンポジクム」κbいて，歴史地
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区の概念が初めて明確κ導入きれている。 ~i.~.，とのシンポジクムで比奈良・
京都の都市計画になける歴史自弛域の保存と開発についての勧告が打ち出され
た。
宅地造成等による急速す環境破嬢が進む中で，奈良・京都・鎌倉ο三市長κ
よb提議され，問日41年κ公布された古都保存法は，単体保存治ミら地域保存
への進展を示すものである。同法は，上記三市の他K，天理市，権原市斑鳩
町，明日謝す等をも対象とし，損失θ補償や土地の買入れ等文化財保讃去κ老
い項目を含んでいる。
以下民いくつかの地域について，歴史的環境保存の現況を述べる。
奈良飛鳥地方K地下遺跡、として痕跡、をとどめる飛鳥・藤原京Kついては，組
蜘け調査が進められてきていたが，大阪から30分というとの地域κ，宅地
開発の波が押し寄せた。とのよう念事態κ対しt 「古やまと計画」（西山知
三偽 1 9 1 7 ），「古都保存の手段ー奈良盆地ー」（稲垣栄三当 1 9 6 6 ) 
等の提案が念されている。前者は文化遺産の性格κ応じた保存と開発を導びと
うとするので，また，後者は国立文化財公閣を提案している。他κ「国立飛鳥
史跡、有料公園」〈寺尾勇・ 19 7 0 ），「保存，開発総合対策基本構想（案） J 
（明日香村）等が発表されている。
地下遺構や条坊制の名残!1~その痕跡をとどめる平城京は，宮城部分が特別
史跡。指定を受け，遺跡公園としての整備計画が進められている。条坊制。活
用，旧市街。保存，文化施設琉都市施設帯。設定による保存構想を持つ「奈
良計画」（西山夕日三他， 1 9 6 5 ）が提案されている。
その他，長岡京，難波京Kついても，史跡公園として住環境に役立たせ念が
ら保存してゆく提案が出されている。
京都古代中地近代現代と続ぐ長い歴史d集積とみ念される京都も，現在致。てi'
いほどの改造をせまられるに至フてbb，「京都計画1964J（西U..WIE他，
1 9 6 4）「史認尉画j（桝露帥， 1965）「蒋融状都市計画J（丹下健三他，
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1 9 6 7），「環京都緑地帯構想J（西川幸治， 19 6 0 ）「京都20 0 0年
計画」（上回篤， 19 6 7 ）等多〈の提案が念されている。 19 6 0年から 64
年にかけてJは，市街地をとbま〈自然景観や歴史的風土保全と市街地f'Ci;-ける
景観保全を目的とした美観地区を指定すぺ〈， 「旧美観地区調査jが行者われ
た。そして19 6 9年京都市はまちづ＜.!J構想を発表している。とれ出市街
地を5つの地帯K分けて整備を進めるとする「景観地帯構想」と，針ラ者用空
聞を体系づけたいといの場を生み出す「縁のネタト・ワーク構想」とから成っ
ている。
倉敷新産業都市として宣伝された倉敷では，既κ開口26年頃から倉敷川畔
地区の再評価が起きて :J;~J) ，倉敷市伝統美観保存条例が 43 年κ提案され 4 4 
年に施行された。同条例草案K際しては， 43年5月に制定されていた金沢市
の伝統環境保存条例が参照された。条例κ定められた保存計画には，保存記念
物。指定，保存建造物。整備と博物虫色土産物広旅館等へのその再先倉敷
川・道路等の整備が盛b込まれている。
妻縫宿場町としての景観をどどめる妻籍（つまど）の場合は，町や住民そし
て泉の協力を得て，観光とうま〈結びついた歴史的景観の保存が進められた。
ζζでは住民の意志のとbまとめがまず第1-e，家屋は「壊さず，売らでた貸
さず」という申し合わせが交わされ， 43年？月「妻寵を愛する会Jが発足し
た．とうして一部家屋やファサードの復原，道路の整偽駐車場。設置，郷土
館の整備等の保存事業が実施された。ととで問題と者るのは住民の生活との兼
ね合いであるが，とれはファサードのみを復原して，内部及び裏側ではそζに
住む人の自由がき〈ようにする等の方法がとられた。現在までのととろでは観
光は保存と共存しているが，工事や観光客Kよってそれぞれが受ける直接的利
益。相違が現われるにつれて，開発と保存があらためて問題と宕って〈る可能
性もある。さらに，整備後。姿について出芝居のかきわbのようだとか，生
きた蛍舌が感じられをい等の感想もきかれ，歴史的風土の保存そのものの難か
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しさという問題もまた新たに問い直されてきている。
とれも宿場町の保存の例である内旧東海道筋。有松では， 「まちづ（ 9 cl) 
会」を結成して，町ぐるみで町並み保存を進めようとする住民運動が進められ
つつある。と ζでは，町全体を住みやす〈再開発してゆ〈中で，古い町並みを
保存する方法を考えるという方向性を打ち出してhる。
歴史的文化遺産の保存が面的考広がbをみせるにつれて，地域住民の生活と
の密接念つ考が b が顕著と ~9，住民からの保存運動が生まれてきている。 ζ
うした中で開発と保存の調和統ーをはかる具体的念方法bーっとして建築協定
が挙げられる。建築協定肉眼前の直接的利益が念同全員一致。原則をとる
考どの理由から，とれまでK実現した例は少考いが，住民側治ゐらの環境維持増
進のためK法的に保証されたほとんど唯一の手段と言える。
再開発に備えて歴史的建造物。認知を進める事業が大阪で行念われているが，
既にイタリア等の例でみたようK，「保存計画Jは再開発をも含めた総合計画
として構想される必要がある。現在のところ日本κbいてはそうした視点は希
薄者ょうでるるが，今後都市問題が緊迫してゆ〈中で，そフした保存言摘が緊
要と考るとともκ，合わせて圃土計画。中での位置づけも重要者問題と考って
〈るでるろう。
日本(IL:t~ける歴史的都市の保存をい〈つかの例をもとに概観したカうととで
外国との相違，保存事業上。問題点，今後の課題をヂl序して，以上のまとめと
したい。
外国との相違に出すでK何度か触れたようκ，民聞からの保存運動が弱い
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とと，地区保存の概念はとと数年κ~ ってようやく出て来たとと，保存計画が
再開発等をも含めた総合計画と~るべきととの認識が薄い等の他K，我国の建
築が木造を主としているととも見逃せ者h点である。とのととは保存技術上だ
けで~（，保存計画上でも改修の手を加えればさらκ何百年も住むκ耐える
とい 5石造建築の場合とは異者るととを認識しでかからねば念ら~IA。
保存事業上では，財政的オ問題はもちろんのとと，立ち遅れた分野向島いっ
きと取b残された分野の堀b起 ζし，保存事業と生きている人間との調整，そ
してさらκ，生きた歴史的風土の保存そのものの難しさ等が問題と考っている。
今後の課題としては，歴史的風土の再評価による新しい価値の付加と機能の
転換，盛んl'C~ .!Jつつある住民からの保布軍動をさらK発展させーその方向性
を採るととが大切である。とbわけ地域的連帯感。復活は保存運動を全タする
上でも必要である内 ζれは同時に文イt遁産や歴史的風土によって育まれるも
＠である。また，再開発を含めた総合計画としての保存計画，国土計画。中で
の保存計画。位置づけゑS今後肝要と宕って〈るととは必燃である。
〔栄 美智子〕
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機械都市
一見空想的と思われるよう念建築計画案久単に実現し得ない建
築家の夢想や欲求のカタルシスとしてだけで念〈，歴史的K重要左
予言あるいは予兆と左るととは建築史上時折見られる事実である。
たとえばフランス革命期の建築家ノレドゥやプレ，ほほ同時期のドイ
ツの建築家ギリ．イギリスの巨匠ジョン・ソーン念どの計画案には
ほぼ一世紀後の近代建築の造形を暗示するものがあったし，第一次
大戦中，イタリアのサyテリアはさまざま左未来都市を措いて人A
K衝尽を与えたが，それらの未来都市は今日ではすでに驚くべきも
のと思われてい左い。そしてサンテリア自身は実際にはーっとして
建築を建てたことの左いまま，大戦で戦死したのであった。
「機械都市」とはか〈ぺつ現在の建築界bよび都市計画界で既に公認された
用語あるいは概念で者〈，テクニカル・アプローテにbける都市概念。ひとつ
として今回仮K設定したいくつかのもののひとつである。その定義としては，
近代の工学技術と建設技術ο可能性をフルκ動員して，都市あるいは都市ひ4
構成部分をひとつの完結した豆大建築あるいはメガストラクチャー（巨大架構）
として構成したものをさすといいたい。たとえば，通例都市の構成要素として，
中心と宕る官庁・公共施設地域，商業センター，オフィス・センター，工業地
域ー住宅地域レクリエーシ曹ン地域~どが考えられるが， ζれらのすべてを
ひとつの巨大君子建物κ組みとむとすれば，それは従来の都市計画とは全〈異す
った作業と念るだろう。大き念枠組だけを設定してやれそのオかでの個々の
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発展キ変化κ大き~自由度を与えた九また逆K造形的κ隅々まで設計し，そ
とに働〈人間やエネルギーやインテリアだけを自由κするというよう~方式は
もはや通用し者〈念る。代って，明確に計量・規定された社会的考諸主主物理
的・機捕的考諸量，エネルギーο諸量をひとつの巨大オメカユズムとして構成
し，それを人間生活の額号として与え，そこκ規定された生活を強いるととK
＊る。もちろん，とのメカニズムの部分品は聞もす〈古びたものに念るから，
それは必要κ応じて新しい部品κ更新されねばすら者同それは生体の新諌代
謝K似たものとして許容されねばオら念い。そのよう者点を除けば，と5した
都市は全体がひとつの工場あるいはプラントのよう念ものとして働〈。
一引jとしてイギリスの建築家ピーター・クタクPeter Cook ( 1 9 3 6 
〉のプロジェクト「プラタグ・イン・シティ Plug-inCity」
(1964）をあげよう。とれは直径3mばかbの鋼管を 1Sm角の斜め格子
状K組んだ立体格子を骨格κしている。その高さは6Omを超え，その頂部κ
はクレーンが一定の間隔で主主んでいるが， ζれはとの立体格子K組みとまれる
各エレメントを動かすための装置である＠立体格子の底の方Kは大量輸送用。
鉄道や道路が毘通している。また地域的考モノレールの路線や膨大考量。多層
駐車スペースが組込まれていゐ。また立体格子の中央部分にはプレハプされた
店舗のユニユタトが多数組込まれてb九その下K人々の行き交うフローアがあ
る。立体格子。上。方には，高速モノレールの軌道がとbつけられた九二層
κ＊った高速自動車道路がつb下げられたbしている。住宅はプレハプされた
カプセルにきっていて，立体格子。外側や上部κひ・っしbと取bつけられてい
る。
との立体格子の＊かの人の交通はテ晶ーフ・κ入ったエレスカレーターで行わ
れ，また商店者どへο物品。供給も専用のチ aープを通して果されるのである。
このよう＊立体格子を基本として，そのほかK高さ 1o omの円筒形の駐車ピ
ルの上部κ逆円錐形にカプセル住居をひ）しbと取付けたピルや，高さ12 0 
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mのク νー ン・タワー兼用の超高層ァ，」ト＊どがつ＊がb合って，複雑巨大
者機械都市が構成されている。一言でいえば，あたかも石油プラントのどと〈
組み立てられた都市といえよタ。
またロン・ヘロン（ 1 9 3 0ー ）の「動〈都市の計画案」（ 1 9 6 4 ) 
をみると，とれは全長30 Om，径12 OmCD巨大君子フヲトポール形の「都市
塊Jであ九 30階を超える複雑オピルκあらゆる施設が詰めとまれている。
そしてとの都市塊からは 8 本の屈伸する脚が突き出て ;b~.!'J，直径15mほどの
車輪がついている。つまんとの都市塊は自走して好む場所K移動するととが
できる。巨大者自動車と考えてもよいし，巨船K車をつけたものだと考えても
よい。作者はとれを総合的考環境の窺極的念発展を示す「完全都市」だと考え
ている。
パオロ・ソレリ（ Paolo Soleri, 1920? ー 〉はその作品集
「アーコロジーjCD＊かで30の未来都市案を発表している九それらの代表
として「パペルEC号Jをと bあげてみよう。とれは直径 1,7 5 Om，高さ
8 5 0 mCD巨大者ソロバン玉状の都市で，収容人口34万， 75m角。太い柱
。列で地盤面から 50m念いし20 Omの空中K支えられている。との巨大者
ソロパン璃おそういう形をした中空の骨組であ丸その枠組K住居と仕事を
一体化した各種。ピル多数が取bつけられ，それぞれのピルがひとつ。町を形
成している観がある。頂部の直径65 0 me:>環状部分は文化センターで，また
天窓を兼ねている。ソロパン球。緑Kあたる最大径の環状部分は交通機関と遊
歩回廊が設けられ，公共施設と商業施設もとの部分に配置されている。ソロパ
ン球の内部の中空部分。底は浅いスリ鉢状κ念るが， ζの斜面Kは公園がつく
られ，底。平担部分κはシティ・センターが配されている．管理機関は16本
の柱。＊かに収められている．工業施設はすべて自動制御されてお‘九地下
2 0 0 mから 10 0 mCD聞に埋められてb.!'JI 1 6本の柱を通じて，上。都市
と連結されている。そうして，との人口 34万の都市塊「パペルEC号」は他
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。都市と幅20 O m<D「線形都市」で結ぼれているのである。
とのよう念工学的あるいは構築的考面を誇大κ示した都市案か提示される動
機や理由はさまざまである。たとえば， ピーター・クタクやロン・ヘロンは「
「アーキグラム・グλ戸崎プ」というクラブK属して4ー んとのグループはその
名の示すようκグラフィタク・アーキテクチャー，ナ＊わち絵空どとの建築，
絵κ拾かれるのみの建築とい5新しいジャンルのジャーナリズムを開拓し，
1 9 6 1年以来 「Archi gram Jという年干l雑誌を出している．しかし，
彼らは単する遊びゃ売名。ためにだけファンタジーを展開しているのでは者い。
アーキグラムの背景にある哲学は，建築はけっして冷蔵康や自動車と別系統の
物品では宕〈，それらと同等の「物Jvc*P，また永続的考モユ且メシトで念
〈，捨て去られ，取替えられる一時的オ存准κすぎ念いというものである。た
だ，建築は生活の場であb容器であるから，生活。複雑化Kともをh，全体。
統合と調整はよ b大規模で機械的すものに念ってゆ〈とい5ζとである。
ソレリの場合の動機や理由は沙諸?J-P異7J-っている。彼はフランク・ロイド・
ライト。弟子であん自然と人聞のパランスを哲学的K考察する。ソレリκよ
れば，村落は人間的考意味で賢明で基柏け生活。場である九立体的性格が
稀薄である。首尾一貫した構成と人間的尺度があれ生態学的K完全ではある
が，しかし村落。生活は単純であ九田舎特有の口うるささがある。
村落は自然や資源や親密感を尊重している内他為人問。精力や時習や緊
張を浪費している。また，いわゆる知外地はまった〈無意味で不毛孝生活。場
℃人間的尺度も者〈，生態学的念調和も宕凶。広がれば広がるほど余計に自
動車が必要vc?J-D，自動車が増えれば，さらにスペースが必要κオるといタ厄
介す存在である。自然も資源も精力も時間も親密さも緊張感もすべて浪貸され
る＠それを拡大したメガロポリスは馬鹿げた病的考生活。場で，極度。膨脹の
今かで枯渇してゆ〈存在である＠人間的尺度考どまった〈欠けてな丸センベ
イのよ；vc薄っぺらで，広がbだけ巨大であ九ナべてをただ浪費4 広がb
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とともK浪費を増やしてゆ〈だけであるという。
とうした現状を完全K打破するためのものとして「アーヨロジイ ArchoI 
ogy Jが登場すべきだとソνリは考える。アーコログイは建築Architec 
tur e と生態学Ecol_ogyを一体とした未来都市であ九そζでば首尾一
貫した人間的意味のある生活の場が目標とされる。失われた尺度を回復するた
め，巨大老構築物。者かに墓に三次元的老人間的尺度を生かし，生態学的オバ
ランスを調整した開放的考都市とする。この方法Kよってのみ自然と資源を保
存し，質実孝生活を維持し，節約を計九同時κ主主尾一貫性，持続偽複雑性
を達成できる。
つま丸都市の無定形と無制限の広がbが自然と資源を蚕食し，生活を不毛
化しているのだから，都市を立体化し建築化し，コンパクト念塊.！H'Cするζと
κよって，都市を最小面積K止めるとともに，都市と田閣の境界を明確K区別
する。自然破壊を最小限κ止め，同時κ都市内部の生活密度を高める。とれが
アーコロジイの方法である。都市をとのようκコンパクトにする ζとは必然的
κメガストラクチャー，ナオわち巨大架構の建設を意味する。そして，ソラリ
の考えるよう君子コンパクト念巨大都市架構は，その制御と環境維持のため，必
然的に機械都市と宕るであろう。
メガストラクテャーの出現κは，とれ以外κもい〈つかの動機がある。たと
えばひとつのまとま bと統一感をもった作品をつ＜ .!:Iたいという建築家の基本
的欲求からも，それは直接出てくるのである。近代都市の現状は，都市全体を
ひとつの建築作品とするととをほとんど絶望的κ困難考課題としてしまった。
しかし，他方，前時代とは比較κ~ ら~い巨大老建築物が多数建てられている
ととも事実である。 もしとれらの巨大建築物を生み出す経済力が現何士会にあ
る念らば，たとえソラリのバベルEC号のよう念超メガストラクテャーは無理
としても，都市のー苦E，たとえば官庁街とかオフィス・センターのよう念密集
効果のあるメガストラクチャーの建設は鶏見可能であろう．したがって，それ
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らが近い将来の都市の部分的考絵姿としで現実派の建築家たちをも刺戟するの
である。とれは建築家が現在都市計画。分野で取組めるほとんど唯一の野心的
考アイデアといえるからた
とのように， さまざまの動機，時にはほとんど正郎すの動機からメガストラ
クチャー，そして機械都市の出現は提示されて〈る。そして，将来予測される
ある恵まれた条件のもとでは，地球上の何ク所かでメガストラクチャーの競作
が行われるととも必ずしも夢想とはいえず，とのアイデア0主且アチア版は今
後各所κ見られるよ5にするだろう。
〔桐敷真次郎〕
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海上都市・海底都市
大洋を走る豪華客船はかかしから海上の都市に左ぞらえられてい
た。数千人の乗客と乗員K数日から数十日の何不自由ない生活を約
束するためt'C必要左もの¢研究が， ζのよう左客艇の設計κ集約されている。
それは他の世界から絶縁した生活をするためK「完全装備Jを必要とした。
また，それはひとつの巨大友「機械Jでもあったから最喜の効率と
経済とのペランスを追求するまとま bのよい「場」でもあった。そ
れゆえ，近代の建築は客船の設計から多くのものを受けついでいる。
海上都市や海底都市は船では左いが，船と深い関連をもっ。客船は
都市ではないが，海上都市と深い関連をもっ。とすれば，定位置に
実在するというととが「都市」の条件のひとつと左る。ともあれ，
海上都市も海底都市もナでK空想上のものではな〈なっている。
海K浮ぷ都市で著名1jのは日本の建築家菊竹清書Ifが日否和35年κ発表した
「海上都市」で，とれは浮きドックK似た浮揚画。上κコンクリートの甲板を
つ〈九との甲板。上κ巨大1j円筒形超高層ピルを建設するというものである。
ζのピルは甲板を貫通して水深30 m余K達してi.~九円筒形ピルの内部で住
居ユエタトを築指しては外部κ取付けてゆ〈システムvc:1jっている。またと。
海上都市は一定の場芳κ固定されるζと者〈，必要κ応じてどとへでも「航海」
して移動するととができる。菊竹は日本の人口問題と住宅問題。解決案として
ζの「海上都市Jを提示したのである持客船＠どと〈動〈ととはむろペ掛舶
からのアイデアであるととを示ナとしても，住宅工場として活動するという構
想は新鮮で独創的である。つまb生産施設や働き場所を収納する可能性を示し
ているからである。
ダイマキシオン住宅やジェオデシタク・ドームで著名念アメリカの発明家パ
ヲクミンスター・フラー（ 1 8 9 5ー
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）同住宅・都市計画省から。
補助金Kよって海上都市の可能性を研究し， 1 9 6 8年に「トリトン・シティ J
という名称で発表した。アラ－l'Cよれば，アメリカの大都市地域の8割以上が
水深10m前後の海または湖の近〈κぁ九とれは水κ浮ぶ都市をつ〈るのに
十分考オ慌であるという。 トリトン・ γティの建設は三闘3皆にわたって行われ，
その第一段階は人口 3,5 0 0から6,5 0 0の近隣住区をつ〈るととにある．と
れは人口ム50 0人を収容できる広さ 1.6平方キロの巨大オ三角形。イカダか，
あるいは人口 1,0 0 0人前後をのせる比較的小さいイカダを 4個から6価接続
したものでつ〈九それぞれが小学誌スーパーマークタト，商店その他のす
ーピス施設をもっ。第二関者は，こうした近隣包茎を5個者いし6個繋ぎ合せ
て，さらκ高等学校や，商業施設，軽工業施設，レクリエーション施設，官公
庁出先欄菊をのせたイカダを加え百人口1万5千から 5万の町をつくる段階
である。
第三段階は人口？万者いし12万5千の都市をつ〈る段階で，第二割帯。町
を3個'5-V>し7個接続し，さらκ官公民病院シ冨ヲピング・センター者ど
をのせたシティ・センターのイカダと，大学や工場群をοせたイヵ〆を加えた
ものをつ〈九完全オ都市とする。 ζの新都市の最大の特色は，古野部砂が独
立したイカダにのっているので必要に応じてイカダの組み替えを行って，変化
しつつ増殖してゆ〈 ζ とができる点，単K浮かぶとか動〈とかに止まらず，変
ぼうする者1.¥市の要求K応じて，既成儲品市形体を容易κ変えられるという都市
問題。最大難舗をみどとに解決してhる点κあろう。 トリトン・シティのよう
念海上都市は少〈ともとの点でいか念る陸上番（）市よDもすぐれた長所をもっ。
グァージ品アメ津のジzームス・ローズの提案した浮上建築は湖沼・海洋環
境の研究用のもοで，その特色は各部分の交換可能性と繋留機構にある。つま
九イカダは水底。何点かに繋留されて.；！：，~.!J，クープルにはあらかじめ張力が
かかるようK設置して，全〈上下動が者いようにして去し人間や物資の移動
は水面下を走るテ晶一フ・状。歩弼を通じて行われ， とれらのテ晶一プもイカダ
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と同様κ浮揚建築K浮力を与える。研隣室は個々のユニヲト｛（（：:;7っていて，イ
カダの上K立つ塔に取bつけられ， ζの取付けや交換はフオークリフトっき。
別のイカダ船が行う。との案は海上者t市の弱点のひとつである動揺を億l胸して
いる点が注目κ値いする。
実際，トリトン・ γティのようオ海上都市は現在でも実現可能者のであって，
その裏付けと今るよう者構造物も現実K存在する。たとえばアメリカ合衆国グ
7ージニア州のクープ・チャールズとノーフォークを結ぶ長さ 28キロのベイ
・プリタジ・トンネルの建設に用いられたピヲグDと呼ばれる巨大者パイル・
ドライパー叫伸縮する脚がついて凶て，抗打ちの最中，砂地の海底κ立っと
とができ，移動する時は脚を引込んで次の場所へ動いてゆく。上部Kは寝台・
シャワー・電燈・電話・実験設備のついた研究室がある。ソピエトでも魚エ場
をのせたイカタ・をつ〈っているし，スエーデンではタタグポートを改造して
1 4 4 v.'.)座席を持つ集会場をつくった例がある。
アメリカのワシントン州ではシアトル遅婦のワシントン湖κ浮橋二本を架け
でなんオリンピタク半島のフード適官J｛（：も類似の浮橋がある。フード運河の
浮橋は，イカタ・本体とその両端に国定されたアプローチと西道路と東道路の四
部分から成九イカダ部分の長さは2,1 6 0 mあ九プレストレスト・コンク
リートで造られてレミる。この上κ輯8.5 mlD二車線道路が敷設されるカうとの
イカダの中央部分約18 0 mは聞くように宕ってbb，二つの移動する小イカ
ダが反対方向に動いてU字形のスペースκすべb込み，イカダ式可愛婿と:;7っ
て旧る＠との小イカダはプレキャストの鉄筋コンクリートの箱を接続しでつく
られて;t;>.!J，長さ 10 6m，幅18m，高さ4.4m，重量4,5 5 8トYある。
ζれらのイカダ群はシアトルで製作され，洩き船で現場まで運ばれていった。
このようκひじように巨大老構造物をきわめて容易に運搬できるという点も，
浮き構造物の大き者利点:;7のである。
次に海底者~市の可能性を概観してみよう。近年，各国で海洋開発が叫ばれる
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よラ vc~ .!J，わが国でもロクタト工学で著名倉糸川英夫博士が，この新分野の
開拓を宣言して話題と~ったが，それは大陸棚のよう念比較的浅い海洋の利用
価値がにわかκクローズアタプされたためである。身近念問題で出貴重孝陸
地を使うのはもったいオいと思われる膨大念貯蔵石油を海中K貯蔵する方法が
研究されているカもとれは利用法のひとつであるκすぎ念い。大陸棚は海洋全
体の1割κしか当ら者いが，それでも面積でいえばアメリカ合衆国の5倍K達
し，水書物の約半分を産出するのである。それは未開因。新大陸ともいえる。
海底由香の開拓者はフランスのジヤタク・イーグ・クーストーで，彼は19 
6 2年κマルセーユ沖で「コンシェルフ1号」を 10 m<D水深κ一週間沈めた。
「コンシェルフ 1号」は円筒形の室で， 2名が生活でき，彼らは毎日5時間そ
とから外へ出て作業をした。通信クープルと補給パイプが円筒と海上bよぴ海
岸の連絡所を結んでいた。クーストーは袈19 6 3年K紅海で「コンシェル7
2号」をテストした。とれは三部分から成b，主要部分は「ヒトデ荘」と呼ば
れる居住部分で水面下11 mに位置L., 5人が1ク月閉幕せる。近〈にタマネ
ギ型のドームがるb， ζれは2人乗bの深海潜函「Ds 2号」を繋留してbき，
「Ds2号Jは300mの海底まで到達できた。別K「ディープ・キャビン」
と呼ばれる小基地が水面下27mVC繋留され，そとでは2名が1週間当舌でき，
外へ出て50 m<D深さまで作業ができるように者って凶る。
「ヒトデ荘」は最大径10 m<D大きさで，伸縮ナる脚で，海底から2mの位
置κ据えられる。五角形。中心部はコントロール・センターと居間bよび食堂
で占められ，ヒトデ形の一本の脚亡は台所，生物実験亀暗毒便所があ.!7,
第二の脚には出入口と準備室，シャワ一室がある。残る二本の脚κは寝室が収
納されている．「コンシェルフ2号jも「 1号」と同様，海上とパイプとクー
プルで結ばれ，それらを通して空気，動力，通信が送られる。
次につ〈られた「コンシ zルフ 5号Jは直径5.5m<D球形で水深10 0 mVC 
設置され， d人がTク月間暮せる。球は二階層で，下階には寝室，便所，水中
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作業準備室があ九上階Kは食主通信嵩資料整理室がある。「コンγェル
フ5号」の特色は，瓢E員は水中基地内でヘリウムと酸素の混合物を呼吸し，
海上基地への依存度を少考〈し，それだけ水中での活動を自由念ものにしてい
る点である。
アメリカ海軍は「スィーラプ」という水中基地の実験を行ってきた九 ζれ
はクーストーの笑験ほどうまくいってい者い。しかし，「スィーラプ2号Jと
「コンシェルフ 5号」との共同実験がカリフ，ルニアの沿岸で行われ， 60m
の海底で二つの水中基地が連絡し合うという実験を成功させている。との実験
をさきらに発展させてゆ〈と，大陸械を鉱物資源採索，生物研院，レクリエー
シ冒ンのためκ開発してゆ〈ととが可能κ~.!'J，か念 b長期κわたる水中居住
も近い将来κは容易にできるようκ念ろう。また「トリトン・シティ Je)考案
者パヲクミンスター・フラーは「水中島」も考案している。とれは横位置K倒
したまま海上を曳航してゆき，所定位置で潜オ鑑のようκ海水をパラストとし
て入れて縦位置κして沈均水中κ立てる方式である。スクリヲプ海洋研究所
の水中基地「 FLIP Jも同様の方式で，横位置から縦位置まで 10矧間で転
換可能といわれる。
水中交通機関の研究も進行中で，とれらの多〈は航空機会社がひそかに開発
をすすめている。たとえば，グラマン社。「 Px 1 5号」， ロタキート社の「
ディープ・クエスト号」，ゼネラル・ダイナミタクス社の原子力艦「NR I号」
クェスチングハクス社。「ディープスター号J~ どである。「 Px 1 5号」は
J:j名「ペン・フランクリン号」とも呼ばれ， 1 9 6 9年夏に 6名の乗員が6週
間の水中航行をするととに成功し九 「NR 1号」は最も画期的考計画で，原
子力潜水艦の平和的利用ともいうべきでるろう。原子力エンジンの使用κよっ
て水中活動の時聞が飛躍的κ増大されるζとはいうまでも者い。
海底基地から人聞がアクアラングをつけて出動するのが現在の水中作業の定
型であるが，との分野でも新しい呼吸法が開発されつつある．ゼネラル・エレ
-14 o-
クトリヲク社はγリコンラバーの極薄膜を使って人工組を開発してbb，とれ
Kよって周辺の水から空気を取b入れるとともK，呼気中の炭酸ガスが逃げら
れるように者るといわれている。呼吸法の問題がタま〈解決すれば，オ丈k基地
への依存度はさらに減ることκ念る。
以上の状況からみて，海底都市の建設は海上都市よ bもはるかκ困難である
内必要に応じて漸次容易κ念ってゆ〈ととが予測される。海上都市も海底都
市もある程度は陸上κ依存せざるを得念いので，陸との土地が開発しつくされ
たのち，海上都市や海底都市がつ〈られてゆ〈とい5e:>が順序であ九すでに
最高度κ発展した海岸の都市のすぐそばK海上都市が建設されるととに考ろう。
レクリエーシ，ンやνジャーの見地から見て価値高h海や湖がそれに次〈・可能
性をもっととに考る。
〔桐敷真次郎〕
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コンピユートピア
コンピ且ーターの普及効Z，我々の未来社会をどのようκ変えるで
あろうかというととについて，多〈の人々が様k1j-予測を試みている。新
らしい都市概念。提起とh う形で総合的K検討したものは左い科ひ
とつの新らしい都市の未来像が形成されつつあるととも確かである。
コンピユーターとユートピアの両外来語。合成語であるコンピ晶ートピア
Comp ut op i aという言葉κついて，明確者定義が下されているわけでも者
いし，←世的K通用する言葉として認められているわけでも1j-\A• しかし，コ
ンピユートピアという言葉。意味するととろは比較的明解であって，それはコ
ンピ且ーターの発達と普及。先κ予想、されるひとつの未来社会像をさしている
と考えてよいであろう。コンピ晶ータ一社会とか，コンピュータ一時代という
言葉もあるし，コンピ且ーター革命という見方をして，コンピユーターの普及
が人間社会κ与える影響を産業革命以上のものだとする考え方もある。コンピ
晶ーター普及の先κある未来社会の具体的イメージは必ずしもひとκよって一
律で者〈，コンピユートピアといい5るほどの楽観的イメージを措か者い人も
いる。コンピユートピアという言葉自体は，や Lジャーナリスティックに過ぎ
る言葉である九コンピ且ーターの発達普及という技術予測を通じて見え未来
社会は，技術者一般の未来像と同じく，どちらかといえば楽観的念イメージを
与える場合が多いのも事実である．
ことではコンピューター革命の先にあらわれる新時代としてのコンピ且ート
ピアについて二三の人々の著述の中に現われた未来社会のイメージを撫ぜし，
その中K部分的に描かれていた九漠然と予想されていたDする都市の概念に
ついて考えてみることにする。
コンピ且ーターの能力は，様々~点で人間工 bはるかに優れている。膨大オ
記憶容量と信じられ者い位の速さの演算スヒL ド，疲れを知らぬ耐久力と正確
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さ君子どの点vc:1>~いて，人聞はコンピ且ーターの敵では君子い。コンピューターが
普及すれば，現在の人聞の労働の大部分はコンピューターとそれが管理する機
械カ可℃替して〈れる。人聞は肉体的労働の大部分から解放され，画一樹念事務
作業からも解放される。人聞はコンピ且ーターを管理し，コンピ且ーターには
でき君子い倉｜雌的考仕事だけκたずさわっていればよ（ 1j-7.> 0 工場で働らいてい
る労働者はほとんど居君子〈者九都市交通もすべて自動的K無人で運転される
ように念る。現在，各方面で進められつつあるコンピ晶ータ一利用による省力
イ同システム化，情報化。未来κは，コンピ且ートピアと呼びうるよう者社会
が出現しつつあると考えるのもあ念がち無理念見方ではすレ、
将来。都市交通システムについては，すでにさまざま念手段が提案されてb
b，そ0一部は期守されているものもある。たとえば，ダイアル・パスはデマ
ンド・パスとも呼ばれ， コントロール・センタ－vcよって統御されたシステム
乗物であ丸乗客の要指C応じて無人のまま白動的κ合理的にパスが逝7し，
現在のようす定期的お劃ヲのための時間表も不要と者る。またP・R・Tとか
c. v . sとか呼ばれる個人用高速輸送システムが提案された九両用車輔シ
ステムと呼ばれる中間基す念わち現在。乗物とシステムム乗物。兼用車稿者
ども考えられている。都市VC:i>~ける物の流れは比較的システム化しやす〈，ま
たそ0効果も大きいの古今後大いに発展していく分野であろう。人聞の流れ
に限らず，商品の流れ，電気・ガス者どのエネル手ー源。流れ者どについては，
無人化，自動イ与 γステム化が急速κ進むであろ？ o
者j)市，と〈κ現代の大都市は複雑である。コンピ且ーターの能力がいかκ発
達したとても，果してζの大都市全体のトータル・システムをコントロールで
きるであろうか。現実の都市は様々考要素か時間的，空間的K有機的に絡み合
同しかもその体系金体が急速に成長し変化している。さまざま念都市機能の
うち，交通念どコンピ且ーターによって自動化しシステム化できるものも多い
が，それがシステム化可能者のは，それらがあくまでサプ・システムとしてー
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元的K取bあっかい得るからである。 トー タル・ γステムとしての都市全体は，
体系自身がオーフ・y ・システムであ九システム自体が変化している。都市は
自由競争＠場であって，さまざま考人間と団体の利害が絡みあっていゐさま
ざま念制約があるとはいえ，個々の人間，個々の企業には大幅考自由がみとめ
られてidJ，個々の律動がシステム全体を内部から突き崩し，変化させている。
都市全体をコントロールすべき一元的念理念を求めることは難かし〈，全体を
無理Kシステム化すれば，都市内部のさまざま者個人と企業等の既得権を侵害
し，さまざま念利害対立の激化を招〈ことに者ろう。克盈のよ 5κサプ・ γス
テムを形成し得ても，他。別念原理κよるサプ・システムとの調整が難かしい。
現実の既存の大都市を考える限b，コンピ晶ートピアに .;1:,~ける者J)市のイメージ
は，る〈まですプ・システムがシステム化され， トータル・システムは制糊さ
れ得念いものと 1j るだろう。しかし，将来i'(j:,~lnて首都移転者どを考え，まっ
た〈慣習や既得権がゼロのととろから都市全体の建設する場合について考える
と，個々の人間や企業の自由を，一定。狭い枠の中K閉じとめて， γステム的
念都市を経営するととも不可能であるとはいい難い。
コンピユーターの発達と普及とは，単K都市の未来像を変えるととだけで者
〈，都市そのものの否定へつ者がる可能性のあるととを示唆する人々もいる。
人聞の移動が高速化され，国全体がシステム的オ交通網で覆われるオらば，人
聞は必ずしも特定の都市κ住む必要が念〈念る。またコンピ且ーターの発達κ
よって情報化が進む宕らば，従来の者15市0一大特質であった集積と接餅昭利点
が，必らずしも都市で者〈ても得られるようκ1j.!J，都市の存在理由さえ者〈
者ってしまうかもしれ念いと考えられる。都市自体が無＜1jってしまうととが
宕くても，都市の形態は従来の都市とは大幅κ異1j9，情報γステムと物流・
あ盈システムの分布に沿ョて配置されたシステム未端。総体としての者~市と念
るであろう。
都市の未来Kついて，コンピ且ートピアにbける都市の概念について，都市
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交通の自動イヒ，システムイL 者~市全体のシステム化。困難，情報化とシステム
化κ よる者~市の否定という三つの方向を考えてみた放ちコンピ晶ーター革命。
先κ起とタうることを全体的K適確κ予想するととは難かしい。コンピ且ータ
ーの機能Kついてさえ，その将来を安易に予想することは避けてi-（のが無難
であろう。
〔島田良一〕
〈参考文献〉
1 ）増田米治 「コンピ晶ートピア」ダイヤモンド・エグゼクティプ
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2）林周二 「システム時代。流通」 中公新書，昭46. 
3)Richards, Brian, New Movements in Cities, 
1 9 6 6 （邦訳「新しい都市交通」森岡街士訳，鹿島研究所出版
会 s D遺書，昭和43 ) 
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第5章都市の部分的要素あるいは抽象化
された都市に関する技術的概念
用途地域（Zoning)
「用途地域制とは，健康，安寧，便宜および一般の福利を確保す
る目的をもって特定の地域における土地およと耀築物の用途ならび
に建築物の高さと密度を法律によって統制するととをいうj
したがって用途地域制はひとつの地域における生島生活，活動
に必要な土地の量と位置を決め，将来t乙渡って土地の適切な利用を
図るべき土地利用計厨（ Land use plan）と密接な関連をも
つものといえる。かつては， 「土地利用計画，即ち地獄地区制であ
る。」と理解されてきたのも，両者の密接な関連性によるものであ
るが，近年は， 「土地利用計画を実現するための有効な手段（のひ
とつ）が用途地域制であるりと。理解のされ方が若干変ってきた。
つまり，用途地域制という手段だけでは，土地利用計画を実現する
ととが困難であると解されてきているのだが，依然として土地利用
計画実現の強力左手法であるととKちがいは左い。
(1) 近代用途地域制の起源、
近代における用途地域制は， 1 8 1 0年10月15日のナポレオ γ告示に端
を発する。との告示によって，衛生上有害若しくは不快な臭気を発散する用途
に供する建築物は，特別の許可を得た場合にのみ建築し得るとされた。 1845
年， との告示i乙範を採ったと思われるプロνャ工業法が公布され， 1 8 6 9年
には，これカ1北ドイツ連盟の工業法となって拡張されて， この法令下に「保護
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地域（ pro七巴C七ive dis七ric七日）Jという地域が制定された。との法令
は，工業の分離，住宅地（商住混合であるが）の保護に一定の役割を果した。
1 9世紀もなかばを越えるとろからの， ドイツにおける産業革命の一層の進行
杭 ドイツ都市に近代的都市計画を要求したのであって，とうした背景から，
この法令をもって近代用途地域制の起源であると云うことができょう。
(2) 用途地域制の発達
用途地域制は，産業革命の進展に伴う都市問題の顕在化に対処する策として，
発達していった。ドイツでは， F，アディケス等によって区画整理・建築線
とともに，重要な都市計画の手法として用途地域制が展開された。工業法で，
すでに用途規制はなされていたが， 18 8 4年には， アディケスにより，初め
て形態規制（ハイツ・パルク規制）がハシプルグ郊外アルトナにおいて採用さ
れた。つまり，用途地域制は，用途規制と形態規制（建築物の高さ，面積，空
地などを規制する）の二要素をもつものとして，一応の整備をみたわけである。
最初にこの両者を全市域に渡って規制したのは，アディクスによるフランクアルト
アム・マイシのものでおった。これは18 9 1年i乙制定されz近代用途地域制
の出発点であると云える。この法律は，欧州大陸はもとより，英国，~~飲，米
国へ広まり，それぞれの特性をみせながら現代へと引き継がれてくるのである。
ドイツ諸都市に起源を求められる用途地域制が，急速に整備さ九最も完成
したかたちとして制度化されたのは，アメリカ諸都市こおいてである。アメリ
カの用途地域制は大きく 3期に分けられる。第一期は， 19世紀末からの，個
別的，部分的な用途地域制の採用であるが， 1 9 0 9～1 9 1 5年に制Tて整
備されたロスアンゼlレスのものは， との時期におけるひとつの到達点である。
第二期は， 19 1 6年のニューヨーク市の条例をもって，用途却損制が包括的
なものとして完成された時期に始まる。ニューヨーク市条例の成功は北対領都
市のみならず， 日本にも大きな影響を与えた。第三期は，第二次世界大戦後の
一段と深まる都市の混乱に対処すべく新しい考え方の用途地域制が採用された。
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ごく品丘の時期である。その代表例としては， 1 9 5 7年のνカゴ， 19 6 1 
年のニューヨークのものがあげられる。
(3) 日本の用途地域制
日本の用途地域制は，大正8年（ 1 9 1 9年）の都市計画出市街却韓築物
法の公布によってはじめて実施される事となった。 「都市の地理的条件lこ基き，
その自然の発達の傾向を按じて土地の用途に目的を与ふるに依りて，都市全体
の健全なる発展を保障し，市民全体の活力を阻害する原因を断たむとする施設
」として用途地域制を位置付け，住居・商業工業の三地域む高度・防火・
美観・特別正業・風教・風紀等の地域制が設けられた。用途地域制は当初6大
都市に適用されたが，既成市街地が元来用途混合しているとともあって，未指
定地域を龍Tざるを得なかった。これは用途の混合地域であって何れの地域と
も指定しがたい場合，或はしばらく発展の趨勢を見定めようとする場合に用途
鎚描制を保留した地検である。昭和10年代に入ると，戦時体制の強化ととも
に，用途地域制は変質を余儀なくされ，ついには効力を停止された。その後昭
和25年に，建築基準法の施行により，従前よりは土地利用現況に適合Lた用
途地域の指定治咽ら払現在の用途地域制の基盤が整備されたのであるU
(4) 地域地区の分類
都市が発展するにつれて，都市活動は複雑化するとともに広域化の方向を強
め，その社会的分化も進み，用途地域制の地域区分も順次細分化の必要性が生
まれてくる。建築基準法制定以来の我国の用途地域制は次の如くであった。
用途地域制
(Zoning) 
用途地域ー住居（住専）・商業・準工業・工業（工業専用・
特男｜正業）
容積地域ー高度（高度利用）・空地・容積
防火地域一防火・準防火
各種地域一美観・風致・特別用途（文教他）
以上は，都市計画法・建築基準法l乙基くものであるが，その他に，駐車場整備
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地区・臨港地区・近郊緑地特別保全地区・流通業務地区・歴史的風土特別保存
地区なども，駐車場法など各種法律l乙基き，用途地域制の一系をなしている。
しかしー最近の都市化の動きは激烈であり，その結果としての混乱に対処す
るに，旧来の都市計画法・建築基準法の部分的修正では処しきれず，昭和43 
年都市計画法の全面改定，昭和45年建築基準法の大幅改正となった。それに
よって，用途地域制は従来の4種の基本用途と2種の専用地区から8種の基本
用途へと細分化され，又，建築物の絶対高（従荊ま，住居地域内20 2，住居
地域外では 31 ID以下に制限されていた。）の制限を，第一種住居専用地域の
1 0 m以外は，全面的に廃し，全地域に容積率（建築動の延べ床面積の，敷地
面積乙対する割合）による規制を行うことになった。
(5) 新用途地域の種類と性格
改正後の用途地域は次のように規定されている。
第一種住居専用地域：低層住宅地として，良好な環境の保護を図る地成。
第二種住居専用地域：中高層住宅地として，良好な環境の保護を図る地域。
住居地域：主とLて，住居の環境の保護を図る地域。
近隣商業地域：近隣の住宅地の環境の保護を図るとともに日用品の供給を
行う商業の利便を図る地域。
商業地域：商業活動の利便を図る地域。
準工業地域：環境の悪化そもたらさない（公害の発生の少ない）軽工業の
利便を図る地域。
工業地域：街区が整備されており，将来は工業専用地域とすべきであるが
現在は専用化が困難な地域。
工業専用地域：積極的に工業団地として開発したり，工場の集積度が特に
高く，住宅の立地を防止する必要のある地域。
特別用途地区：用途地域内で，特別の目的からする土地利用の増進，環境
の保護等を図る地区で，文教地区特l:Htr.業地区等。
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防火地域：建築物の不燃化を促進する地域。
準防火地域：防火地域に準ずる地語L
高度地区：建築物の高さを制限することにより漂墳の保護又は土地利用の
増進を図る雄蛾。
高度利用地区：建築物の規模の最低限度を定め，土地の高度利用等を図る
地域。
特定街区：市街地の整備改善を図るたゐ街区の整備又は造成をなす地域
で，建築物の高さなどは，別途l乙定める街区。
美観地区：市街地の美観を維持するべき地区
風致地区：都市の風致を維持するための地区
臨港地区：港湾の管理運営のための地区
(6) 用途地域制の展開
用途地域制は，とのように，建築物の用途及び形態を規伽庁るととによって
市街地としての土地利用の適正化を図り，効率を高めるととを目的とする制度
として発達してきた。それは原則として，市街地での用途混合の純化という方
向をとっているのだ抗既存の不適格建築物l乙対しては12 0 %までの増改築
等をも許す緩和措置がとられているととからも，また，法形態前第一種住専
地域を除いて，禁止項目71.民挙型（特定用途の建築物は禁止，他はすべて許可）
であるため，いままでにはなかった用途等に供する建築物が出現すれば建設が
可能になってしまうことからも，用途時塩化には充分の効果を期待できない。
また，都市活動の地域区分は今後一層細分化されてとょう。しかし， 自動車の
発達ゃ，レジャー活動の活発化等は新しい土地利用形態を生み，単lζ建築物の
用途，形態を規爺Ifするだけの用途地誠制では，如何に細分化されようとも，土
刷用の混乱を防ぎえない事も事実である。克己都市活動は広域化しており，
これまでは市街地を中心に用途地域制が展開されてきたが，同時にその周辺の
非市街地部分の土蹄リ用区分やその規命l措置が要求されてとよう。最近，新都
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市計画法l乙基く市街化区域・市街化調整区域の区分はなされたが，広域計画的
立場からの総合的な検討は必らずしも充分とはいえない。その上，今後も様々
な開発がなされていくであろうが，それらが土雄刷用の混乱を来たさぬよう規
制する反面計画的に開発された市街地を有効に保全してゆくための保護的な
役割をもっ，地区管理のひとつの道具としての用途地域制という考え方も要求
されてとょう。
このよう民 1 9世紀半ばに発生した近代都市計画の手法としての用途地域
制度比社会及び都市の発達とともに，包括的・総合的な方向に農関してきた
のであるが，都市の発展が単純なものではなく，しかも同時に過去の歪を随所
l乙残しながら変容を続けていくなかで，用途地誠制も，又それに応じうる弾
力性をもたせて，今後も検討されるととが必要である。
〔中林一樹〕
〈参考文献〉
1) ト』マス・アダムス「都市計画l乙於る最近の進歩J（五十嵐醇
三訳）コロナ社
2）池田宏「都市計画法制要論J
3）石津三次郎「都市計画講話j
4）紺野昭・広瀬盛行「東京都における用途地域制指定の変遷」
（都市計画）
5) Jl名吉エ門「用途地域情鴎命の展開と展望j （都市問題研究，第
2 3巻1号）
6) c i七yplanning Comm工Ssion of New York 
“z oning Resolu七ion” 。工七y of:t¥(Y.1961 
7) I n七ernational C i七y Manager's Association 
“p r inc i p 1 es and pr a o七ice of Urban 
plannin g” I CM.A, 19 68 
-1 52-
8) は Sc O七七 “Am er i can C i七y plannエEg Since 
1890”Un iv. o f 0 a 1 i f c r n i a p re s s, 1 9 6 9 
9) M. Sc o七七 “Land Use con七rol in Uni七ed 
S七a七es”M.I . T. p r e s s 
1 O) H. νFピス箸．都市研究会訳「最新都市計画jコロナネお
1 9 5 4 
11) 菊地慎三「都市計画及道路行政J新蹴土， 19 2 7 
12) 弓家七郎「地域制j東京市政調査会
13) 都市計画学会「新用途地域指定l乙関する調査研究報告書」日
本都市計画学会， 19 7 1 
集合住居
集合住宅，高層アパートはけっして近代の産物ではない。古代ロ
ーマには高層の集合住宅があり，記録に残るような巨大な建物もあ
った。また16世紀のエジシパラ，ロシドシ，パリなどにも高層の
アパートカ鴇てられていた。したがって都市人口の増大に対する建
築的支擦としての高層アパートは格別新しいものとはいえない。た
だその著しい増九増加が近代の特色であり，その都市構造都市
計画への・深い関連カミ丘代の現象なのである。
集合住宅（〔米〕 apar七men七 hou日匂 〔英〕 fla七局
〔独〕 Mie七hau日， Wohnho ch ha us 〔仏〕 immeuble
d'h乱b七a七1c n, m巴uble' ）とは二戸以上の住戸を収容している建築物で
ある。集合住宅の発生には三つの理由があって，ひとつは周知ωように都市の
精密化にともなう敷地不足への対策であり，高層化の形をとる。もうひとつは
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材料や工費や労力の節約のためであって，たとえば長屋廷にすれば，各住戸の
隔壁はその両側の住戸が共有することになり， 1戸につき壁1枚ずつの節約に
なるし，また屋根材の節約にもなる。アメリカ・イシディアシのイロコイ族が
建てる建物には「長い家」というのがあって，奥行ほ6m前後で長さが20m
から 30 mもある杭 これが数戸l乙分れている長屋である。との場合，敷地の
不足というととは考えられないから，資材と労力の節約としか考えられない。
第三の理由は防衛であって，いわば集団の表皮をできるだけ小さくして，外
から攻撃される面をできるだけ小さくするという目的のために集合住居を建て
る場合がある。北アフリカ地中海岸のカズパはその好例であり，集落を立体化
し，ヨシパクトにすることによって，外部からの攻撃に最も有効な形をとって
いるとみなすととができる。またアメ Pカ南西部でも，一室住居が積み重なっ
て，連続した構築物となっている例がある。とれば山頂や谷聞に集落があり，
その防衛を有効にするためには高層化するより外なく，新しい家は古い家の上
に建ててゆき，数階の高さに及んでいる。各階は次々とうしろにずれてゆき，
下階の屋上が上階の入口前のテラスを形づくるようになるのである。
古代ローマのアパートメント・ハワスであるインスラは西欧系集合住居の原
型とLて興味深い例である。オスティアのイシスラは特に現存する遺構で著名
であるカミとれらは古代ローマのイシスラの完成した姿とみてよい。首都ロー
マでは人口過密と土地の欠乏の結果，ます官民街に木造の高層アパートが建て
られ絶えず倒壊と火災の危険に悩まされた。アウグストヲスはアパートの高
さを20 m以下に制限し， トライヤヌスは18 m以下に制限したのだから，帝
政初期には8階，後期には7階以上の高さの集合住居7J＇＞あったととがわかる。
後1世紀中期から，建築家たちはVンガ壁を型枠としたコシクリート造のアパ
ート建築を発展させ，ローマでは紀元64年の大火後，ほほ2世代にわたって
との工法が普及していった。オスティアで完成されたローマのイシスラは，ま
だ床ゃ小屋組ゃ間仕切は木造であったが，初期のアパートに較べると，その堅
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固さ，明るさ，衛生状態はずっと良好で， 5階の高さまでは何の不安もなく建
てられたとの高さすなわち約20 mは， 19世紀までのヨーロ yパのレシガ
造都市建築の標準的高さである。
アクグスト pス時代の首都ローマの人口は約10 0万とみられ， 2世紀には
市民50, 0 0 0人のほか11 6万から16 7万の人口を擁していたと考えられ
るが， 4世紀のローマにはドムス（独立住宅）が1,7 9 7，イシスラ（集合住
宅）が46,6 0 2あったと記録されている。すなわちローマは完全に高層アパ
ート建築の都市であった。しかし，先l乙述べたとおり，ローマの建築高度制限
は比較的きびしかったので，地方のローマ都市ではもっと高いアパートがあっ
たようだ。たとえばストラボはティレのアパートはローマのものより高いとい
って驚いている。
ロ四マのアパ目トのうち， 「プzリクラのイシスラJというのはその巨大き
で著名であった。とれはローマの第九区，パシテオンとマルクス・アワレリウ
ス記念柱のそばにあったもので，紀元20 0年頃建てられ，その大きさは海外
にも直ちに知られ， 4世紀にも立っていた。との建物が有名になったため，ロ
ーマ人の自慢の種となり，アクグストヲスやトライヤヌスの禁令にもかかわら
ず，さらに増築を加え，ついに摩天楼のように鋒え立つものにしてしまった。
ζ窃室物の実す法や詳細が利月なのはまととに残念である。
古代ローマのアパートには防備的な目的をもっ形式もあった。ヨルダシのク
ム・エlレ・ジマー Jレは3～6世紀頃のローマ都市である抗 との町の住宅は中
庭を阻んで4階建の建物が立ち， ζの建物は2階建の住戸を20戸前後が含ま
れている。堅固な石造で，道路に面する外側の壁には上階を除いてほとんど窓
がなく，戸口や窓はほとんど中庭側にある。
古代都市，特に古典古代の都市が意外に人口調密で高層住宅が多かったとと
は明らかであるが，中世および／レネサシスの都市についても，城壁に固まれた
都市では5～6階に達する住居は珍しいものではなかった。特にパリとエジシ
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パラはアパートの町として知られた。イギリスではオyクスフォードやケシプ
りyジの学寮やロシドシのインズ・オプ・ゴートが学昼揖宿舎として著名であ
って，とうした伝統から， 18 0 4年にロシドシのピカデリーにあったヨーク
・ハクスが独身者アパートに改造されたのカち丘代アパートのはじまりともいわ
れる。アメリカのニューヨークでは18 3 0年代から「鉄道アパートJと呼ば
れるアパート建築が流行した。とれは列車の車輔のように部屋が並んでいると
ころから名づけられた。 18 6 4年にイギリスのピーボディ・ファシデー乙／ョ
シが建てたアパートは5階建および6階建であった。ベルリシのフーパー協会
が建てたアパートも 5階建で，便所は中庭に設けられていた。 19世紀後期に
最もすぐれたアパート建築を発展させたのはパリとクイーンであって，とれは
イギリス・アメリカのアパートが主として下層階級向きであったのに対し，ブ
ラシスとオーストリアでは富裕階級と中産階級を対象としていたからである。
パリではJレイ 15世時代から不動産開発業者がアパート建築を開発していた。
1 7 8 0～8 2年にはフォードア子爵が出資してサシトノレ街とパイユ四 lレ街
の間に「クール・ダリグJレjという6階建中庭式のアパートカ濯てられており，
また17 9 2年にはサシ・ドニ街60番地i乙「メゾシ・パタ H グ」という 5階
建中庭式のアパートが濯てられ， 11 0戸を収納していた。とれらはすべて一
階と中二階が貸店舗になっており，ローマのイシスラの後継者とみなされるも
のである。またいずれも古典様式に準拠し当時の都市建築にふさわしい装飾
も施されていた。したがって， 1 9世紀のノミリにおける中級およひ高級アパ目
卜建築の発展はむしろ当然であって，その状況はパjレヂックその他のブラシス
文芸作品にしばしば活写されている。
とれに対して，イギリスでは18世紀に高級なテラスハクス（連続住宅）の
形式が定着したため，アパート建築の発展は19世紀を通じてきわあて不活殺
であった。とれはイギリスの都市がロシドシをはじめとして城壁の制約がなく，
容易にスプロ『 Jレできるところから，敷地入手の困難がよりゆるやかであった
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ためであろう。アメリカも同様で，との両国では第一次大戦に至るまで，アパ
ートに入るととは恥かしいととであり，独立住宅（テラスハクスを含め） （乙住
むととが一人前の入閣のすることとみなされていた。
1 9 2 7年のアメリカ労働統計局の報告によれば，すでに著しい変化が現わ
れ建設費の26 ~もが独立住宅に投じられたのに対して， 2 2 9もがアパート建築
に投じられている。 19 2 1年には独立住宅への投資の方が2倍半も多かった
のであり， 19 2 7年からはアパ四ト建築の方が都市住居の主流となったので
ある。
ヨーロァパでは近千漣築の誕生期にあたっており，近代建築家の仕事はまだ
主として住宅I乙限定されていたため，住居の合理主義的研究が活滋にすすめら
れていた。それでもクィーシのオァト－ .ワグナーは19 0 0年にクィーシの
ノイジティフガブセ40のアバートを近代様式で建てており，クィーシの伝統
的先進性を示している。次に早いものではオラシダのミクル・デ・クレルクが
1 9 1 7年にアムステルダムに建てたアパートがあり， とれも質的には高級な
ものであった。
しかし， ヨーロァパのアパート建築カ嘘んになったのは，第一次大戦後の復
興計画に伴うものであって，各国は深刻な住宅不足に見舞われたため，公的住
宅の悌合l乙踏み切らざるを得なくなったのである。したがって， 第一メ識後の
住宅供給計画は低コストのアパートを大量に建てるという課題となり， i6娘的
I乙簡素単純なデザイシに向うことで，近代様式を普及確立させるもとともた。
著名な毛のに， ワノレター・グロピクスその他が設計したぺJレリシのジーメンス
νュタット団地のアパート（19 2 9～3 0），ボードアγとロー 諒十のノミリ
のドラシジーのラ・乙ノテ・ド・ラ・ミュエy ト（1 9 3 0～3 4) ' カー lレ・
エーシ設計のクイーンのカーノレ・マルクス・ホーフ（19 3 0），プリシクマ
シとグァシ・デノレ・ブループト設計のロyテ／レダムのベノレフポlレデJレ・アパー
ト（19 3 3）などがある。これら大衆向きの集団住居l乙対L，高級都市生活
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向きのアパートも同時に普及したのはもちろんで，ヨーロヲノえではジュネーグ
のクラJレテ・アパート（1 9 3 0～3 2）とかパリのヲ・ポJVト・モリトー Jレ
のアパート（1933）などがそれであった。とれらのアパート建築の多くは，
比較的広い敷地に棟間隔を十分にとって集合住宅を配置するという配置計画と
組合わされており，前時代の過密なスラムl乙対する反感がらほとんど非都市的
といってよいほどの低密度の建設を行っている。との点Jから興味深いのはイギ
リスのリーズにあるクォリー・ヒJレ・プラ y ト（ 1 9 3 8～4 1 ）で， 93 8 
戸を収容する巨大なアパートで，モニュメ γタ／レといってよい迫力と都市的性
格をもっている。
第一次大戦の終った19 1 9年から19 3 4年までにヨーロブバ各国の政府
および自治体が建てた住宅は45 0万戸に達し，その多くは集合住居の形式で
建てられたのである。アメリカ合衆国でも 19 3 7年から連邦政府が地方自治
体に住宅建設用の補助金を出すようになり，これらの多くの部分もアパートの
建設に用いられた。とれら低所得層向きのアパートは， 1 9註胞のパリおよび
クィーシのアパートに較べて，部屋数と面積がかなり減少しているのが特色で
ある。
わが国でほ同潤会アパートの建設が大正14年（1925）から始っており，
中野郷（本所， 19 2 6），渋谷（代官山， 19 2 7)，青山（千駄ヶ谷，
1927),t:r戸川（ 1934）が建られ，高級アパートとしては九段の野々
宮アパート（1936）が建てられている。しかし，わが国における集団住居
の普及と一般化が第二次大戦後の住宅公団の団地産設によってはじめて定着し
たことについては何人も異論がないであろう。
第二次大戦後の住宅不足と住宅需要は第一次大戦後よりさらにはなはだしい
ものとなったが，とれは人口増や都市集中だけによるものでなく，建設費およ
び地価が各国とも著しく高騰したためである。そのため，それまでの通例であ
った都心近傍や都心周辺部のアパート建設はほとんど不可能になり，郊外地や
-1 58ー
田園地域にまでアパートが建てられるという変化そ生じている。
イ民ヲ？？尋層向きのアパートの形式や配置計画はかなり多様化され，高層の星型
アバ白トや低層のアパート，老人用の平家建など各種形式を同一敷地に混在さ
せるととも第二次大戦後の団地の特色となった。しかし，基本的に建築形式と
しての変化はほとんど見られなかった。集合住居に真に革命的な構想、を導入し
たのはノレ・コルピュジエで，彼が1947-52年にマルセイユに実現した「
ユニテ・ダピタνオシ」俗称マルセイユのアパートは確かにそれまでのアパー
トの概念を打ち破ったものであった。とれはメゾネット形式（二階建住戸）を
8層重ねた幅24. 5 m，長さ 13 7 mの建物をピロティで空中に支えた高さ50
mの巨船のようなアパートで， 33 7戸，約1.6 0 0人を収容する坑内部に
商店街の階，屋上に児童遊園やカフェテリアを設出その他託児所，診療所，
パー，青少年クラブ，アトリエ，洗濃室と乾燥室などを備えるなどして，との
巨大なアパート一棟がひとつの近隣住区として成立するように意図されている。
とのようなユニテをいくつも並べるととによって，単なる柱告団地ではなく，
ひとつの町を形成するというのがJレ・コJレピュジエの構想であったが，マノレセ
イユでは唯一棟カ濯ったのみであった。問機なユニテは， 1952-57年に
ナントに， 19 5 7年にぺ／レリシに， 1 9 6 0年にプリエ・ラ・フォレに各1
棟ずつ試験的に建てられたが，あまり歓迎されず，それ以上には発展しなかっ
た。筆者の知っているマルセイユのアパートでも，せっかく設けたアパート内
の商店街は空家ばかりであって，との程毘D規模では商店街が成立しないとと
は一目して明らかであった。
／レーゴノレピュジエのユニテは，そのものとしては失敗であったカミユニテに
暗示された基本的構想，すなわち，ひとつの骨j、単位の町をひとつ＠建物に収
容するというアイデアは重要である。現代の建築技術はそのような巨大構築物
一一メガストラグチャーを容易なものとしているし，都市の要求がますますコ
シパクトで効率高い建築集合体を指向しているとすれば，ユニテの数倍の巨大
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建築がひとつの近隣住区をその付属施設ごと呑みとむというととは，すでにき
して困難な課題ではなくなっているからである。いわゆる雑居ピルとか複合建
築と呼ばれる多種の建物をひとつの建築のなかに収容してしまう建物が激増し
ているのも，同じ方向を示しているといえよう。
Jレ ヨJレピュジエの「ユニテ」 l乙次ぐセγセー νョシをまき起した集合住居
は， 1 9 6 7年のモシト Pオー Jレ万国博に出品された「ハピタート’ 67 Jで
ある。とればモッ Vュ・サフディーその他の設計によるもので， 1, 0 0 0戸か
ら1.5 0 0戸の住戸とそれに付属するνョッピシグ施設，学校，集会場，ホテ
lレを含む高密度の住居計画を想定し，その第一期工事として 17 6戸を建造し
たものである。 「ハピータート’ 67 Jの特色はその住戸の変化l乙富んだ組合
せ方にあり，水平面に対して60度の角度をなして積み上げられたカズパ状の
構成は，傾斜した菱形面の端部に縁材を通し水平なブリッジ材と組合せるとと
から出てくる。縁材のなかに階段，エレベーター，設申請カ1納められ，水平ダク
トや歩廊は水平プリ yジ材に納められ プレハプされた住戸のユニットは建具
．設備を取付けたままクレーシで所定の位置に組み込んでゆくのである。
「ノ、ピター ト’ 67 Jには二つの意義がある。ひとつはメガストラクチャー
に組みこまれてゆくプレハプ・ユニットという「機械都市J（別項参照）の予
備的段階を示している点他のひとつは，単調て噴延味乾燥になりやすい集合住
宅にめまぐるしいばかりのカズパ的機監さとおもしろさを与えた点であるO 多
くの建築家は機械化され工業される建築部品と無限の多様性を包含する建築空
聞を両立させ得る可能性をそとに見たのである。
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近隣住区とは，民主的生活を営む上で必要な公共施設を設定し，それを維持
するのに要する人口を単位として，街区を構成する都市計画上の手法である。
この思想、は，イギリスの計画家ハワード HOWARD. Ebeneze T が展開し
た田園都市論にその絡を発L，その後， アメリカでの消化・吸収を経て，近代
都市計画上の主要な指標となり，世界中に波及していった。
近隣住区理論 ノ、ワードの田園都市論は，アメリカの都市計百家ペリ
ーPERRY Clarence A r七hu rによって近隣住区厨命にまと
めあげられた。彼は，各年令層ごとの生活行動の解析に基いて，（1）まず，都市
生活を営むのに必要な施設，たとえば小学校，教会，遊び場， νョッピγグ・
センター等を決定1., (2）それらの公共施設を維持していく上での必要住民数を
住区構成の単位とし，（3）さらに，これらの諸施設を住居からの徒歩圏内に配置
するための道路ノミターシを案出した。とこでは主要道路は近隣住区の周囲を迂
回させて，地区内部への通過交通は避けることとし，（4）レクヲェ －vョシの場
を与えると同時に，地区を性格づけるものとして，オープγ ・スペースの系統
を導入し総面積の少なくとも10 %は運動場，公園として確保するととを提
案した。その目的とするものは，膨張拡大し続ける都市に上限界を与えるとと，
かっ，核としてのヨミュニティ・セシター及び地区周辺l乙境界を設けるととに
より，人々の聞に同属意識を育てていく中で，住民間の親交と精神的交流を回
復するとと，すなわち子供と大人，若者と老人の聞の人間的交流を回復するこ
とであった。都市社会学者マシフ才一ドMUMF ORD, L巴W ユsは近隣住
区理論の唱導者の1人として知られる杭彼はぺリーの理論をさらに発展させ
て，社会的経済的に広い巾をもった階層が，種々の住宅タイプと居住密度の組
み合せの中に混在して計画された近隣住区こそ，パラシスのとれた最高のヲミ
ュニティを形成すると主張している。とれば，戦後のアメワカでは，民間企業
の手によって階級分離方式に基く多くの郊外住宅地が建設されたカらその結果
生れたコミュニティは一様に単調なものに終っていたととに対する痛烈な批判
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であった。
ラドパJー ン ペリ自の理論を具体的に表現した例として最も著名であり，
最も重要なもの杭 「自動車時代の街」をスローガシとして， 19 2 8年に建
設を開始したニュー・ジャージー州ラドパ－ YRadburnの計画である。
建築家スタイシSTEIN, Olarences. ，計画家ライト WRI G HT, 
H e n r y O.笥乙よって計画されたラわいシ出周囲に農耕用のグリ目シ
ベルトと工業地域をもたないという点、で，ハワードの回園都市とは異っている。
その具体的な方法は以下のようである。（1）家族生活の満足やプヲイパジーは，
独立住宅にあるのではなく，むしろ，生活空間やオープシ・スペースと結びつ
いた住居にある， とする立場に立つ。（2）クノレ・ドヲ・サy夕方式oul-d巴
-sac prin巴 ip工8〔18から20の住宅が群をつくる，行き止まり
の小路配置〕を採用することにより，十分な公園や社会的レクリェーνョシ施
設苓中央にかなりの空地をもっ，周囲の交通から隔絶した街区を橋政ずる。
〔スーパーブロック superbloc kと呼ばれる〕（3）期す者と白頭庫交通
とを完全に分離する。
こうして生れたラドパーシも，今日l乙至り，幾つかの欠陥が明らかになって
きたが，中でも最大の問題は，人々ω生活の方向前中央の公園緑地から道路
すなわち都市的空間へと変りつつあるととであろう。しかし， とれらの指摘に
もかかわらず， ラドパーシの住民の芦が示すように，との町は，若い夫婦や子
供達の住む場ヲ？としての正当性を常に持ち続けてきたれ
批判 ペリ』の近隣住区思想に対して，現在，ジェーシ・ジエイコプス
JAOOBS,Janeを中心として，批判の声が向けられている。まず第1
に，住区の規模が問題となる ジエイコプスは都市の近隣住区を1つの自治体
と見， 自治組織を生み出すのは①都市そのもの，②街路そ中心とした近隣住区，
③1 0万人以上の住民から成る地区，の5つの場合だけであると唱える。ペリ
ー以来の近隣住区は，街路を中心としたものとしては大き過ぎ， 1つの地区と
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してその機能を果たすにはスケール的に小さ過ぎるのである。一方，教育，職
業，文化， レクリェ－vョシ等の社会的関係を通じ，人々がfa c e －七 0 -
fa c eの接触を維持する上で，人間的スケー JV-で考えられる最大人口数は，
1. 5 0 0から2,0 0 0人であり，ペリーの言う人口 5,00 0から 10, 0白人
というグループは機能的社会単位であって，単にサービスエリアを意味するに
過ぎない， とする反論もある。第2（乙，自給自足による完結したユニ 7トを目
指すため，その閉鎖性カ韓害となる。人間の活動は，本来偶発的なものであ
って，住区の範囲を越えて広がっていくものである故に，近隣住区を閉鎖的な
1つの「島jとする考えに捕われている限り，住区の生成発展に対処すること
は不可能となるち 「住民はそれぞれ活動しているのであって，単にそこに存在
しているのではない。住環境，職業の性質あるいは興味の対象が変化Lつつあ
るとき，都市全体に可変性があり，流動性があることが，必ず必要である。 J
とのことは，都市性の欠如というι噛にもつながるO 都市の最も文化的な、活動
及じ号企業出動の根源は， 自由な使用と選択にあり，それは小さな町村の「まが
いもの」たる近隣住区に全く欠けているものである。そのほか，圧倒的な自動
車の攻勢の中で，徒歩単位を主体とした近隣住区の考え方が脅かされている点
等々が指摘されている。
今日まで， イギリス，アメリカを始め世界各国に，近隣往区思想、に基くニュ
ー・タワシカ瀧設されてきたが，それらは完備された住区機能をもつにもかか
わらず，ある種の限界l乙達しているのは，まさしく，との都市性の欠如l乙起因
している。外に向きがちな住民の視線をいかにして内へ連れ戻し，かっ，閉鎖
化，孤立化を防いでいくか，さらに，年々増大する自動車といかに共存してい
くか杭今後の解決に委ねられた課題である。
〔黒川直樹〕
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リージョナル・プランニング（Regional Planning) 
欧州では18世紀の産業革命の飴我カ・三国では明治維新後ととに
第1次世界大戦の後，都市はめざましい発展を遂げた。人口産業
の増大集中に従って都市に諸機能，諸機関を集中する，いわゆる大
都市主義の時代を迎えた。しかし大都市は交通，衛生，居住条件等
々，各方面で困窮状態に陥り， さらにとれら市街地内部での破局に
加えて，都市が無制限に外辺部へ蔓延していったととから，都市周
辺部でも内部に劣らぬ弊害に悩んでいた。とこにおいて都市問題は
再開発の如き局所的対症療法ではもはや解決不能となったため，問
題解決の対象をさらに広げ，単に行政的な都市域に限ることなく，
周囲の近郊，農村または近接都市等を含めた広い地域即ち大都市
圏の範囲の中で開発計画を企画して，人口と産業を適切に酒扮し，
都市と周辺との均衡のとれた発達をめざす動きがでてきた。それは
一般に，地方計画（ regional planning）と呼ばれる。
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地方計画の必要性が叫ばれたのは19世紀に入ってからで，例えばオスマシ
のノミリ改造計画（1 8 5 3～5 8 : }31顕「オスマシ方式」参照）はその初期の
姿を示しており，その後のジカプ計画（ 1 9 0 5 : }31照「νティ・ビューティ
フルj参照），大ベルリン競技設計（1910），オーストラリアの首都キ守
ンベラの競技設計（同年）などを経て，地方計画の思想は熟成していく。中で
もパー γナムの手になるνカゴ計画では，単一の行政地域を越えた30マイル
圏を対象と Lて，道路，広域交通体系，公園系統， レクリェ－vョン及び公共
施設配備を中心に据え，その全域の計画を唱っている とこに地方計画の先が
けを見る。とは言え，以上の計画のほとんどが古い都市の再建を目指したもの
であって，直接再開発の対象としたのは旧市街などの主要区域のいくつかにと
どまり，その上に新しい交通体系，模状緑地害，衛生都市の考えを導入して尚
一層の改良をほかろうとしていた。それらは，現代の巨大なメトロポリスを全
体として表現しようとする姿勢に欠ける点で，以降の諸提案と異なる。
とのような大都市地域を中心にした地方計画が展開していく中で， 1 9 2 4 
吊アムステルダムにおいて国際都市計画会議が開催された。当会議は公園，
公園系統ならびに娯楽休養施設と地方計画の2つを主題としたものであった抗
そとで採択された総括報告においては地方計画の必要性が強調されており，地
方計画の発展段階をよく示している：①過大都市の防止②衛星都市への人口分
散①市街地外周の緑地帯設置＠新交通対策の検討⑤地方計画の策定＠弾力性の
ある計画⑦地域制度の確立。かく Lて地方計画は主要な計画手法として体系づ
けられていった杭ここで今1度整理してみると，地方計画には，中央ならび
に付近市街地の組織的多元的発達を目標として，各々の地方的局地的特徴を充
分踏えた上で，人口および産業を立地条件に合ぜて適当に分配し，近接する諸
都市町村聞の共通問題，共通の経済社会問題そして共通の公共施設の解決を広
域的視点に立って押し進め，以って将来への有効な発展を導かんとするもので
ある。換言すれば地方計画とは，人口と産業とを分散し，しかもとれをある場
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所l乙再集中させ，統一ある施設配置を計画する， と結論づけられよう杭具体
的には以下のような諸問題を扱う：①公共地ならびに私有地の最も有利適切な
使用方法＠交通機関，交通路の最も便利かっ有効な施設③公園，緑地オープ
ン・スペ F ス， レクリエ－vョシ・エリアの保存④最も経済的な公共施設⑤史
蹟名勝地記念物の保存など。
さて，各国別に地方計画論の展開を見ていくと，まずイギリスでは，今世紀
に入り都市計画の分野での先駆的試みを数々経た後， 1 9 3 2年の都市・農村
計画法制定を契機とLて，地方計画カ・4登場してきたと言われる。 19 4 3年か
ら44年にかけて立案されたロジr・Y府計画および大ロシドシ計画は地方計画
。J好例である。当計画1では，交通混雑，貧弱な住居，緑地の不足と不適正分布，
および住工の無差別混入というロンドシのもつ4つの欠陥を指摘し，その改善
策として，コミュニティごとに異なる必要事項と機能，また相互の利害関係や
都市活動の聞にパラシス宅どもたらすととを追求した。具体的提案としては，ロ
ンドシおよびロシドシ内周諸県内では新規の工業を排付し，人口密度低減のた
めにロシドンの外に大量の住宅を供給すると同時に， ロンドシ地域内の人口は
増加させないことなどがまとめられた。そして交通，オープシ・スペース，通
勤，種々の標準，公共サーグィス，計画実現等，広範囲かつ詳細にわたる研究
がなされた結果，内部地帯，緑地帯，および外郭農村地帯の4つの瑚犬地帯か
ら成る計画が採択された。過密な人口をとの外郭地帯l乙吸収し， とこに10の
新都市を建設して 50万の人口を収容すべく，計画が遂行されてきている。イ
ギリスにおいては，員肪計画は各地方公共団体の連合委員会によって策定され，
地方公共団体の権限と独立牲を尊重して，任意的協力に基いて計画を進めるも
のとしているが，との基本的考え方こそ同国の地方計画の一大特徴として注目
すべきである内かくして地方計画出それぞれの地方の特性に合せて，①土地
利用計画②それを主軸とした交通運輸計画①大面積の緑地保存計画＠公共施設
整備の合理化を前提とする市街化区域の設定⑤近郊レクリエ－vョシ・エリア
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の保護計画の諸方策を駆使して，その区域内の発展，統制を系統だてるものと
定義されうる。さらに言えば，市街地の無秩序な膨張を防止し，都市計画，農
村計画，自然保護計画を5つの柱としてそれらの統合調整をはかる計画がイギ
リスの地方計画であるとされている。
アメリカにおいては，前記のνカゴ地方計画以来，その影響を受けたニュー
ヨークの地方計画調査などの私的機関による積極的運動に導かれて，各大都市
に続々として大都市地方計画委員会が誕生している。ポストシ（1 9 1 5年），
ロス・アシジェルス（19 2 2年）等々。ところでアメリカは国土の広さから，
都市中心の地方計画に属さない未開発の処女地が多くあり，それらの封臓の広
域活用計画が郡または州の手によって進められている。中でもTVA（テネν
白河域開発公社）の計画は，事業規模後の広域計画に与えた影響から見て，
特記に値する。同計画は19 3 3年の大恐慌の最中に，テネν一河域の資源開
発と失業者救済を目的として，合衆国政府の指導のもとに立案遂行されたもの
であるカろその結果， 2 1のダムが建造されて洪水の司讃E，航行，電力の生産
が一挙に解決された。加えて水，土地，森林，鉱物などの資源はすべて開発さ
れ，それらの！恩恵を背景として新たに開拓された個人農場の数は，今日 2万を
数える。
ブラシスの場合はイギリスのそれに似て，各地方毎の独自性を生かした地方
計画が立案されているが， この中央集権体制の強いプランスにおいて，地方公
共団体が相互間の連合組織によって計画を進めることが可能となるには，地方
主義（ Regionalisme）の根強い運動を経なければならなかった。
その成果は19 3 2年のノミリ地方計画法の公布，さらに19 3 5年の全般的な
地方計画法の制定となって現われた。一方ドイツの場合は，ナチス政権確立以
降，国土計画局の設置によって，元来地方主体の地方計画が国家の統制管轄下
におかれて，国家計画に組み込まれている。 19 2 0年には， Iレール炭鉱地方
計画組合が設立されて，工業地域l乙対する広域的地方計画が開始されたが，以
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来，同様の地方計画組織が各地方lこ続々とつくられている。
我が国においては，大正？年の都市計画法施行以来．昭和10年代までの聞
に，工業の集中に伴って全国的な都市発展期を迎え，大都市地域においては，
農村と数府県にまたがる広域圏の両計画を合せた形で，地方計極論が拍頭して
くる。しかし地方計画はさしたる実績を残す間もなく，緊迫する世界情勢下に
あって国防国家態勢を強化する必要から，国土計画論が喧場した。とれば人口
および諸施設の配分に主眼を置き，国土の総合的保全刑用開発を狙ったもので
ある。
因に閏土計画（na七lanal planning）は，我カ習のみなら
す背外国においても，資本主義国，社会主義国を間わず，地方計画の進展につ
いてその必要性が叫ばれるようになった。そこでω主要な目標を掲げれば以下
のようである：①国土，則ち土地および天然資源の開発利用そして保険，②災
害の防止，③人口の再百扮と中心都市，農村，工業，自然別の規模ならびに配
置の調整，＠交通，通信などの公共サーグィスの規模ならびに配置の調整等々。
国土計画は地方計画同様，各国の事情により目的，方法が異なる。蒋百発地
域が多く，資源開発を主目的とする国々， {YIJえばアメリカおよびソ連，ポーラ
シドなどでは振興主義の国土総合利用開発計画が中心となる。他方，先進開発
国で，国内の発展や土地利用が地域的に片寄って進められてきたため，資源上，
国防上，社会問題上危機l乙至り，再編成が必要とされる国々で比国土利用の
再編成が国土計画の目標となる。イギリス， ドイツ等がこれに含まれる。
我が国では，地方計画論の拾頭以降，近年の新全国総合開発計画，日本列島
改造論へと続く歴史を概Eしてみるに，そとには綿綿として，国土の全面的利
用開発計画と呼ぶべき姿勢が貫かれてきたことは明白である。とれまで，人口，
エネルギー，資源，交通等の各要素から国家的規棲で調査計画が行なわれ統
制が加えられてきている杭それらの事業ないしは計画が，国家的規膜である
というだけで国土計画と呼ばれている場合が少なくない。それらは全体，つま
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り国土 地方都市局地から成る全体i乙関する確たる概念を欠いた，単なる
個知的事業計画に過ぎない。何よりも肝要なととは，まず，計画の対象カi-局
地であろうと地方，国家全体であろうと， とれらの一連の諸単位は自律的単位
なのであり，各々がより大きな単位の部分であると同時により小さな単位とも
関連するものでもあることを前提に置き，各単位がそれぞれにもつ独自の問題
を捕えた上で，各閣の融合をばかり，統一と機能とを目指すことであり，
にこそ地方計画，国土計画の根本があると考えるo
干、曲、ー、ー
〔黒川直樹〕
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コンビューター・マッピング
SYMA pの骨子は， 19 6 3年秋，米国のN0 r七h wes七ern 
Univers i七y の Ho曹ard T. Fisher によって考案され，
その電算機用プログラムほ同大学のコシピューターセシター 0.)0' 
G. B 巴 nso n夫人によって作成されたのがその最初である。そ
の後，数々の修正と追加を経て，その機能も当初よりはるかに進歩
したものとなっている。 Howard T. Fisher は Harvard
u n工ver s iもy の Comp u七er Graphics Labor a七司ry 
の芳麗となって， SYMA pの開発と普及に努力し，さらに他種の
Compu七er Graphj_ o sの開発の指導もおとなっている。
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コシピューターを利用して地図を作成するには，犠々な手法が考案されてい
る杭とこではその千波例である SYMA Pの概略を述べ，都市の概念カミコ
シピ且ーター・マッピシグにおいて， どのように扱かわれるかについてや hー
般的な考察をおとなう。
SYMA pは， νィマップと発音され， Synagraphic Comp u七er
Mappingを省略して名付けられたものである。との Synagr aphic と
いう言葉自体がまた造語であり， Synac七ic と Gr aphi c の二語を合成
したものである。 synac七ic は英語であり，ギリνャ語の Synagain
（一緒にする）という単語を語源とLて，一緒に作用するとか，効果が累積的
であるという意味をもつから，わかりやすく云えば， ”万能の”とか”色々の
機能を併せもった”という程度の意味であろう。 SYMA pは現在のところ日
本ではあまり普及していないカミアメリカではかなり使われているようである。
SYMA pでは，地図は一般のライン・プリシター（電子計算機において使
用される高速印刷機で，一行づつまとめて印刷することができる）によって作
成されるので，地図はー曹のドット・マyプの形をとり，個々のドットがライ
シ・プリシターの活字一個に対応Lている。 1イシチ四方の正方形の中に4×
5あるいは3×5個の活字を割りつけ，との活字の濃淡によって地図を表現す
る。地区別の密度図や高等線国理論的のみに計算されるポテシνャjレ図など
杭ライシ・プリンター上に高率度で作成されるo SY MA Pで凶地区の形
態や境界は人間のパターシ認識能力をたよりにコシビューター内部i乙記憶させ，
とれをベース・マ yプとして，様々な地図を大量に作成する。ベース・マップ
自体は縦横両軸の数値の膨大な集積として記憶されているのであり，地図のバ
ターシ自体カ2記憶されているのではない。ベース マァプは変化せず，その表
現される地図だけ杭データの種類と指定に応じて，地区別人口密度図になっ
たり，地価の高等線図になったりして，大量に高速に印刷される。ベース・マ
yプの作成には多少手間どる的以後の地図の量産可能性と作成地図の多少の
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制御可能性は， SYMA pの優れた国罪であり，またデータ・ポイシト（例え
ば地価d調。定点）が必ずLも，メッ乙／ュ状に配列されていなくてもよいことも，
SYMA pの実用性を高めている。
SYMA pは，その理論的厳密性において多少の問題を残してはいるが，都
市の計量技術またはその表現技術としてもすぐれた実用性をもっており，今後
も様々な改良が加えられていくであろう。現に，ハーパード大学のコシビュー
ター・グラフィックス研究室においては， XYプロッターによるコシビュータ
ー・マァピシグゃ，立体的曲面の自動作成などの試みをおこなっているO
SYMA pがコシビューター・グラフィックスのひとつとして発展していく
中で重要な役割を果した，ひとつの学問的関心を見落してはならないと思うo
SYMA pの発展自体も，明らかにとの学問的関心に密着しとれに迎合する
道をたどってきているように思われる。との学問的関心は何かと云えば，それ
は必ずしも難しいととではない。すなわち，空間的拡がりをもって集積し発展
する都市を，分析し， 予測し，ときにはその発展を制御したいという学問的関
心であり，都市の形態を自由自在に処理Lうる学問的モデlレを持ちたいという
欲求である。コシピューター・マyピシグは，必ずしも都市の地図化だけに関
するものではない抗 SYMA Pがいちばやく都市計画家の聞で関心をもたれ
ているととだけを見ても，コシビューター・マブピシグ技術がとりわけ都市の
地図化を主目的としていると見ても無毘はないであろう。
都市を量的なモデルとして扱う場合，そ儲花市の空間的拡がりを考慮すると
なると，いかなる研究者も従来は，一枚の紙面上に商かれた地図という重大な
制約に縛られざるをえなかった。地図は容易にほ画き直しが効かないし，数枚
の地図を比較するとはいっても，地図の比較は結局，人聞のバターシ認識能力
にたよらねばならず，パターシ認識の範囲内において，たとえば明治時代の東
京の地図と現代の東京の地図を比較してその中間の発展段階を頭の中で想像し
えたとしても，とれを客観的なモデルとして記述し，第三者l乙伝達するととは
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容易でない。仮りに大正時代の地図そ作成して第三者l乙示してみても，そのぎ
こちなさはおLうべくもないだろう。昭和初期はどうだろうかといわれれば，
もう一国別な地図を作りなおさなければならない。都市が拡がりをもっており，
しかもそれが不均質で，方位性とパターシをもっているととを考慮Lて都市を
計測するとなると，その計量技術の難しさは，単なる統計データの分析などよ
りはるかに高次のものになってしまう。
空間的拡がりとパターシを持つのは必らずしも都市だけではなく，地域一般
の計量において問題となるが，地域の場合は通常その境界のみが問題となると
とが多く，その中味の分布について問題にされるととは少ない。例えば地域産
業連関モデルでは地域の形態は無視されている。ところが都市の計画分析にあ
っては，その境罪の内か外かだけでなく，その境界内の人口，所得，地価など
の分布が問題にされねばならず，まさに有機附で複雑な形象を計測しなければ
ならないのである。
都市ω平面的拡がりをとらえる素朴な例として，東京都の23区別の人口密
度図を濃淡で表示した地図を考えてみよう。この類いの地図は，いたるところ
で見られる抗都市のイメージとしても視覚的に強く訴えるものをもっている。
との地図が23区別の人口密度統計と異なるのは，何よりもその視覚的明解さ
にあるがそれを更にくどく云えば，各区の相対的位置関係の明示，濃淡表示
による相対的密度変化の明瞭さなどであり，要するに人聞のバターシ認識能力
をうまく活用しているととである。この長所は，もとの統計がもっていた各区
の厳密な人口密度の数値を失なって余りあるものであると考えられる。等高線
表示による地価図ゃ，人口ポテシ乙ノャノレ図なども，その理論的厳密さはともか
くとして，原理的には上記の地区別濃淡図と同じであると考えてよいであろう。
とのような地図の作成の暗黙の前提として都市をひとつの立体的な姑象的山
として えその山の形態を計測することが，都市を計測するととであるとする
考え方のあるととは明白であろう。等高線を描きうるような抽象的山の計測は，
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結局その山の表面の形態を計測するととであり，複雑な表面を分析するための
Surfac e理論を追求している研究者さえいる。また，との表面の断面図
によって都市の形態をとらえようとする場合も多く， Colin Clark 
が，都市内部の人口密度の分布を，都市からの距離に応じて減少していく断面
図として表示した例などはそω代表的なものである。
数表を地図化する作業は，今まではどうしても人聞のパターシー認識能力にたよ
らねばならすうまた地図化したものは，計算の対象と Lて扱かうととが困難でー
ある。地図は視覚に訴えて明確なイメージを与える杭それで終ってしまう。
数式のように，視覚に訴えながらも，その中に論理を含み，研究者の自家薬害草
中のものとなることがない。地図上の都市の濃淡図などを，人為的に計算した
りして自由自在に変化させてみたいという希望は，永い間，研究者の歩であっ
そし， SYMA pが利用できるようになった今でも，その夢はきわめて不完全
にしか達成されていない。
最近，メ 1i/ュ・データ.i/ステムの必要性が説かれ，急速に実用じが進み
つつあるようだ杭とれなども，上記の夢の実現へのー布石と見るのが正しい
のではなかろうか。メッ νュ・データ.i/ステムでは，地図を東西南北の格子
状の正方形に分割し，その正方形ごとに各種の統計を蓄積しようとするもので
ある。メ y乙／ュの交点に建物が位置するケースが多いことなど，従来の行政区
域別のデータにはない欠点もある杭従来の慌十が行政区域の不整形で不均ー
な単位でしか求められず，分析上も様々な問題を生じていたのを克服できると
期待されている。個々の統計値が，縦横二軸の順位によって整然と並べうるの
で，その地図化も人間のパターシ認識能力なしでおとなえる。電子計算機を利
用すれば，その作業は高速度で行ないうるであろうし，分布の断面図ゃ等高線
図も自由自在に描きうるであろう。また，膨大な統計データを計算機内部に記
憶させて，とれらをモデル化して扱い，その変化を制御するととも，従来に比
してはるかに容易になるであろう。現実には存在しないメ '7i/ュを都市全体に
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かけることによって都市のイメージは抽象化され，操作しやすいイメージとな
るn
SYMA P の背後にある都市の概念も，メッ志／ュ・データ •Vステムの背後
にあるそれも，本質的には同ーのものであり，たYその技術的困難だけが異な
っているのだと恩われる。それは費するに，都市パターシ・モデルの操作可能
世であり，結局は都市の計量的研究の技術にか』わるものであって，都市その
ものの現実に鋭〈迫るようなものではない。
〔島田良一〕
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あ と カi さ
2年聞にわたる都市概念研究は代表者千葉正士教授の緩急自在の巧みなリー
ダー νップによってひじように楽しく継続することができた。各専門分野でそ
れぞれ異なったイメージで都市という概念をいじくっているかぎり，者B市の本
質ばj留めないし，都市問題も解決できない。学際的協力で根本から再検討をと
いう千葉教授の着目はひじように時宜を得たすぐれたアイデアで，われわれも
とれを機会に勉強し直してみようという意気込みであった。なるほど，ひとつ
ひとつの概念を洗い直してみると，誤解していたととも多く，知らなかったこ
とも少くない。またそれらの相互関係についていろいお考えさせられた。その
結果，ぱらぱらだった技術的概念を一応筋道のある大系に整思するととができ
たのは思いがけない収獲であった。
またこの都市概念研究グループの数多くの会合で他学部他学科の専門家の見
解や展望を幾分か窺うととができたのは大へんありがたいととであっ九全〈
異なった立場からの意見はまったく新鮮な刺戟であり，興味深いものであったの
千葉教授をはじめ，参加者すべての皆さんに厚く感謝したい。
われわれの都市概念研究の結果を報告するにあたって，まだまだ全体に不備
な点が多いととを痛感するが，とれらは各方面からの御批判をいただいて，次
O.J：蹴会により完全なものにしたいと考えている。建築学部門では説明にひじよ
うに多数の図版を用いるのが通伊fであるが，準備寺聞と印刷体裁の関係、で今回
は割愛することにした。これも次の機会にはナ分補いたいと思っているO
桐敷真次郎
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